






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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悪あく魔まも堕だ天てん使しもドラゴンも──皆みな仲間だ。最高じゃねぇか。

そして俺は──悪魔でドラゴンな『おっぱいドラゴン』だッ！

子供たちを危険にさらす野や郎ろうは絶対にぶっ倒たおすッ！








Welsh Dragon & Crescent Circle Dragon.









　それは『[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームと『リアス・グレモリー』チームの戦いで起きた対決だった──。




　伝説の「赤いウエルシユ・龍ドラゴン」──赤龍帝ドライグは、同じく伝説の邪じや龍りゆうであるクロウ・クルワッハと対たい峙じしていた。

　チームの『王キング』である兵ひよう藤どう一いつ誠せいとリアス・グレモリーがいるであろうレプリカの駒く王おう学がく園えんから離はなれた場所に移動していた。

　双そう方ほう、ドラゴンの翼つばさを広げて宙に浮うかび睨にらみ合う。

　大型ドラゴンそのものであるドライグに対して、クロウ・クルワッハは人間態のまま。

　大昔のクロウ・クルワッハであれば、巨きよ大だいなドラゴンの姿で眼前に立っていただろうとドライグは思し慮りよする。

　人間の世界を長く見続けたことで、この邪龍は現在の姿がベストであると思っているのだろう。

　それを察してか、クロウ・クルワッハは言う。

「元の姿に戻もどったほうがやりやすいか？」

　その一言にドライグは虚きよを突つかれ、そして大きな口くちの端はを吊つり上あげて笑えみを浮かべる。

『殊しゆ勝しようなことを言ってくれるな、伝説の邪龍よ』

　空中で睨み合う両りよう雄ゆう。

　すでにドラゴンとしての名乗りは終えている。それならば、やることはひとつ──。

　ほぼ同時に飛び出した両者は、レプリカ駒王町の空で正面からぶつかり合う。

　ドライグとクロウ・クルワッハの──頭ず突つきっ！

　ガァァァンッッ！

　その衝しよう撃げきは、空を伝わり、眼下の住宅街にまで及およんでいった。二匹ひきのドラゴンが繰くり出した頭突きの衝しよう撃げき波はは建物の屋根を崩くずし、ガラスというガラスを破は壊かいさせた。

『いくぞ、邪龍ッッ！』

「応ッ！　来い、天てん龍りゆうッッ！」

　初撃が頭突きから始まった衝しよう突とつは、そのまま勢いを殺すことなく、拳こぶしの応おう酬しゆうとなっていく。

　ドライグの巨大な拳がクロウ・クルワッハの人間サイズの体を覆おおい尽つくさんばかりに振ふるわれるが──このサイズでも伝説の邪龍は健在である。

　まったく怯ひるむことなく、後退することなく、吹ふき飛ばされることもなく、平然としていた。

　クロウ・クルワッハは最強の天龍のパンチを受けても微び動どうだにせず、ただ嬉き々きとして、ただただ鬼き気きとして、狂きよう喜きに彩いろどられた笑みを浮かべたままに拳を返していく。

　人間サイズの邪龍が打ち出した拳は巨大なドラゴンであるドライグの顔に打ち込まれると、快音と共に強きよう烈れつなインパクトを与あたえていった。

　右みぎ頰ほほ、左ひだり頰ほほ、鼻っ面つらに、口に、目に、額に、顎あごに、凶きよう悪あく極きわまりないパンチというパンチが互たがいの顔面に打ち込まれていく！

　神滅具ロンギヌス「赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア」の能力──「倍加」。その力の根源たるドライグは、パンチのたびにそれをかけている。

　それを浴びてもなお一いつ切さい怯むことなく、拳を返してくるクロウ・クルワッハの姿には、天龍も感動すら覚えるばかりだ。先の戦せん闘とうでファーブニルに折られた邪龍の左ひだり腕うでは、噓うそだったかのように拳を放ち続けてくる。

　伝説のドラゴン二匹による単純明快な拳のラッシュは、猛もう烈れつな衝撃波を生み出し、空を幾いく重えにも震ふるわせ、地上の建物をも崩ほう壊かいさせていくほどだった。

『ハーッハハハハハハハハッ！』

　殴なぐり合いながら、哄こう笑しようするドライグ。

「ふっ、楽しいか！　まあ、楽しいに決まっているがなッ！」

　クロウ・クルワッハもドライグの正面からのバカ正直な攻こう撃げきに心地よささえ感じて、打ち震えていた。互いに顔の穴という穴から血が噴ふき出ていた。

　ドライグも自然と笑みがこぼれ、神器セイクリツド・ギアに封ふう印いんされる前に大暴れしていた頃ころの自分を思い出すほどだった。

　あの頃、遥はるか昔、眼前の邪龍は強者であったものの、自分よりは弱かった。

　だが、自分が封印されている間、このクロウ・クルワッハは人間の世界に紛まぎれ込み、人間を観察して、独自の変化、進化、強化をした。

　結果──。

　ドライグは大きな手でクロウ・クルワッハの体をつかむ。そのまま眼下に放り投げてやろうと思ったが──。

「ふんッ！」

　クロウ・クルワッハは気合い一いつ閃せんで強引に剛ごう力りきにて、無理矢理に手を振りほどいてしまう。冗じよう談だんのような腕わん力りよくにドライグも舌を巻いた。

　この伝説の邪龍は、自分を超こえるほどの膂りよ力りよくを手に入れている！

　ならばとドライグは再度頭突きを繰り出そうとする！

　クロウ・クルワッハはドライグの頭突きをくぐり抜ぬけて、土手っ腹に蹴けりを放ってきた！

　ドッ、ズヌッ！

　邪龍の蹴りはドライグの腹部に深々と突き刺ささるっ！　空中でドライグは苦痛の表情となり、くの字に体が曲がってしまう。そこにクロウ・クルワッハは跳とび上がってきて、頭突きでドライグの顎を貫つらぬいたッ！　ドライグの頭部が上に跳はね上がった。

　一いつ瞬しゆん、ドライグは意識が飛びかける。

　まずい──。ここで意識が飛べば、クロウ・クルワッハの思うがままだっ！

　ドライグは脳しんとうで体が震えるなかで、奥歯をどうにか嚙かみしめて、意識を繫つなぐ。

　拳も握にぎりしめ直して、ドライグはクロウ・クルワッハに撃うち放つ。

　邪龍は腕うでをクロスして、ガードの格好となるが──。

　拳がインパクトの瞬しゆん間かん──クロウ・クルワッハは、腕ではなく、体の芯しんに衝撃を受けていく。

「がはっ！」

　あまりの一いち撃げきにクロウ・クルワッハは苦く悶もんの息と血を吐はいた。

　インパクトの瞬間、ドライグは「透とう過か」の技を使った。

「透過」──赤龍帝ドライグの妙みよう技ぎのひとつである。パンチの衝撃は腕のガードを「透過」して、体の芯にダメージを与えたのだ。

　この技は大たい抵ていの相手ならば初撃で致ち命めい傷しようを与えて打だ倒とうできてしまう。

　だが、相手が超ちよう常じようの敵ならば、初撃でこれをやってもただ単にダメージを与えるだけで、その後に警けい戒かいされてしまうだけだ。

　最高のタイミング──相手の攻撃の調子が上がっているとき、ごく僅わずかに生じるであろう刹せつ那なの油断に打つっ！

　クロウ・クルワッハは「透過」を忘れたわけではない。むしろ、こちらに攻撃を加え、手応えを感じたほどだっただろう。

　だからこそ、逆に「透過」は入るのだ。

　戦いにおいて、手応えは若干警戒を薄うすれさせる──。

「透過」は相手の意識の外側から放つからこそ、効果的なのだ。それはドライグが数え切れないほどの戦いのなかで覚えたことだった。

　続けざまにドライグは腹部を膨ふくらませて、体の中で炎ほのおをたぎらせる。一気に口から火か炎えんを吐き出して、クロウ・クルワッハに浴びせていく！

　だが、立て続けに攻撃を許す邪龍ではない。

　クロウ・クルワッハは「透過」のダメージからすぐに体勢を立て直し、右みぎ腕うでを巨大なドラゴンの腕へと変質させ、莫ばく大だいなオーラをまとわせた。

「させんッ！」

　オーラをまとったまま腕を豪ごう快かいに横よこ薙なぎに振るう。

　ドライグの吐いた強大な火炎は、クロウ・クルワッハの豪ごう腕わんにより、なぎ払はらわれてしまった。

　今度はクロウ・クルワッハも腹部を膨らませて、炎を吐く体勢になっていた。

　ドライグも負けじと、再度炎を吐き出していく！

　ゴォォオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！

　二天龍の「赤い龍」と、伝説の邪龍クロウ・クルワッハの吐き出す業ごう火かのような炎は、周囲一帯の空を火炎一色に覆い尽くすばかりの勢いだ。

　炎の勢いは互ご角かく──。否いな、クロウ・クルワッハのほうが優勢であった。徐じよ々じよに徐々にドライグの炎を押し返している。

　──身体能力と、オーラと、炎だけで戦うスタイル。

　それだけで天龍と称しようされた我が身と競せり合っている。しかも、炎の単純な威い力りよくではあちらのほうが上。すでに「倍加」の能力を使ってこれなのだから、驚きよう嘆たんするばかりだ。

　神器セイクリツド・ギア所有者である兵藤一誠、ヴァーリ・ルシファーの両名とクロウ・クルワッハは過去に対たい峙じしており、天龍との戦いに何度も覚えがある。その分だけ強くなっていて当然だ。

　ならばとドライグは「透過」の術を付ふ与よし、貫かん通つう力を高める。ドライグの炎が、クロウ・クルワッハの火炎を貫き、本体に迫せまった。

　これを見み越こしていたのか、クロウ・クルワッハはすぐに炎を吐くのを止やめて、回かい避ひ行動に移る。ドライグは構わずに回避する邪龍を追うように火炎を吐き続けた。

　避よけられた炎は地上の建物群に降り注ぎ、盛大な火柱を次々と上げていく。建物は天龍の火炎の熱で溶とけ、地面すらも大きく抉えぐっていった。

　一瞬で周囲の地上が焦しよう土どと化していく──。

　宙を高速で飛んで回避し続けるクロウ・クルワッハは、ただ逃にげるだけではなく、隙すきを見ては手にオーラの塊かたまりを形成させてドライグに投げてきた。

　圧縮に圧縮を重ねたオーラの塊だ。ドライグも炎を吐きつつも回避するが……避けたオーラの塊が地上に飛んでいき、極大の爆ばく発はつを巻き起こしていく！

　あんなものが同じ場所に何度も落ちていけば、いかに強固に作ったこのゲームフィールドでも甚じん大だいな影えい響きようを与えるだろう。

　オーラの塊が落ちた場所には巨大なクレーターが生み出されていた。それも一か所だけではなく、次々とクレーターの数が増加していっている。

　どちらかが倒たおれるのが先か、ゲームフィールドが消し飛ぶのが先か、あるいは兵藤一誠とリアス・グレモリーの決着がつくのが先か──。

　フィールドにダメージを与えるだけで埒らちが明かないと理解したドライグは口を閉じ、炎を止めた。正面から「透過」込みの体当たりをかまして、クロウ・クルワッハを地上に吹き飛ばした。それをすぐにドライグも追う。

　すでに荒あれ地ちと化した地上に飛ばされたクロウ・クルワッハのもとにドライグは降り立つ格好で勢いよく踏ふみつけ攻撃をしていく。

　クロウ・クルワッハは跳ね上がるように体を即そく座ざに起こし、ドライグの大きな足から距きよ離りを取る。空くうを切ったドライグの踏みつけ攻撃。すかさずクロウ・クルワッハは跳とび上がり、濃のう密みつなオーラのこもった蹴りをドライグの右腕にかましてきた。

　ドライグがガードの形を取るが──。

　ゴギンッ……。

　という鈍にぶく不快な音がしたのをドライグも感じ取る。いまので右腕は折れただろう。

　だが、腕うでを庇かばっている暇ひまなどない！

　ドライグも手から赤いオーラの一撃を放つ。相棒の兵藤一誠が使う「ドラゴンショット」に似たものだが、生前からドライグもオーラ砲ほう撃げきは普ふ通つうに使っていた。

　クロウ・クルワッハはそれを右腕で弾はじく。弾かれたオーラは上空に飛んでいってしまう。

　構わずにドライグはオーラの砲撃を手から何度も放ち続けた。クロウ・クルワッハは両腕でそれらを弾こうとするが……やはり、奴やつも左腕は負傷しているせいか、少しだけ後おくれを取り、オーラが体に当たることもあった。オーラが当たったところで邪じや龍りゆうはやはり怯ひるまない。

　オーラを弾きながらもクロウ・クルワッハはドライグとの距離を詰つめていく。

　弾かれたドライグのオーラは、いたるところに飛んでいっては盛大な爆発を起こし、地形を大きく変えていた。ドライグにとってのただのオーラ連れん弾だんでも、このフィールドにとっては破は壊かいの化身の凶悪な一撃に他ならない。その一発で上級悪あく魔まクラスが束で吹ふき飛ぶ威力だ。

　オーラの砲撃に時折「透過」を付与したものを混ぜる。付与する際に力まぬよう、ごく自然に混ぜる。

　そうすることで──。

　バズゥゥンッ──という炸さく裂れつ音。

「くっ！」

　強きよう烈れつな一撃に息が漏もれる邪龍。

「透過」のオーラはクロウ・クルワッハに届いた。連弾の攻撃をする際、このように「透過」の能力を普通のオーラ砲撃のなかに混ぜると効果的だ。

　しかし、熟練の者ほど、こちらの空気や力み方、体のちょっとした所作で能力を付与したかどうかすぐに察知してしまう。強者ほど、観察能力に長たけているものだ。

　そのため、ドライグはごく自然に、普通のオーラ砲撃を撃つのと何ら変わらない状じよう況きようで放つ。

　未熟な者では、能力付与する際に力んだり、目の動きと瞳ひとみの輝かがやき、体にまとうオーラの流れで熟練の相手に勘かん付かれるものだ。

　相棒である兵藤一誠には、この芸当はまだ早かった。確実にオーラ連弾に「透過」を混ぜる際に力んだり、オーラの流れが強まるだろう。それでは雑魚ざこならともかく、クロウ・クルワッハや超常の存在には気取られる。

　ごく自然に、ただただ自然に何気ないオーラの砲撃に「透過」を混ぜる。端はたから見れば普通のオーラ砲撃の連打。だが、それはドライグにおいては極きわまっていた。

　クロウ・クルワッハは時折混ぜられる「透過」付与のオーラに苦戦するが……ふいに付与した一撃を避けた。

　それは偶ぐう然ぜんではなく、また一撃、さらに一撃と、ドライグの「透過」付与オーラを避けていく。

　こちらの挙動は変わらずだ。オーラの流れも乱れていない。

　──のにもかかわらず、クロウ・クルワッハは「透過」付与のオーラを躱かわすようになっていた。

　ついには当たるよりも避けるほうが多くなってしまう！

（…………ッッ！）

　ドライグは心の中で打ち震ふるえるばかりだ。クロウ・クルワッハの順応と反応に感動すら覚えてしまっていた。

　おそらく、本能でこちらの攻こう撃げきを察知し、自身の動きを修正したのだ。それをクロウ・クルワッハに問うたところで口で説明できるものではない。体が勝手に動いたとでも返すに違ちがいないからだ。

　──持って生まれた資質センス。

　……なるほど、天てん龍りゆうクラスにまで上り詰めるわけだ、とドライグは感じ入る。

　これでは希代の天才ヴァーリ・ルシファーでもこの邪龍を倒しきれない。この男もまた、戦いながら、持って生まれた資質を成長させるのだから──。

　顔中血だらけにしながらも邪龍が嬉き々きとして叫さけんだ。

「温まってきたな、ドライグ！　どうだ、[image: いつ]いつ焱えきの炎えん火かを使ってきてもいいんだがなっ！」

　それはすべてを焼くドライグの禁断の火炎だ。一度体に浴びれば、その炎は消えることなく、対象者を消し炭にするまで燃え続ける。

　ドライグ自身もよほどのことがない限り使わない代物だった。何せ、関係ないものに飛び火したときの被ひ害がいが甚じん大だい極まりないからだ。

　天龍も笑みを浮うかべながら言う。

『おまえが憎にくらしいほどの大おお馬ば鹿か野や郎ろうなら、吐はいてやってもいいんだがなっ！　あれは正面から堂々とやり合ってくる相手に使うもんじゃないだろうっ！』

　その一言にクロウ・クルワッハが噴ふき出した。

「ぷはっ！　俺が憎くはないのか！　それは褒ほめているということでいいのか！」

『ああ！　おまえは、ただの大馬鹿野郎だからなっ！』

　クロウ・クルワッハが心底おかしそうに笑う。

「ハハハハハハッ！　否定はできんなっ！」

　子供のような無む邪じや気きな笑い声をクロウ・クルワッハはあげていた。普ふ段だん、感情を表に出さない邪龍は、このような接戦では子供のようにはしゃぐ。

　そのような側面を見せながらも邪龍は一気に詰め寄って、オーラ攻撃を浴びながらもドライグの顔面を殴なぐりつけてくる！

　自じ慢まんの牙きばが何本も折れていき、ドライグはそれらをぷっと血と共に吐き出していく。

　お返しとばかりにドライグも叩たたき潰つぶす要領で拳こぶしを上から振ふり下ろして、クロウ・クルワッハの脳天に一いち撃げきをかました。

　地面に足がめり込みながらも邪龍は踏ん張り、倒れない。クロウ・クルワッハも牙が折れたようで、地面にぷっと血と牙を吐き出していく。

　──が、その顔はボロボロとなりながらも依い然ぜんとして喜びに打ち震えているものだった。

　クロウ・クルワッハが黒いコートを脱ぬぎ捨てながら言う。

「フィールドを壊こわさないよう戦うにも力がいるものだな」

　周囲を考えないという認識であればもっと派手な戦い方もできる。それこそ、やろうと思えば人間界や冥めい界かいで戦う場合、ひとつの都市を軽く壊すほどの戦いも可能である。口から、あるいは手から極大のオーラを放てば超ちよう広こう範はん囲いを一いつ瞬しゆんで灰かい燼じんに出来る。

　だが、壊さないように戦えないわけでもないのだ。それを二体は実じつ践せんしている。

　ドライグが口の血を拭ぬぐいながら言う。

『まあ、壊さないなりの楽しみ方をすればいいだけのことだ！』

　ドライグが火か炎えんを吐き出し、クロウ・クルワッハが炎ほのおのなかを突つき進んできて、肉にく弾だん戦を仕し掛かけてくる──。

　地上最強の生物ドラゴン。そのなかでも頂点に近い二体の怪かい物ぶつたちは、互ご角かくに戦える数少ない相手を前にして、ただただ楽しげに激げき闘とうを繰くり広ひろげていった──。







　あれから、ドライグとクロウ・クルワッハは肉弾戦と炎とオーラにまみれた戦いをし続け──、

『がああああああああああああああああああッ！』

「はああああああああああああああああああッ！」

　互たがいに拳を同時に繰り出しているときだった。

《「リアス・グレモリー」チーム、『僧侶ビシヨツプ』一名と『王キング』のリタイヤを確認！　よって、この試合──「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの勝利ですッッ！》
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　そのアナウンスがフィールド全体に響ひびき渡わたった。

　ドライグの巨きよ大だいな腕うで、クロウ・クルワッハのドラゴンの腕は互いの顔面に衝しよう突とつする寸前だった。

　ピタリと止まったパンチを二体は静かに引いていく。

　それは相棒である兵藤一誠の勝利を知らせる一報だった。

　クロウ・クルワッハが言う。

「……負け、か」

　大きく息を吐くクロウ・クルワッハ。

「チームが勝っても負けても、天龍との戦いは途と中ちゆうで止やめざるを得ないのだな」

　白はく龍りゆう皇こうヴァーリ・ルシファーのチームとの戦いも絡からめて、そう述べたのだろう。

　チームに在ざい籍せきする以上、この大会に参加する以上、自分が健在だとしても、リーダーたる『王キング』の是ぜ非ひしだいで勝負は終わる。

　とはいえ、ドライグもクロウ・クルワッハも体中がボロボロになっていた。まだ戦えるものの、ダメージは大きい。

　どちらも体のいたるところの骨がヒビ、または折れている。翼つばさにも穴が空いた。

　ドライグにとって、息が上がっているのも本当に久方ぶりである。ダメージ──激痛のもとは全身にあるものの、心は晴れやかなものだった。

　クロウ・クルワッハの実力は本物である。この大会に参加している全選手のうちでも有数──パワーだけでいえば頂点ともいえる。

　その頂点クラスのドラゴン同士によるこのような戦いを見せて、果たして次回の大会に神々や下位の戦士たちが参戦してくれるだろうか？

　クロウ・クルワッハは脱ぎ捨てたコートを拾いながら訊きいてくる。

「アレはまだ完全ではないのだろう？」

　邪龍は相棒──兵藤一誠とリアス・グレモリーが戦っていたであろう方向に視線を送っていた。

　アレとは兵藤一誠のことだ。

　クロウ・クルワッハが続けて言う。

「あの子供は、オーフィスとグレートレッドの力を併あわせ持つ奇き跡せきであり、冗じよう談だんのような存在だ。しかし、まだオーフィスのほうの力しか顕けん現げんしていないようだな」

『その冗談のような存在とまた戦いたいのか？』

　ドライグの問いに邪龍は不敵な笑みを浮かべる。

「戦いたい。──だが、見守りたいとも思うのは俺がおまえたちに感化されてきているせいか」

　ドライグは首を横に振る。

『いや、他の強者たちも意識してか、または無意識か、相棒を誘いざなおうとしている』

　アザゼルにはじまり、アジュカ・ベルゼブブも、初代孫そん悟ご空くうも、帝たい釈しやく天てんさえも──。強者たちは、兵藤一誠の存在を、成長を、楽しげに興味ありげに接してきている。

　それを聞き、クロウ・クルワッハは言った。

「食らうならば、いま内に秘めているものを目覚めさせてからだ。グレートレッドの力、目覚めさせてやれ」

　言うなり、クロウ・クルワッハはその場をあとにしようとする。

　ドライグが訊く。

『……おまえはこのあとどうするつもりだ？』

　クロウ・クルワッハは振り返らずに言った。

「タンニーン、グレモリーの姫ひめ、ファーブニルの巫み女こには借りがある。何かあれば顔は出す」

　それを聞き、ドライグはつくづく思う。

　──相棒の女は、相棒並みに強者を惹ひきつける何かを持っているようだ、と。

　しかし、邪じや龍りゆう最強の存在も借りが増えたものなのだなとドライグは楽しげに思ったのだった。
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「イッセーくん、京都に行く前に少しだけ甘えてもいいれすか……？」

　裏京都──京都妖よう怪かいの世界で行われる『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』の講演を目前にしたある日の夜。

　俺は自室の大型ベッドの上で──なんと！　着き崩くずれした格好のロスヴァイセさんに迫せまられていた！

　眼前にボタンの外れたシャツからこぼれてきた大きなおっぱいがふたつ、ぶらりとたわわに揺ゆれている！

　ごくり──と、普段なら生なま唾つばを飲み込んで興奮するような状じよう況きようなのだが、とうのロスヴァイセさんはというと……。

「イッセーくぅぅん！　京都では離はなればなれなんで寂さびしいんれすよぉぉっ！」

　大いに酔よっ払ぱらって、俺に抱だきついてきていた！

　極上に柔やわらかなお乳の感かん触しよくが顔全体に伝わってくるが……同時にお酒のニオイも漂ただよっていて……っ！

　どうやら、悪あく魔まのお仕事のとき、女性の依い頼らい者から報ほう酬しゆうとしてブランデーケーキを貰もらったようで……。仕事を終えて家に帰宅してからそれを一口食べたあとの記き憶おくは飛んでいるようだ。

　ロスヴァイセさんは満面の笑みで言う。

「とっっっっってもおいしいケーキれしたよ！」

　ここまでベロンベロンになるということは……俺の予想としては、ブランデーケーキでスイッチが入って、そのまま飲酒コースだろうな……。

　ロスヴァイセさんが言っていた「京都で離ればなれ」ということだが、去年と違ちがって、今回俺はイベントで京都に赴おもむく。ロスヴァイセさんは、去年同様に生徒（現二年生）の引率として小こ猫ねこちゃんたちと京都に行くこととなっていた。

　俺はロスヴァイセさんに言う。

「とはいえ、京都でも合流しようって話じゃないですか。ロスヴァイセさん、俺の眷けん属ぞくだし、修学旅行の見学以外はあっちでも一いつ緒しよになれますって」

「でも、寂しいんれすぅぅぅぅっ！」

　笑い上戸に泣き上戸。困ったお姉さんだ……。ま、かわいいからいいんだけどさ。

　ため息をつく俺の口に──ロスヴァイセさんがキスをしてくる！　不意打ちだったため、完全にぶちゅーっとなってしまった！

　うれしいけど……お酒の香かおりが……。

　口を離すロスヴァイセさんはとても上じよう機き嫌げんだった。

「えへへへ、油断大敵れすね」

　酔っ払って大だい胆たんになっているんだろうけど、それもそれでかわいいかもって今ちょっとだけ思ってしまった！

　するとロスヴァイセさんはさらに服を脱いでパンツまで脱ごうとしていく！

「こういうのは勢いれす。婚こん約やくしたんれ、エロエロなことエロエロっとしましょうれ」

　言うなり、ロスヴァイセさんは手に小型の魔ま方ほう陣じんを出して、俺の両手足に拘こう束そくの魔ま法ほうをかけてきた！

　うわっ！　俺、ベッドにくくりつけられた格好になっちまった！

　そんな俺に覆おおい被かぶさるようにロスヴァイセさんが迫ってくる。大きなおっぱいをぶるるんぶるんと揺らしながら！

　ロスヴァイセさんの顔はニヤけており、完全にエロオヤジなものとなっていて、両の瞳ひとみもハートマークになっているかのようだった！

「うへへ、もう逃にげられないれすよぉっ。初めてれも大だい丈じよう夫ぶれす。すぐに気持ちよーくしてあげますからねぇっ。うへへっ」

　完全にエロオヤジなことを口にしてるぅぅぅっ！　ロスヴァイセさんも処女でしょうが！　酔っ払ったロスヴァイセさんってエロ怖こわいっ！

「パパになっちゃえぇぇぇ」

　俺に抱きついてくるロスヴァイセさん！

　パ、パパになっちまうぅぅぅっ！

　──って、エッチなことは大だい歓かん迎げいって点と、転生悪魔同士だしそんなすぐに子供は出来ないかもって点と、リアスはじめ婚約した女性陣じんと「初めてのエッチは皆みな一いつ緒しよでね」って約束はすでに意味をなしてない（こんなふうにルール無用の女の子たちだからね！）って点が俺のなかでグルグルと回ってやがる！

　俺の服をパパッと脱ぬがしていこうとしていくロスヴァイセさんに「なるようになれ！」と覚かく悟ごを決めたときだった。

　ふいにその声は聞こえてきた。

「なるほどの……。赤せき龍りゆう帝てい殿どのの子種を貰うにはこのように迫れば良いのじゃな」

　聞き覚えのある艶つやのある声！　ベッドに拘束されている俺は首だけ動かして、声のするほうに顔を向けるとそこにはっ！　白い装しよう束ぞくを着た金きん髪ぱつの美女がベッドの上に座っていた！　お尻しりからは九本の尾おが生えている！

「──や、やややややややや、八や坂さかさんッ!?」

　俺は驚おどろきながら、そのヒトの名を呼んだ！

　京都妖怪の長おさ！　九きゆう尾びの狐きつね！　九重くのうのお母さんでもある八坂さんだっ！

　まさか、俺の家に来るなんてことが！　これってロスヴァイセさんの魔法が見せた幻まぼろしとかか!?　酔っ払って暴発したとかさ！

　しかし、とうのロスヴァイセさんも酔いながらも驚いた様子で、目を手でこすりながら声を上げる。

「九尾の御おん大将!?　……あー、幻覚れすかねぇ。ちょっと、飲み過ぎたかもしれないれす……」

　うん、飲み過ぎなのはその通りだけど……この様子だと、八坂さんは幻ではなく、本当に俺の家──俺の部屋にご登場しているってことになる！

　八坂さんは口に手をやりながら、上品な笑いをする。

「おほほほ。九重と赤龍帝殿が京都に来るというものじゃからな。どうにも年とし甲が斐いもなく、急せいてしもうてな。九重が使うておる転移の門を潜くぐってきたしだいじゃ」

　マジか!?　兵ひよう藤どう家の地下三階に大型転移魔方陣が展開する専用の部屋があるわけだが……そこを通じて来てしまったと！

　ま、まあ、九重の実家である京都妖怪の本ほん拠きよ地ち──裏京都とも地下の魔方陣は一応繫つながっているから、来ようと思えば来られるとは思うのだが……。いままで八坂さんがお一人で来訪することなんてなかったから、面食らってしまった！

　八坂さんは魔法によってベッドに拘束されている俺を興味深そうに見ていた。

「赤龍帝殿は、こういうのが好みというわけじゃな……」

　──っ！　こ、拘束されているのがプレイの一いつ環かんと見られている！

　いやいや！　俺はノーマルですよ！　……そ、そりゃ、将来的にこういうのもロスヴァイセさんだけじゃなくて、朱あけ乃のさんとも体験してみたいって気持ちはあるけど、まだノーマルな高校生ですよ！

　八坂さんはうんうんと頷うなずきながら、ロスヴァイセさんに言う。

「ヴァルキリーの教師殿どの。わらわに構わず続きを。わらわはここで見学しておるからの」

　け、見学って！　九重のママさんに見られながら、ロスヴァイセさんとの拘束プレイだなんて！

　でもまあ、エッチなことは最高だよな！

　ロスヴァイセさんはこの状況下でどう俺に迫ってくるのかドキドキしていたが──。

「……飲み過ぎ……たのかしら……わたす……わたす……」

　方言交じりにむにゃむにゃとベッドに突つっ伏ぷしてしまっていた！

　飲み過ぎた上に八坂さんの幻げん覚かく（と本人は思っているだろう）を見て、エロエロモードからスリープモードに移行してしまったのかもしれない！

　これを見て八坂さんは言う。

「なんと。教師殿は眠ねむってしまったようじゃな」

　少々残念気味な八坂さん。

　俺もちょっと、いや、かなり残念だったけど、酔っ払ったままのロスヴァイセさんじゃ、どこまでエスカレートするかわかったものでもなかったから、これはこれで良かったのだと思う。……いまだに手足にかかった拘束の魔法は解けないけど。

　などと安あん堵どの息を漏もらす俺だったが──眼前で八坂さんが装束をするすると脱いでいこうとしている！

「仕方があるまい。わらわのせいで赤龍帝殿の神聖な子作りが滞とどこおってしまった以上、代わりにわらわが相手をせねばなるまいな」

　装束から真っ白な肌はだがあらわになって、デカすぎるおっぱいがぶるるんとこぼれてきていた！

　徐じよ々じよに距きよ離りが縮まるなかで、八坂さんが言う。

「──天てん龍りゆうの子種、分けて貰うぞ」

　ごくり！　生唾を飲み込む俺。八坂さんの唇くちびるが、俺に迫る……っ！

　そのときだった。

　バンッ！　──と、部屋の扉とびらが開き、そこから小さな狐のお姫ひめさま──九重が現れる！

　さらにその後方からは紅べに髪がみのリアス。

　九重がベッドでただならぬ状況になっている俺と八坂さん……と、ロスヴァイセさん（酔い潰つぶれてる）を見て、驚きよう愕がくしながらも、ぷんすかと怒り心頭に発ほつしているご様子だった！

「母上っ！　こ、これはどういうことですか!?」

　ベッドの上に跳とび上がってくると八坂さんの背に負ぶさる。

　八坂さんは愉ゆ快かいそうに九重に言った。

「ほほほ。九重に妹か弟をプレゼントしようと思うてな」

「母上は大胆すぎまする！　それに家人に失礼ですぞ！」

「なるほどの。これは九重の言う通りじゃな」

　八坂さんが九重をあやしながら、リアスのほうに視線を向けていた。

　リアスはなんとも言えない複雑な表情をしつつも息を吐はく。

「……ごきげんよう、九尾の御大将。ここでは何ですし、下でお茶でもいかがでしょう？」

　リアスの提案に八坂さんは着き崩くずれした装束を直して、ベッドから降りていく。

　八坂さんが俺に言う。

「赤龍帝殿、正妻殿、夜分に本当に失礼をした。数年ぶりに仕事にささやかな暇いとまが出来ての。それならばと思い立って、ここに来たのじゃ。ほほほ、わらわもまだまだ若いの」

　九重が言う。

「母上はまだまだお若いですぞ！」

　九重の頭をなでながら八坂さんが言う。

「九重のことを言えぬな。さて、正妻殿のお茶を頂いてから、裏京都に帰るかの」

　言うなり、八坂さんは九重を伴ともなって俺の部屋を出ていく。

　俺は八坂さんを案内するリアスに言う。

「リ、リアス！　この拘こう束そく魔ま法ほう……どうにかできない？」

　リアスは苦笑しながら言った。

「もう、それぐらい自分で解けるようにしなさい。その魔法、酔よっていたせいか、大おお雑ざつ把ぱな術式で組まれてるわよ？　それに『王キング』でしょ？」

　確かに！　言われればその通り！　ロスヴァイセさんの『王キング』なのだから、これぐらい解かい呪じゆするのが道理ではある！

　とうのロスヴァイセさんは──。

「……むにゃむにゃ……イッセーくぅん……スケベすんべ……パパにすっからな……」

　夢の世界で俺とイチャイチャしているようだ……。どうしても俺をパパにしたい願望があるのか……？

　裏京都での『おっぱいドラゴン』講演を目前に控ひかえ、俺は寝ね床どこで幸せのようで困こん惑わくするような大変な目に遭あっていた。

　……さてさて、今年の京都は平へい穏おん無事に過ごせるだろうか？
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　突とつ然ぜんの八や坂さかさん訪問というサプライズ（八坂さんはリアスや我が家の女性陣と軽くお茶を楽しんだあと、すぐに帰き還かんされた）があった次の日──。

　放課後、俺たちオカルト研究部は秋の行事──学園祭の出し物を決めるための会議に入っていた。修学旅行の次は学園祭だからな。

　ホワイトボードの前に立った副部長の木き場ばがソファに座る部員らに言う。

「──ということで、時期も近いので本格的に学園祭の出し物を決めていきたいと思います」

　イリナが手を挙げて意見を述べる。

「前回同様、『オカルトの館』っぽいのとか？　あれ、大好評だったわよね」

　これに現生徒会長であるゼノヴィアが言う。

「ああ、けど、二年連続では芸がないようにも思えるぞ」

　ゼノヴィアの言葉にイリナが言う。

「生徒会長さまは厳しいのね」

「当然だ」

　ゼノヴィアは腕うでを組みながら頷いていた。

　ゼノヴィアは生徒会の時間を調整して、オカ研の会議に顔を出してくれていた。

　先ほどイリナが出していた「オカルトの館」とは、去年にうちの部が学園祭に用意した出し物で、旧校舎全体を使ったものだった。

　女子部員がかわいいウェイトレスとなって接待する喫きつ茶さ店てん、俺、木場、ギャー助すけがモンスターにコスプレして登場するお化け屋や敷しき、朱あけ乃のさんと小こ猫ねこちゃんの占うらないとお祓はらいなどなど、オカルト研究部な要素を交えた出し物だ。

　オカ研の出し物は大だい盛せい況きようで、チケットも飛ぶように売れた。ていうか、バカ売れだった。

　ゆえに去年と同じものをしても人気を取れるだろうとイリナは思ったわけだ。

　リアスと朱乃さんが大学生になって部を抜ぬけたとはいえ、うちは美少女さまだらけで、女生徒人気の高いイケメンの木場やギャスパーもいるので人気は衰おとろえないだろう。

　新入部員の美少女たるルフェイ、ベンニーア、トスカさん、九重くのう（予備部員）、そしてイングヴィルドもいるしな。人手の数に関しては去年よりも多い。

　しかし、ゼノヴィアが言うように同じことを二年連続でやるのは芸がない。

　リアスも部長だったら、「二年連続で同じことはしたくないわね」と言いそうだ。

　俺は首をひねりながら言った。

「他の出し物で前回を超こえようと考えると、途と端たんに難易度が上がるからなぁ……」

　その後、前提条件として「とりあえず、去年とは違ちがうもの」とした上で各人から意見を聞くことに。

　たとえば、

「演劇はどうでしょう？」

　というギャスパーの意見。

　演劇部があるので、そこと被かぶっても……。『おっぱいドラゴン』のイベントで演技をしている者がいるとはいえ、オカ研が何を題目に演技を……？

　次に、

「……料理とかは？」

　という小猫ちゃんの意見。

「私、調理のお手伝いします」

　白いお下げのトスカさんもそう言ってくれた。

　屋台や喫茶店をする部活は他にもあるし、喫茶店は去年もやっている。

　定番だが、

「やはり、ここは研究テーマを発表するというのはどうでしょうか？」

　というアーシア部長の意見。

　悪あく魔まや天使や妖よう怪かいの生態を発表する悪魔や天使や妖怪という図はなんとも言えないが、手て堅がたい意見だ。ただし、去年ほどの集客力はないだろう。

「オカルトをテーマに映画を撮とったりとかは？」

　というルフェイの意見があった。けど、映像関連の部活が今年も映画をやるだろうから、これも被ってしまう。

《冥めい府ふ名物の死神グリム・リツパークッキーとかどうですかね？》

　死しに神がみ少女ベンニーアがそのようなことを言うが……。彼女は、ソーナ・シトリー先せん輩ぱいの眷けん属ぞくで『騎士ナイト』であり、最上級死神グリム・リツパーオルクスと人間の間に生まれたハーフだ。死神グリム・リツパークッキーとかすげえ気になるけど……原材料がヤバそうだな……。

　狐きつねっ娘この九重が手をあげる。

「本物の妖怪を用いたお化け屋敷は……やっぱり、ダメそうじゃな」

　少しずつトーンダウンしていきつつ、そのような意見をくれた。

　そう、京都妖怪の姫である九重もそうなんだけど、俺たちは異能力者や異形、超ちよう常じようの存在の伝つてはたくさんある。……あるんだが、表向き一いつ般ぱんの学校であるここの学園祭では扱あつかいづらいよね。

「…………」

　イングヴィルドに至っては会議の中ちゆう盤ばんからうつらうつらやって、半分寝ねていた。眠ねむりの病を治ち療りよう中ってのもあるけど、会議のまったり感で眠気がマックスになったんだろう。

　ホワイトボードは様々な出し物で埋うまっていくものの、「これ」といった決め手になるものは出てこない。

　……とはいえ、前部長（ＯＧ）のリアスに意見を伺うかがうってわけにもいかない。カリスマのあるリアスの助言は、この場にいる全員の意思を固めてしまう可能性もあるからな。

　というより、現部長たるアーシアの意思のもと、部員全員の意見を反映してこその現オカルト研究部の出し物だと思う。

　……まあ、リアスのことだから、このことについても訊きいても、

「自分たちで考えなさい」

　って厳格に返すに決まってる。

　部活動をする時間も終わりを迎むかえようとしていても、結局全員が合意できるようなアイディアは出てこなかった。

　木場はペンのキャップを閉めながら言う。

「なかなか、これって案は出ないね。じゃあ、今日はここまでにしようか」

「それでは各自、次のミーティングまでに出し物について考えておいてください」

　部長のアーシアが皆みなにそう言い、部員たちも「はーい」と返事をした。

　木場がゼノヴィアを見ながら言う。

「そろそろ決めないと生徒会にも突つっつかれるから、それは皆も留意しておいてね」

　ゼノヴィアは大いに頷うなずく。

「うん、私は容よう赦しやなく突っつくぞ。当然、私もアイディアを考えるけどね」

　──と、部活動がお開きになるなかで、俺はレイヴェルにこのあとのスケジュールについて訊く。

「さて、悪魔の仕事の前に──例のやつかな」

「そうでしたわね。リアスさまも来られるようですわ」

　俺とレイヴェルは、このあと悪魔の仕事前に行く予定の場所があった。

　これにゼノヴィアが反応した。

「もしや、アレか？」

　頷く俺。

「──ああ、龍りゆう帝てい丸まるだ」







　俺とリアスとレイヴェルが訪れたのは、堕だ天てん使し組織──「神の子をグリ見張る者ゴリ」が所有する冥めい界かいの研究施し設せつのひとつだった。

　主に機動兵器の研究をしているドックでもあり、人間の造った戦せん闘とう機や戦車を解かい析せきしていたり、そこから独自の航空機や特とく殊しゆ車両を製作していた。

　俺たちはその施設のとあるデッキに足を運んでいた。

　そのデッキは元々航空機などの巨きよ大だいな飛行機を搬はん入にゆうできるところで、非常に広い空間だった。

　そこに置かれていたのは、俺の使い魔まである魔ま法ほうの帆はん船せん──「スキーズブラズニル」の龍帝丸だった。

「スキーズブラズニル」は、北ほく欧おう神話に出てくるイーヴァルディ一族（雷らい神じんトールの持つミョルニルも創ったという）が創りだした貴重な魔法の帆船だ。

　リアスのお兄さんである魔ま王おうサーゼクス・ルシファーさまの眷属『戦車ルーク』──スルト・セカンドさんから頂いた一艇ていだった。

　最初はプラモデルほどの小型の帆船だったのだが、生きた飛行船とも言われていて、主あるじのオーラを糧かてに成長する。しかも主のオーラの質によって、様々な姿に成長、進化する性質を持っていた。

　俺が龍りゆう神じん化できる頃ころには、その影えい響きようで俺のチームを全員余よ裕ゆうで乗せられるほどの巨大な飛行船に成長していた。見た目もドラゴンっぽいものになるほどだ。

　だが──龍帝丸にさらなる変化が訪れた。

　俺、リアス、レイヴェルの眼前には、赤みを帯びた薄うすい膜まくに包まれた船の姿があった。

　俺の龍帝丸は、突とつ然ぜん膜──繭まゆのようなものをボディ全体に張ってしまったのだ。

　龍帝丸の周囲には、グリゴリの研究者が多数集まっており、魔法の帆船がこうなってしまった原因を調査してくれていたのだ。

　この状じよう況きようは、俺がチームのメンバーと大会用の修行をしていたときに発覚したものだった。

　龍帝丸を使った作戦でも考えるかと皆で話し合って、いざ船を呼び出したところ、このような繭を張った状態で現れて、全員驚きよう愕がくしたってね。

　俺はすぐにグリゴリに連れん絡らくし、龍帝丸の調査をお願いすることになった。

　今日は、この施設に預けている龍帝丸の様子を見に行く日だったわけだ。

　俺は繭状態の龍帝丸に視線を送る。

　預けたときより、サイズが相当縮小してる！　以前の巨大な飛行船時より、めっちゃ小さくなっちまった！

「……大分縮まりましたわね」

　レイヴェルもそう感想を述べた。

　あれほど、ぐんぐんと成長していた龍帝丸がここにきて小さくなったのは、ちょっとショックだな！

　リアスが、繭状態の龍帝丸を見ながら言う。

「……けれど、繭状から見ても中の形が前から変わってる？」

　うん、薄い赤色の繭から、中身がちょっとだけ透すけて見えるけど……飛行船の形からかなり変わってる。

　……飛行船というよりは……。

「これは、皆さん」

　俺たちに声がかけられた。そちらに顔を向けると──そこにはグリゴリの現総そう督とくであるシェムハザさんが立っていた。

　シェムハザさんは龍帝丸の調査も見てくれていた。

　俺は龍帝丸のほうに視線を送りながら、シェムハザさんに問う。

「どうですか？」

「この繭のようなものの中で確実に形を変化させているようですね」

「……飛行船から、何になろうとしているんですかね？」

　俺がシェムハザさんに率直な疑問を投げかける。

「その辺りを有識者……というより、強引に研究チームに入ってきた彼女に訊いてみるといいかもしれません」

　シェムハザさんが奥に顔を向けると、そこから現れたのは──淡あわいグリーンがかった長いブロンドの美しい女性、シーグヴァイラ・アガレスさんだった！

　大公アガレス次期当主さまであり、リアス、ソーナ先輩、サイラオーグさんと共に「若手四王ルーキーズ・フオー」と称しようされる若手悪魔の有望株！

　シーグヴァイラさんはメガネをキラリと光らせながら微笑ほほえむ。

「ごきげんよう、リアスさん、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん、レイヴェル・フェニックスさん」

　あいさつを交わしたところで俺がシーグヴァイラさんに訊く。

「シーグヴァイラさん！　研究チームに入ったんですか！」

「ええ、興味深いお話を耳に挟はさんだものだから」

　言うなり、シーグヴァイラさんがさっそく歩き出す。

「それより、こちらに来てください」

　俺たちは言われるままシーグヴァイラさんに付いていく。

　シーグヴァイラさんを追うように俺たちが龍帝丸の側面に移動する。

　シーグヴァイラさんが指をさしていく。

「薄い繭からもわかるかと思いますが、あそことあそこと、そこにもそちらにも。さらに背面にもスラスターらしきものが現れています。おそらく、魔ま力りよく……オーラを噴ふん出しゆつさせて加速するためのものでしょう」

　確かに。シーグヴァイラさんが言うように薄い繭越ごしに何かを噴ふき出しそうなスラスターらしきものが出現してる。以前も加速するために魔力を噴き出すものは各部についていたが、今回のはサイズの割にスラスターが大きいような……。

「……どうなってんだ？　てか、飛行船……船じゃなくなってきてる……？」

　俺がそう言うと、シーグヴァイラさんが答える。

「船……飛行機能自体は有していると思います。ただ、船というよりも巨大な飛行ユニットになってきているようです」

「何になるんだ、こいつは……」

　そう口から漏もらすしかない俺。

　……魔法の帆船。すでにその帆船はなくなり、飛行船の形からも変わり……。

　つーか、俺が前に帆ほに書いた「龍帝丸」の文字が、帆ごと消えた……？

「デッキの二階に行きましょう」

　さらにシーグヴァイラさんが歩き出すのでついていく俺たち。

　……なんだか、シーグヴァイラさん、生き生きしているように感じるんだが……。ロボやメカが好きだから、得意分野っつーか、趣しゆ味みのど真ん中すぎてたまらんのだろうな。

　デッキの二階に来た俺とリアスとレイヴェルは、上から龍帝丸の繭を見下ろす格好となった。

　シーグヴァイラさんが指をさしながら、説明をくれる。

「側面──両サイドにも巨大な砲ほう身しんが出来てきています。……強大なオーラを放つためのものでしょうね」

　シーグヴァイラさんは、タブレットを取り出し、繭の中の龍帝丸を３Ｄに起こしたものを見せてくれた。

　シーグヴァイラさんがタブレットを指で操作して、３Ｄの龍帝丸を動かすと、先ほど説明で出た側面の巨大な砲身がよくわかる。

　シーグヴァイラさんは、タブレットを操作しながら３Ｄの龍帝丸の各部をタッチしていく。

「ボディの各部に開閉しそうな箇か所しよがいくつかあります。グリゴリの研究者たちとも話したのですが、おそらく武装が実装されるのではないかと意見を交わしてます」

　……大きなスラスターに、デカい砲身、さらにボディの各部に武装……。

　リアスとレイヴェルが言う。

「かなり攻こう撃げき的なフォルムだわ」

「……このまま成長したら、単独で拠きよ点てんを防衛できそうですわね」

　……武装だらけってことだよな。

　龍帝丸、おまえはいったい何を思って──。

　シーグヴァイラさんがとある一点を指さす。

　皆がそこに注目する。

　そこには──穴らしきものが空いていた。

　シーグヴァイラさんがタブレットの３Ｄ龍帝丸を拡大させながら、その部分を見せつつ、説明をくれた。

「真ん中、あそこに空くう洞どうらしきものがポッカリと空いています。ちょうど、ひと一人分ほどです。あれがあなたの使い魔である以上、あの空洞は──」

　そこまで言ったときだった。

　シーグヴァイラさんの言葉を遮さえぎるようにその声が聞こえてきた。

「…………すごい」

　見ればデッキの二階にゴスロリ姿の少女──オーフィスが立っていた。その傍かたわらには分身のリリスも連れている。二人は手を繫つないでいた。

　オーフィスとリリスは赤い繭に包まれた龍帝丸に視線を送っていた。

　いきなりの龍神姉妹の登場に面食らう俺たち！

　いつも兵藤家にいる二人が、冥界のグリゴリ研究施設に来てるんだもんよ！　そりゃ驚おどろくしかない！

「オーフィス！　どうしてここに？」

　俺がそう問うと、オーフィスが言う。

「我の波動と、グレートレッドの波動、そしてイッセーの波動が入り交じった気配を感じた。だから、ここに来た」

　そう言うオーフィスとリリスの首にはそれぞれ細長い何かが巻かれていた。虹にじ色いろの光こう沢たくを放つそれは──蛇へびのように体が長いドラゴンだった。

「ん？　オーフィス、おまえの首にいるのは虹スペクター龍・ドラゴンの幼体か」

　そう、以前に元龍りゆう王おうの一角──「魔ブレイズ・龍ミーテイア聖・ドラゴン」タンニーンのおっさんから、希少種の虹スペクター龍・ドラゴンのたまごを孵ふ化かするまで俺たちに預かってほしいと頼たのまれた。

　たまごは無事に孵化して、双ふた子ごのベビードラゴンが誕生したのだった。

　……たまごの大きさに比べて、赤ちゃんは大分コンパクトだけど……。虹にじの龍と呼ばれるように全身の鱗うろこが七色に輝かがやいており、赤ちゃんでも非常に美しいドラゴンだ。

　孵化まで面めん倒どうを見ていたオーフィスに大分懐なついているようだった。

　オーフィスが首でうねうねと体をくねらせているベビードラゴンをなでる。

「少し大きくなったから、遊びに来た。と言っていた」

　……それでもまだまだ小さいと思う。まあ、成体は結構な大きさだというし、これからぐんぐんと大きくなるのだろう。

　ベビードラゴンがたまに尾おを口に入れて、オーフィスことウロボロス──無限を体現する動きを見せるのは、オーフィスの影響か？

　──と、ベビードラゴンに想おもいを馳はせるのもいいが、先ほどオーフィスが口にしたことだ。

　俺がオーフィスに訊きく。

「なあ、これって、オーフィスの……無限と俺の体になっているグレートレッドの肉体が作用したのか？」

「イッセーの黒い鎧よろい、究極の形態。あとは経験を積んで地力をあげるしかない。それでも十分に強くなる。でも──、外部に出来た同じ力の塊かたまりをまとうなら、話は別。──無限と夢む幻げんはさらに高みに至る」

　オーフィスは指を鉄てつ砲ぽうの形にして、龍りゆう帝てい丸まるに向けた。

　──それは、俺がグレートレッドとオーフィスに初遭そう遇ぐうしたときと同じ格好だった。

　オーフィスは薄うすく笑えみを浮うかべて言う。

「──グレートレッドの力、その答えの顕けん現げん」

　──っ。

　……グレートレッドの力……俺に宿っているものの、答え、顕現……？

「なあ、オーフィス、それって──」

　俺が気になってオーフィスに話しかけようとしたときにシェムハザさんがデッキに上がってきて、感激の声を出していた。

「おおっ、オーフィス。なんて好機。あなたのご意見をお伺うかがいしてもよろしいでしょうか？　あちらの側面に黙もく示し録ろくを表したかのような──」

　このようなところでオーフィスを発見したせいか、シェムハザさんは研究者魂だましいに火がついたようで、マシンガントークで話しかけていた。シェムハザさんのそういう姿は非常に珍めずらしかった。

　でも、グリゴリの幹部って基本研究者だっていうからな。

　前総そう督とくのアザゼル先生からして、この手のものが大好きだったし、現総督のシェムハザさんがこうなっても仕方ないってことかな。

　俺はぽつりと言う。

「アザゼル先生がいれば、もう少し具体的な話を聞けたかもしれないけど……オーフィスの話だけでもいいヒントになったかもしれないな」

　レイヴェルが言う。

「ええ、確かに。アザゼル先生がここにいらっしゃらないのが悔くやまれますわね。そういえば、これらの情報はベルゼブブさまにも？」

　レイヴェルがシーグヴァイラさんにそう訊く。

「ええ。何かわかったら、ベルゼブブさまのお抱かかえの有識者から情報が届くと思います」

　この龍帝丸の状態はまだよくわかっていないけど、グリゴリやベルゼブブさま方が調査してくれているから、安心はしていいってことだな。

　俺じゃわからないことだらけだったしな。

　俺はシェムハザさんの質しつ問もん攻ぜめを受けているオーフィスに視線を送る。

　……龍りゆう神じんの黒い鎧は、オーフィスの無限の力を顕現したもの。

　そして、龍帝丸の変化はグレートレッドの……。

　俺は冥めい界かいを襲おそった大きな出来事──「魔ま獣じゆう騒そう動どう」の折、究極の龍殺しドラゴンスレイヤー『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルの毒によって、肉体が一度滅ほろんだ。

　その後、オーフィスの力を借りて、グレートレッドの体の一部を頂き、俺は肉体を再生することができた。

　結果、俺の体はグレートレッドと同じもので構築された上で、オーフィスの力も宿るというとんでもない状態になった。

「真なるアポカリ赤龍ユプス・神帝ドラゴン」グレートレッド、「無限のウロボロス・龍神ドラゴン」オーフィス。二体の龍神の力が俺の体には流れている。

　以前、アジュカ・ベルゼブブさまにも俺の中でグレートレッドの力がまだ眠ねむったままであることは指し摘てきされていた。

　それが解放されたときこそ──次のステージが待っている……のか？

　自分の手を見つめつつ、俺はそんなことを考えていた。




　　　　─○●○─




「やっぱり、京都といえば料りよう亭ていの『葵あおい』よね。鯛たいの椀わん物ものが絶品だったわ」

「あら、料亭『大楽』の鳥料理も最高でしたわ。セラフォルーさまご推すい薦せんのお店でもありますし」

「裏京都の者がお忍しのびで行く珍しいお店も紹しよう介かいしますぞ」

　京都への出立を直前にした夜。

　すでに旅の荷造りを終えたリアスと朱乃さん、お姉さまコンビはリビングにて、九重と共に京都へ想いを馳せていた。

　……リアスも朱乃さんも完全に頭は旅行モードで、どこで何を食べようかと観光雑誌を見ながら画策中だった。九重も実家に帰省ということでウキウキしていた。

　まあ、『おっぱいドラゴン』のイベントとはいえ、ちょい久しぶりの旅行らしい旅行になりそうだからな。

　特にリアスは京都大好きだからな。といっても、案外ちょっとした行事や仕事やらで京都に行くことはあるんだけどね。たとえば今年の初はつ詣もうでとか春休みの卒業旅行とかさ。

　それでもリアスがうれしそうなのは、本当に京都が好きなのだろう。というか、日本の観光地が好きなんだろうな。

　さらに皆みなと行けるのもうれしさ倍増の要因だとも思う。俺も皆もいろいろと役割を持つようになって、全員一いつ緒しよってのがなかなか出来ないようになったからな……。

　小猫ちゃんはリビングのソファで修学旅行のしおりをチェックしていた。

　俺が話しかける。

「小猫ちゃんたちは最初どこを回るんだい？」

「……宇治です」

　ほう、宇治と来たか。となると、アレか？

「抹まつ茶ちやのスイーツ目当てとか？」

　俺が予想をそう口にすると、小猫ちゃんは意外にも肯こう定ていして頷うなずいた。

「はい。宇治の三み室むろ戸と寺じを見つつ、お抹茶の和わ菓が子しでも食べに行こうかなってレイヴェルと話してました」

　小猫ちゃんと同じ班を組み、共に京都を回る予定のレイヴェル。

　ちょうど、お風ふ呂ろから上がってきたレイヴェル（パジャマ姿）が言う。

「清水寺や金閣寺などの見て当然なところも回る予定ですが、それらは最終日にしようかなと思ってますわ。意外と行事や祭事、長期休きゆう暇かなどでめぼしいところは見たことがありますし」

　確かに。初詣も春休みも京都に行ったからな。俺たちオカ研メンバーって、京都によく行ってる。

　──と、途と端たんにレイヴェルの表情が心配そうなものに変わる。

「……しかし、心配ですわ。イッセーさまとリアスさま方が、イベントでショーをしているというのに、マネージャーたる私は必要時以外、旅行をしていていいだなんて……」

　そう、小猫ちゃん、レイヴェル、イングヴィルド、ギャスパー、百鬼なきりたち現二年生の修学旅行がある三泊ぱく四日と、俺たちが行う『おっぱいドラゴン』のショーイベントはほぼ同じ日程なのだ。

　とはいえ、スケジュールは分刻みでギュウギュウに詰つめ込まれたものではなく、修学旅行もイベントも時間はきっかり決まっているため、休きゆう憩けい及および観光をすることは可能だった。

　なので、レイヴェルは俺たちのスケジュール管理をする一方で修学旅行を楽しむことが可能だということだ。

　小猫ちゃんなんて、京都で修学旅行をしつつ、『おっぱいドラゴン』の登場キャラの一人、「ヘルキャット」としても裏京都でのショーに出る予定だからな。

　レイヴェルの言葉を受けて、リアスが微笑ほほえみながら言う。

「レイヴェル、いいから、旅行も楽しみなさい。こちらの高校で一回しかない大事な行事よ？　ショー運営の形態も完成しているのだし、イベントも滞とどこおりなく進むわ。安心なさい」

　朱乃さんが「うふふ」と微笑を浮かべる。

「レイヴェルちゃん、遠えん慮りよせずに小猫ちゃんやギャスパーくん、イングヴィルドちゃんたちと修学旅行を楽しんできてちょうだい。私たちも私たちでオフに京都を楽しむ予定ですし」

　俺もレイヴェルに言う。

「そうだぞ、レイヴェル。せっかくの高校での修学旅行だ。小猫ちゃんとギャスパーと一緒に楽しんできなって。日本にまだ慣れてないイングヴィルドのことも任せたいしさ。何なら、これは『王キング』としての命令だってね」

　イングヴィルドは俺の眷けん属ぞくになってから、駒く王おう学がく園えんの二年生になったけど、まだまだ日本に慣れてない上に見知らぬ土地への旅行で不安ばかり。だからこそ、レイヴェルと小猫ちゃんに任せたいんだよね。

　そんなふうに俺が告げると、レイヴェルはきょとんとしたあとに小さく笑った。

「ふふっ、イッセーさまったら。しょうがありませんわね。我が『王キング』の命であるのでしたら、従いますわ。ハンカチが見つからないとか、スケジュールチェックしたくなっても、私は白しろ音ねとイングヴィルドさまたちと京都を回ってますから」

「おいおい、俺は子供じゃないんだぞ」

　ここに九重もぴょっこり飛び込んでくる。

「イッセーのことなら、お任せあれ！　なのじゃぞ！　京都は私の庭も同然！」

　京都生まれ京都育ちからの心強い申し出にレイヴェルも快く頷いていた。

「うふふ、お任せしますわ。イッセーさま、何か起きましたら、すぐに連れん絡らくをくださいましね？」

「わかってる」

　俺はリビングの端はじっこに座って会話を聞いていたイングヴィルドに言う。

「イングヴィルド。というわけで、京都旅行、楽しんできてくれ。なーに、レイヴェルと小猫ちゃんのあとをついて回れば何も心配はいらないさ」

　俺の言葉にイングヴィルドは微笑む。

「うん。京都、楽しみ。レイヴェルさん、小猫さん、よろしくね」

「「お任せあれ」」

　イングヴィルドのお願いに小猫ちゃんとレイヴェルは異口同音で快く返したのだった。

　──と、そんな話をしていると、

「えーっ！　そうなんですか!?」

　ダイニングのほうからロスヴァイセさんの驚おどろき声が聞こえてきた。

　そちらに顔を向ければ──。

　なんと！　白衣にミニスカートという出で立ちのロイガン・ベルフェゴールさんのお姿がっ！

　スリットの入ったスカートからは白くまばゆいお御み足あしがっっ！

　ロイガンさんはメガネまでしており、何やらデキル女医風だ！

　ロスヴァイセさんがリアスに訊きく。

「リ、リアスさん、ロイガンさんが駒王学園の臨時保健医になられるってことを知っていたんですよね!?」

　──っ！　そのロスヴァイセさんの問いに俺も驚きよう愕がくする！

　えっ!?　ロイガンさんが、うちの学校の保健医に!?

　駒王学園はグレモリー家が運営しているからな。悪あく魔まの関係者が職員になれば、リアスにも通達されているはず。

　やはり、リアスは知っていたようで、ロスヴァイセさんにこう述べる。

「ええ。急に決まったの。まあ、いろいろとね。臨時ということでロイガンさまに保健医をお任せすることになったわ」

　そ、それは──素す晴ばらしいッ！

　美女のロイガンさんが我が学校の保健医だなんて！　こりゃ、うちの学校の野や郎ろうどもも騒さわぐだろうな……。

　俺、わざとケガして保健室に通いたくなっちゃうよ！

　そんな俺の心中を察知でもしたのか、ロイガンさんが妖よう艶えんな表情で俺の肩かたに手を置き、桃もも色いろな吐と息いきで言ってくる。

「何かあったら、私のところに来てちょうだいね。何でも診みてあげるから。私、童どう貞ていも治せるのよ？」

　マジですか!?　ぜひとも、治して貰もらいたいぃぃぃぃっ！　ていうか、童貞って病気だっけ!?　ま、まあ、細かいことはおいておこう。

「コホン」

　リアスの咳せき払ばらい。

　あらら、俺の彼女の注意が入りました。

　リアスがあらためて言う。

「ちなみにロイガンさまには就任直後で大変申し訳ないのですが、修学旅行に保健医として生徒たちに随ずい行こうして頂くことにもなっているの」

　あー、なるほど。学生たちと共に京都にね。

　ロイガンさんが微笑む。

「京都、楽しみだわ」

　リアスが「それと」と付け加える。

「ロイガンさま、頭の角をお忘れずに」

　そうだ、ロイガンさんは頭部に角が生えている。そのままじゃ一いつ般ぱん生徒たちの前に出られないよね。

「そうだったわね」

　ロイガンさんは、角を指でピンと弾はじくと──頭から二本の角が消えてしまう。そうなると、もうどこからどう見てもグラマーな女医である。

　しっかし、ロイガンさんが駒王学園の保健医……っ！　三年生の二学期のこのタイミングでか！　くーっ！　あと一年、あそこで過ごしたかったぜ！

　などと思う俺だった。

　──と、俺の背後では、

「京都で金閣寺をまた見るぞ。付いてこい、リント！　あれは非常にいいものだ！」

「了りよう解かいっス、ゼノヴィアパイセン！」

「もう、ゼノヴィアったら、本当に金閣寺が好きよね」

「金ぴかですものねぇ」

「日本の寺社周り……生きつ粋すいの吸きゆう血けつ鬼きはどこまで平気なのかしら……」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアの教会トリオとリントさん、エルメンヒルデが金閣寺──京都に想おもいを馳はせていた。

　その後、俺たちは京都でどう遊ぶかの雑談になっていったのだった──。




　──いま思えば、このときが今回の一件で一番平和な時間だったのかもしれない。




　　　　─○●○─




　出立の日──。

　俺たち『おっぱいドラゴン』のイベント出張組（俺、リアス、アーシア、朱乃さん、ゼノヴィア、イリナ、木場）と、俺たちの随ずい伴はん組（エルメンヒルデ、リントさん）、そして実家に帰省する九重が東京駅に集つどっていた。

　修学旅行組（小猫ちゃん、レイヴェル、イングヴィルド、ギャスパー、百鬼、ミラーカ・ヴォルデンベルグさん、シトリー眷属の仁に村むら瑠る流る子こさん）より一日早く京都に入る日程になっていた。

　見送りには小猫ちゃんとレイヴェル、ロスヴァイセさん、イングヴィルド、ギャスパー、百鬼、ロイガンさんが来ていた。

　黒くろ歌かとルフェイはヴァーリチームのほうに付き合っていていない。

　どうせ、京都でレイヴェルたちと合流するんだから、今日のうちに一いつ緒しよに京都へ行けばいいのだろうが、それはなしになった。

　修学旅行は他の生徒たちと新幹線に乗って京都に行くのがナンボと皆みなの意見。俺も同意見だった。まあ、そこからだよな、京都への修学旅行って。

　ここには来ていないけど、ストラーダ猊げい下かとボーヴァには駒王町に残ってもらい、俺たちがいない間、町や兵藤家を守ってもらうつもりだ。

　てなわけで、俺たちイベント出張組も東京駅から新幹線で移動ということになった。

　リアスの提案だ。やはり、京都には新幹線で行くのが一番だと。

　リアスが修学旅行組の小猫ちゃん、レイヴェル、イングヴィルド、ギャスパーに告げる。

「じゃあ、先に行くわ。あなたたちは存分に修学旅行を楽しみなさいね」

「「「「はい」」」」

　俺がロスヴァイセさん、百鬼、ロイガンさんに言う。

「それじゃ、明日以降、何かあったら相そう互ご連れん絡らくということで」

「ええ」

「了解です」

「わかっているわ」

　三人とも頷うなずく。

　俺はロスヴァイセさんに耳元で小声をつぶやく。

（……お酒、気をつけてくださいね）

　俺がそう言うと、ロスヴァイセさんは顔をボッと真っ赤にした。

（わ、わかってますって！）

　去年の一件、先日の一件もあったからね。飲み過ぎて、また吐はいちゃうのもアレだから……。

　イングヴィルドにも告げる。

「旅行、楽しんできなよ」

「うん」

　次に百鬼に言う。

「んじゃ、先に京都行くからよ」

「はい。……って、俺、百鬼家なんで京都は見知った土地というか……」

　苦笑する百鬼。

　五大宗家の出である百鬼にとっちゃ、古くから日本の中心だった古都は縁えん深いところだよな。京都は日本最強のパワースポットでもあり、広大な術式都市ってことだからな。

　俺は小さく笑う。

「ったく、俺の仲間には京都に縁あるヒト多すぎだよな」

「異能や異形の世界にいるヒトが日本で過ごす以上はどうしても京都と縁を持ちますよ」

　百鬼が言う。

「何もなければいいですね。去年のこと、話だけは伺うかがってますから。こちら側と……五大宗家両方から」

　まあ、去年は大変でしたよ。

　英えい雄ゆう派に襲しゆう撃げきされたからな。八坂さんも攫さらわれたしさ。

　──と、百鬼の言葉が気になったので訊く。

「五大宗家って、有事の際に今年は協力してくれるんだよな？」

　去年、英雄派襲撃事件の折、京都及およびその周辺にいたであろう五大宗家の関係者は直接の協力はしてくれなかった。間接的には協力してくれたそうだが……。

　百鬼が頷く。

「はい。去年は『禍の団カオス・ブリゲード』が大暴れしてましたし、三大勢力も同盟を結んだばかりだったので、五大宗家側も今後の動向を静観していたそうですからね。皆さんと妖よう怪かい側も同盟交こう渉しよう中でしたし。……まあ、五家のご隠いん居きよさま方が頑かたくなに拒きよ否ひ感かん示してて大変だったそうで……」

　……古いしきたりを持つ家々だから、急な英雄派襲撃事件に対して意見がまとまらなかったってのが真相だろう。

　朱乃さんのいとこである姫ひめ島じま家現当主の朱す雀ざくさんも気苦労が絶えないだろうな……。

　とうの曹そう操そうたちもいまではこちら側だろうから、そのような心配はもう無いと思いたいもんだぜ。

　などと話していたら──。

「良かった。まだ出発していないようだね」

「どうやら、ギリギリで間に合ったようだな」

　新幹線のホームに幾いく瀬せさんを筆頭とした『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと、曹操たち『英雄派』チームの面々が集っていた。

「幾瀬さん！　曹操も！」

　声をあげる俺！

　なんてこった！　ちょうど姫島家と英雄派のことを考えていたら、関係者（幾瀬さんはお祖ば母あさんが姫島の出で、朱乃さんとははとこの関係だ）が来てしまったよ！

　幾瀬さんと曹操がこちらに歩み寄る。

　俺が問う。

「二人ともどうして？」

　幾瀬さんが言う。

「俺たちは今回キミたちの護衛役と──個人的に京都に用事があってね。同行させてもらうことになったんだ」

「こちらは完全に京都と──裏京都の警備を任された」

　曹操もそう答えた。

　なるほど！　俺たちの護衛と、裏京都の警護！　最近、俺たちの近辺に正体不明の悪あく魔ま──地じ獄ごくの盟主連合由来の不ふ審しん者が出しゆつ没ぼつするからな。

　裏京都の……イベント会場に現れないって保証はない。

　特に夜の女神ニュクスのときみたいに神クラスが襲しゆう来らいなんてしてきたら大変だ。

　──と、ふと九重と曹操の目が合う。

「…………」

　九重は複雑な表情だった。

　……去年、あのようなことがあったためか、まだ二人の間には微び妙みような空気が流れている。

　九重的に強い嫌けん悪お感かんまでは持たなくなったようだが……。

　あれだけのことをやったんだ、曹操たち英雄派は裏京都の者に恨うらまれても仕方がない。

　その辺りを察してか、曹操が九重にも聞こえるよう俺に言う。

「それと、あちらの八坂姫ひめに正式な謝罪も兼かねて、ね」

　──っ。

　……そうか、正式に謝罪する機会を貰もらえたんだな。

　須弥しゆみ山せんに所属した以上、個人の行動だけで謝るってのも出来なくなっていただろうからね。帝たい釈しやく天てんか初代孫そん悟ご空くうのじいさんが気を利きかしてくれたのかも。

『話通しておいてやるから、そろそろ謝ってこいや』──ってなふうにね。

　そんなことがあったホームでの出来事だったが──。

『間もなく、京都行き──』

　新幹線の発車を知らせるアナウンスが聞こえてくる。

　リアスが出立組に言う。

「さあ、行くわよ」

　こうして、俺たちは今年も京都に旅立っていく──。








Life.2　表京都と裏京都









「お待ちしておりました」

　京都駅に着いた俺たち一行を迎むかえ入れてくれたのは、裏京都の関係者。

　スーツを着たお姉さんたち！　人前のため、狐きつね耳は出てないけど妖よう狐こだ。

　そのまま人ひと気けのない道に先導されると、そこには鳥居が立っていた。

「どうぞ、八や坂さかさま方がお待ちです」

　お姉さんたちに促うながされるままに鳥居をくぐる俺たち。

　すると──。

　一いつ瞬しゆんで世界は変わる。

　昼の京都の町風景は消え失うせ、薄うす暗ぐらい世界が姿を現す。江え戸ど時代のセットのように古い家屋が並び、扉とびら、窓、通り道から妖怪たちが顔を覗のぞかせる。

　着物を着た首の長いお姉さん、巨きよ大だいな化け狸だぬき、一本足のからかさお化けなどなど、よく物語に出てくる妖怪の姿そのままの住人たちが俺たちを──。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！　おっぱいドラゴンだァァァァァァァァ──ッッ！』

　大だい歓かん声せいと大だい歓かん迎げいで迎え入れてくれたっ！

　俺たちの周囲に集まる妖怪という妖怪！

　皆、目をキラキラと輝かがやかせている！

　去年ここを訪れたときは、妖怪たちは好こう奇きの視線を送ってくるだけでこんなふうに大歓迎ではなかった！

　その一方では、九重くのうが妖怪たちに快く迎え入れられる。

「お帰りなさい、姫！」

「九重さま、大きくなられましたな。百年ぐらい経たちましたか？」

「九重さま、お土産！　お土産！」

　妖怪たちのはしゃぎぶりに九重も苦笑していた。

「よさぬか、お主たち。それに夏休み以来ではないか」

　故郷の見知った者たちとの会話に九重もうれしそうだ。

　さて、妖怪の群衆に囲まれた俺たちだったが──。

「これこれ、静まらぬか」

　手を叩たたきながら皆みなを収拾させる声。

　そちらに視線を送れば──お供を連れた八坂さんのお姿がっ！

　八坂さんの登場に妖怪たちも沈ちん静せい化し、道を空ける。

　俺たちの前に立った八坂さんは、一礼をくれた。

「先日は突とつ然ぜんの訪問で大変失礼した。そして、あらためて裏の京都にようこそまいられた」

　先日、いきなりの登場にビックリした俺だったけど……やはり、裏京都の風景と八坂さんはよく似合う。

　八坂さんの胸に飛び込んでいく九重。

「ただいま……と、この間お会いしたばかりですが……それでも、九重ただいま戻もどりました！」

「うむうむ。よく帰ってきたのぅ、我が愛いとしき娘むすめよ。まあ、度たび々たび会ってはいるな」

　親と子、感動の再会……ってわけでもない。

　この間も二人は会っていたし、九重は夏休みにも帰郷していたしな。

　八坂さんが俺たち全員を見み渡わたす。

「では、皆々。ついてまいられよ」

　八坂さんはお供の狐耳のお姉さんたちを連れて、歩き出す。俺たちも群衆に手を振ふりつつも、八坂さんたちのあとを追った。

　薄暗い空模様の世界──裏京都。そうそう、家屋が建ち並ぶ場所を抜ぬけると、小さな川が現れる。そこを渡わたると林があって……。

　懐なつかしいな。ちょうど一年前にもこうやってここを進んだっけ。

　林を抜けると巨大な赤い鳥居が前に見えてくる。その先にでっかい古風な屋や敷しきが建ってて、そこが八坂さんと九重──裏京都を牛ぎゆう耳じる九きゆう尾びの御おん大将が住む屋敷なんだよな。

　鳥居を抜けるときにふいに八坂さんが言った。

「実は先に客人も待たせておるのじゃ」

　客人？　それを聞くと去年の出来事を思い出すな。その頃ころ、セラフォルー・レヴィアタンさまが同盟の関係で京都を訪れていて、俺たちよりも先にここへいらしてた。あと、アザゼル先生も俺たちより先にここに来てたっけな。

　屋敷の前で俺たちを待っていたのは──雅みやびな着物を着て、朱あけ乃のさんによく似た美女と、法ほう衣えを着た小こ柄がらな猿さるのような人のようでサイバーなサングラスをしたじいさん。

　美女のほうは朱乃さんのいとこで姫ひめ島じま家現当主──姫島朱す雀ざくさん！　法衣を着た小柄な猿のご老体は闘とう戦せん勝しよう仏ぶつこと初代孫そん悟ご空くうのじいさんだ！

　こりゃまたえらい組み合わせだな……。

　初代孫悟空のじいさんが煙管キセルから紫し煙えんを吐はきながら言う。

「京の都でおまえさんらと会うってのも一年ぶりじゃてな」

　一方の姫島朱雀さんは見知った者同士ではあるが、丁てい寧ねいに一礼してくれた。

「ごきげんよう、皆さん。お待ちしていたわ」

　朱乃さんが一歩出て微笑ほほえむ。

「朱雀姉さまがここにいらっしゃるなんて」

　朱雀さんは苦笑していた。

「うふふ、まあ色々とね」

　両者に並びながら八坂さんが俺たちに説明をくれる。

「朱雀殿どのは五大宗家の総そう括かつの名代として、ここにまいられた。闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ殿は……いろいろと我らに知らせることがあるとのことじゃ」

　……初代のじいさんはいつもの笑顔だけど……それが逆に意味深のように思えた。

　というメンツのなかで、京都──裏京都初日の会合が開かれることになる。







　屋敷の大広間で顔を合わせたのは、リアスと俺と朱乃さん、八坂さんと九重と天てん狗ぐの長、姫島朱雀さんと初代孫悟空のじいさん、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームのリーダーである幾いく瀬せ鳶とび雄おさんという面々だった。

　ここにいないメンバーは用意された屋敷の客室で休んでもらっている。

　元々、今回の『おっぱいドラゴン』イベント開かい催さいに関して、京都及および裏京都での宿しゆく泊はく施し設せつは八坂さんのご厚意でこの屋敷となっていた。

　そして、ここが有事の際の拠きよ点てんにもなるってことだ。

　九尾の御大将の屋敷ということで、強固な結界は張ってある。

　というなかでの初日の会合だ。

　……曹そう操そうはこの会合に顔を出しておらず、すでに屋敷の周辺警護をしてくれている。このあと、正式に謝罪のようだから……この場ではまだ双そう方ほうの具合がよろしくないか。

　てなわけで全員が一通りのあいさつをしてから、報告をしあう。

　まずは姫島朱雀さん──五大宗家から。

　朱雀さんが言う。

「今回、グレモリー家の裏京都での興行に関しまして、我われら五大宗家、百鬼なきり、姫島、櫛くし橋はし、真しん羅ら、童どう門もんの五家は全面的にご協力させていただきます。……といっても、基本、何もできませんが、口は出さないということです」

　古くからこの国を裏から守ってきた異能力者集団の大本──五大宗家は、この古都でも当然ながら影えい響きよう力がある。

　その名代から、裏京都での『おっぱいドラゴン』興行について、協力及び口は出さないと約束を取り付けられそうだった。

　朱雀さんがなんとも言えない表情にもなっていた。

「……ごめんなさいね。こんな上からの発言っぽくて。しきたりというか……とりあえず、こう言っとけって、うるさいヒトがまだいるのよ」

　この朱雀さんの砕くだけた言葉に皆もどっと笑った。

　朱雀さんが続けて言う。

「けれど、協力は本当よ。京都と、この裏京都でも私たちの家から護衛役を配置させていただくわ。まあ、それぐらいしかできないけれど」

　八坂さんがこう口にする。

「何を言われる。五家からそのような申し出をいただけるなぞ、思うてもみなかった。本当に当代の当主殿どのたちから変わられたものじゃ。──相分かった。五家の助勢をありがたくお受けさせていただきましょうぞ」

　これに九重が言う。

「むかしは五家の術者と裏京都の者がよくケンカしたそうじゃぞ」

「九重」

　九重の余計な言葉に八坂さんもつい咎とがめの一声。

　九重も注意を受けてビクッとしていた。

　とうの言われたほうの朱雀さんはクスクス小さく笑っていたが。

　俺が朱雀さんに訊きく。

「去年の英えい雄ゆう派襲しゆう撃げきの折も五家は動いていたんですよね？」

　頷うなずく朱雀さん。

「ええ、表の……人間界の京都でね。一いつ般ぱんのヒトたちに害がないようにこちら側のやり方で街を守っていました。……その分、裏京都ここを援えん護ごできなかったけれどね。だから、今回は全面的にご協力しようと、ご隠いん居きよさま方も説得したの」

　それを聞き、初代孫そん悟ご空くうのじいさんが愉ゆ快かいそうに言う。

「儂わしはジジイとババアどもを今回ねじ伏ふせたって聞いたけどねぃ」

　朱雀さんは「コホン」と咳せき払ばらいした。

「若い者に任せてくださいと、辛しん抱ぼう強づよく説いただけです」

　……ま、まあ、古い家のようだから、色々とあったんだろうな……。

　五大宗家からの協力態勢をいただいたところで、リアスが初代のじいさんに問う。

「それで、初代さまからのご報告とは？」

　その言葉に皆の視線が初代孫悟空のじいさんに注がれた。

　初代のじいさんが言う。

「ふむ。それがの、京都市内及びその周辺にある寺に妙みような術式をかけられているようでな」

「寺に……妙な術式？」

　訝いぶかしげに問い返すリアスに初代のじいさんが答える。

「術をかけられた寺は無む作さく為いなわけではなくてな、すべて閻えん魔ま大だい王おうを祀まつっているところばかりじゃい。術は解かい析せき中じゃが、どうにも閻魔大王への嫌いやがらせってのがまずひとつってところじゃろうて」

　これに幾瀬さんが言う。

「閻魔大王はハーデスが呼びかけた地じ獄ごくの盟主連合に与くみさなかったという話だからね。ハーデスたちは何か思うところがあったってことかな」

「……陰いん険けんっスね」

　俺が思っていたことを口にした。

　同盟を蹴けったからって、寺に迷めい惑わくをかけるなんてさ。

　俺の一言に初代のじいさんが豪ごう快かいに笑った。

「カッカッカッ！　なーに、神さまってーのは案外嫉しつ妬と深ぶかかったり、恨うらみを忘れなかったりするもんだぜぃ？　特にオリュンポス出身の神さまは豪快で非常識で独断的な気質を持ち合わせやすいってな」

　初代のじいさんの言葉にリアスは何か引っかかったようだ。

「……オリュンポス出身ということは、術の形式は──」

　リアスの察しに初代のじいさんも頷いた。

「おう、そうじゃい。術は古いオリュンポス式の術。まあ、あそこの原初の神じゃろな」

　額に手をやり、深いため息を吐つくリアス。

　……俺も顔を手で覆おおってしまった。

　……原初の神、か。

　前回、イングヴィルドの一件で夜の女神ニュクスと戦ったばかりだ。

　こうも連続して神クラスと戦うことになるなんてさ。ま、まあ、国際大会でも神クラスと当たったけど……。

　俺の内にいるドライグが、俺にだけ聞こえる声で言う。

『以前にも言ったと思うが、おまえやおまえの仲間たちが神クラスからケンカをふっかけられるレベルにまで来てしまったということだ。ロキのときは偶ぐう然ぜんだったかもしれんが、いまでは必然に等しいところにまで来たってことだ』

　……俺や仲間たちは、降りかかる火の粉を必死こいて払はらっていただけなのにな。俺たちにとって、平和に暮らすってのは本当に難しい。

　幾瀬さんが言う。

「仏教とインド神話の両方に属する閻魔大王は日本だけの存在じゃない。なのにわざわざこの国の京都、その一帯を選んで嫌いやがらせをしてきた。『Ｄ×Ｄデイーデイー』が……三大勢力の同盟関係がこの国で起こった観点から──」

　幾瀬さんは目を細めて、こう続けた。

「俺たちへの嫌がらせの意味合いも強いんだろう」

『…………』

　幾瀬さんのその一言に皆みなは険しい表情となっていた。

　八坂さんが不安げな表情の九重の頭をなでてから言った。

「裏京都ここは易やす々やすと侵しん入にゆうできる場所ではないのじゃが、神が相手となると話は別になろう。守衛の者には警けい戒かいの度合いを高めるよう命じようぞ」

　……裏京都は余よ程ほどのことでもない限り、襲撃はされないと聞かされているけど、相手が原初の神クラスとでもなるとな……。

　あいつらには結界をことごとく突とつ破ぱされてるから、もし襲撃をしてくることになったら裏京都も──。

　幾瀬さんが言う。

「ということもあって、俺たちのチームや五大宗家の術者、闘とう戦せん勝しよう仏ぶつさまのチーム、そして曹操のチームで警備に当たる」

「厳重ですわね」

　心配そうな顔で朱乃さんがそう言う。

　幾瀬さんが答える。

「地獄の盟主たちは、厄やつ介かいな連中も使し役えきしているからね。それに京都はこの国にとって、重要な都市だ。歴史、文化、経済、霊れい的てきにもね。場合によっては、この数でも足りなくなるかもしれない」

　……あいつら、悪あく魔まの母っつーリリスを使って、パワーだけは上級悪魔クラスの連中をたくさん用意してるからな……。一体一体は俺たちより弱くても、数の暴力は脅きよう威いであり、非常に面めん倒どうだ。

　初代のじいさんがにんまり笑って言う。

「なーに、ここの者らは『おっぱいドラゴン』のショーを楽しみにしてりゃいい。儂らは京都観光のついでに警護するだけじゃい。悪い奴やつァ、このじいちゃんが如によ意い棒ぼうでぶっ飛ばしてやるんでな、嬢じようちゃんは安心せい」

　初代のじいさんは九重にそう告げる。

「孫そん悟ご空くう殿どのにそう言われますと心強いですぞ！」

　九重も初代のじいさんの一言に笑えみをこぼして、そう言った。

　八坂さんがあらためて俺とリアス、朱乃さんに言う。

「この裏京都でも『おっぱいドラゴン』の番組は流れておってな。童わらべたちを中心に非常に好評なのじゃ。皆、今回の講演を心待ちにしておった。不ふ穏おんな話も出たのじゃが、今回の講演、どうぞよろしく頼たのみたい」

　俺は胸を張って告げる。

「わかってます！　俺、ここにいる皆に楽しんでもらえるよう張り切りますよ！　それに誰だれが襲おそってこようと、九重も八坂さんも妖よう怪かいの皆も、俺や俺の仲間たちが守ります！」

　それを聞き、九重が──。

「うむ。よきに──」

「計らえなのじゃな」

　八坂さんが遮さえぎってそう続けた。

　決めの一声を八坂さんに奪うばわれて、九重もちょっと不満げだった。

　八坂さんが言う。

「あとで会場となる場所に案あ内ないしよう。ここで祭などを催もよおす際に使う広場じゃ」

　事前の話だと、先にスタッフ（グレモリーの関係者）が裏京都に到とう着ちやくしており、ステージの組み立て、音おん響きよう、特とく殊しゆ効果などの用意をしてくれている。

　──と、話し合いが落ち着いたところで初代のじいさんが「そろそろじゃな」と言うなり、襖ふすまのほうに視線を向ける。

「ほら、入ってこんかい」

　皆が初代のじいさんの視線を追うように襖に目を向けると──。

　開け放たれた襖の向こうに曹操をはじめ、英雄派の中心メンバー（ゲオルクやジャンヌたち）が勢せい揃ぞろいして、正座していた。

　初代のじいさんが言う。

「九尾の御おん大将。去年、大暴れしたバカ者たちじゃい」

　初代のじいさんが曹操たちに言う。

「ほれ、言うことがあるんじゃろ？」

　そう言われた曹操は、土下座の格好をした。

「……去年のこと、本当に大変なご迷惑をおかけした。あらためて、謝罪したい。この通りです。申し訳なかった」

　深く頭を下げる曹操。それに従うよう中心メンバー全員も土下座で謝罪の意を示した。

　……ちょうど、ここには一番被ひ害がいを被こうむった八坂さん、九重、天てん狗ぐの長、京都を守っていた五大宗家の朱雀さん、俺たちがいる。全員に謝るにはいい機会だった。

　……曹操と同じ帝たい釈しやく天てん──天てん帝ていの先兵たる初代のじいさんが気を遣つかって、謝罪の場を用意してくれたのだろう。

　一応、以前にも帝釈天から曹操たちの過去の悪さに対して、謝罪の意は裏京都側にあったという。それでも彼らは直接きちんと謝っておきたかったのだろう。

　場の空気がちょっとピリッとした緊きん張ちようしたものになっていた。

　俺が八坂さんや朱雀さんに言う。

「悪さは二度としないと思います。それに変なことをしそうになったら、俺がぶん殴なぐりますから。ここの警護、任してあげても問題ないかなって」

　もっと色々語ろうかなと思ったけど、ちょっと抑おさえた。

　俺のところには、元々敵対していた奴も多い。俺の婚こん約やく者の一人であるゼノヴィアとだって、最初の出会い敵味方の関係だったしな。

『禍の団カオス・ブリゲード』の元首領であったオーフィスだって、いまじゃ共に暮らす仲間だ。

　それを例にあげて、「あいつらもいまでは味方ですし、こいつらも味方です！　許してやってください！」って俺が語気強めで言うのもね。

　許す許さないは、当事者が決めることで、「赤せき龍りゆう帝ていが許せと言ったし、じゃあ……」という空気を濃こくするのも何だかなって思った。

　だから、俺がいま抱いだく曹操たちの感想を述べるに留とどめた。

　リアスと朱乃さんにちらりと視線を向けると、「この場でのフォローはそのぐらいでちょうどよし」というふうにうんうんと頷うなずいてくれていた。

　九重の頭をなでる八坂さんは、曹操に言う。

「相分かった。そなたらの謝罪を受け入れようぞ」

「…………っ」

　すんなり、謝罪が済んだことに曹操は驚おどろいて顔をあげた。英えい雄ゆう派の中心メンバーも皆、「マジで!?」って驚き顔だ。

　八坂さんが続ける。

「そなたらは確かに裏京都、表京都に多大なる迷惑をかけてくれた。もし、そなたらの思おも惑わくが叶かのうて、赤せき龍りゆう神しん帝ていが本当に現れたとしたら、ここはどうなっていたものか。だが、そなたらのその後の話……赤龍帝殿どのや闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ殿と共に大きな脅威と戦ってきたということも知っておる。何せ、６６６トライヘキサ相手に共に戦った仲じゃしな」

　確かに日本に向かってきていた６６６トライヘキサの一体を相手に立ち向かったとき、俺たちオカ研メンバー、八坂さんたち日本妖怪メンバー、朱雀さんが率いていた五大宗家の術者たちが集つどったな。

　朱雀さんが毅き然ぜんとしながら言う。

「一番迷惑がかかったであろう八坂さまが許すとするのなら、我われらもそれに応じましょう。ただし、ここでの活動は監かん視しさせていただきます。そうしないと納得しない者もいるものですので」

　これに八坂さんも頷いた。

「うむ。わらわが許したところで、そなたらを生しよう涯がい許すことが出来ぬ妖怪もいよう。それは肝きもに銘めいじておいてもらうぞ。それを踏ふまえた上で、舞ぶ台たい開かい催さい期間での警護をよろしく頼みたい」

　これを聞き、曹操はもう一礼して言った。

「ええ、もちろん。ここの守護、全身全ぜん霊れいを以もつて、承うけたまわる所存です」

　おおっ！　八坂さんと朱雀さんからのお許しが出たぜ！

　静観していた幾瀬さんも小さい笑みを浮うかべていた！

　八坂さんが九重に問う。

「さて、九重はこの者たちをいかがするのじゃ？」

　九重が言った。

「去年のことがあったゆえ、いまでも英雄派はちょっと苦手じゃ。けれど、兵ひよう藤どう家でも度たび々たび見かけておりますし、私がわめくというのも今いま更さらでしょうぞ」

　九重は曹操のもとに駆かけ寄り、こう告げた。

「何かあったら、イッセーたちと共に京都と裏京都を守ってもらいたい」

　小さな姫ひめ君ぎみの願いを聞き、曹操は真しん摯しに返す。

「──承った、姫。おっぱいドラゴンたちと共に戦うとお約束する」

「うむ！　よきに計らえなのじゃ！」

　そう元気よく言った九重に八坂さんは「今度は言えたようじゃな」とからかう。

　これに一同もどっと笑いが漏もれた。

　うんうん、曹操たちの謝罪も無事に済んだ。

　その後、曹操たちも交えての当日までの動きを確認し終えて、話し合いは解散となった。

　俺たちは屋や敷しきでの小しよう休きゆう憩けいのあと、イベントの会場となる広場に向かったのだった。

　さーて、原初の神さまは京都ここで何をしでかす気なのやら……。




　　　　─○●○─




「まあ、これも素す敵てきね。見てちょうだい、アーシア」

「わあ、キレイな扇子せんすですね」

「どの扇子もオリエンタルな雅みやびさがあるね」

「けど、どれもいいお値段だわ」

　京都にある老舗しにせの扇子屋でリアスとアーシア、ゼノヴィア、イリナが京扇子を見て、キャッキャと喜んでいた。

　裏京都での話し合いが済み、会場の下見も終えた俺たちは、自由時間ということになり、それぞれの時間を過ごすことになった。

　俺はリアスの付つき添そいで表の京都に出てきた。何でも、今日のために京都にあるご贔ひい屓きの老舗和小物店に品を注文していたようで、それを取りに来ていた。

　メンツは俺、リアス、アーシア、ゼノヴィア、イリナに護衛兼けん買かい物もの袋ぶくろ持ちの木き場ばだ。……まあ、買い物袋持ちって点は俺も同じ。

　朱乃さんはいとこの姫島朱雀さんと行くところがあるようで、そちらに向かった。

　俺たちが訪れた店は古風な日本家屋の一階をお店にした造りだ。職人気質かたぎの店長が出てきて、リアスに応対していた。

「いやー、グレモリーさんにはえらいご贔屓にしてもろうてますしな」

　そう言う店長。

　このお店、いわゆる一いち見げんさんお断りのところだ。

　いろいろなルートを使って、リアスは顔なじみの客になれたという。

　京都に存在する複数の一見さんお断りのお店で、リアスは馴な染じみの客になっている。今回の遠えん征せいに合わせて、リアスはそれらのお店で品を注文していたそうだ。

　俺と木場のミッションはそれに付き合うこと。アーシアたちは、リアスの買い物が気になって同行してきた感じだ。

　リアスが注文したのは、冥めい界かいにしか生えていない特有の花を参考にした扇子のようだ。

　紅くれないの扇子を開くと扇せん面めんに雅な花が描えがかれていた。

　リアスがそれを確認して、感動するように唸うなっていた。

「さすがね。母も喜びそう」

　あ、お母さんにプレゼントするものだったんだな。

　リアスがアーシアたちに言う。

「あなたたちもひとつ買ってみたらどうかしら？」

　そう促うながすと、アーシアが遠えん慮りよがちに言う。

「どれも素敵ですけれど……お値段がなかなかに」

　イリナがうんうん頷く。

「私たちのお給金的にこれを買ったら、当分何も出来なくなりそうね」

「休日の食べ歩きは控ひかえることになりそうだ」

　ゼノヴィアもそう続く。

　この状じよう況きよう下で、リアスは俺のほうに視線を送った。

　俺は「あー、それもそうだな」とリアスの真意をくみ取った。

　俺はアーシア、ゼノヴィア、イリナに言う。

「ほらほら、どれでも好きなの選んでくれ。今日は俺が持つよ」

　この一言にゼノヴィアとイリナは跳とび上がりそうに喜んでいた。

　アーシアは控えめに訊きいてくる。

「い、いいんですか？」

　俺は笑えみで答える。

「いいよ。このぐらい俺に出させてくれ。ま、いざというときのカードはグレモリーからも頂いているし、レイヴェルからもＯＫが出てる」

　財布から取り出したのは、赤いクレジットカード。簡単に説明すると、「ハーレム用クレジットカード」で、俺のお金を管理しているグレイフィアさん、『おっぱいドラゴン』の著作権を管理するグレモリー家が作ってくれたものだ。

　俺が将来の嫁よめさんたちのために使ってもいいよってカードだった。もちろん、口座は冥界にある俺のいつものところ（『おっぱいドラゴン』のお金などが入ってくる口座）。

　婚約者へのプレゼントって、交際費？　経費なの？　……わからん。グレモリー専属の税理士さんに聞いたほうがいいのかな……。

　ま、まあ、とにかく、教会トリオの扇子を買おうじゃないか。

　──と、リアスにもかな。

「リアスも何かほしいのある？」

　リアスは肩かたをすくめる。

「今回はいいわ。アーシアたちに買ってあげて」

　……もしかして、アーシアたちにプレゼントさせるための雰ふん囲い気きを作ってくれたのかな？

　ふいにレイヴェルの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

『リアスさまは正妻として、十人を超こえるであろうイッセーさまのフィアンセ──お嫁さんのリーダーをしなければなりませんから、ある意味でイッセーさま以上に女性陣じんの乙女おとめ心ごころを酌くまなければなりませんわ。妻ごとに夫の気持ちの比重というもののバランスを調整しなければなりませんもの』

　と言っていたのを思い出した。

　……旦だん那なである俺以上に大変なことが正妻にはあるって、レイヴェルが力説していたな。

　その将来の正妻ことリアスが俺に小声でアドバイスをくれる。

（ここにいない娘このプレゼントは、いま買わなくていいわ）

（え、そういうもん？）

（こういう限られたメンバーのなかで得られたものというのは女の子にとって、得がたいものなの。彼との特別な時間ってあるのよ？　他の娘へのプレゼントは、その娘との時間を過ごすときに買ってあげなさい）

　な、なるほど……さすが俺の彼女であり、ご主人さまだぜ。ありがたいアドバイスだ。

　ということで、アーシア、ゼノヴィア、イリナの扇子を購こう入にゆうする俺。

　横でトスカさん（駒く王おう町でお留守番）のために扇子を買う木場もいた。

　そのようななかで、ふと聞き覚えのある声が聞こえてくる。

「母上！　イッセーたちがおりましたぞ」

「うむ。ここを選ぶとはさすがじゃな」

　俺たちが振ふり返れば──そこにはセレブ風のロングワンピース姿の八坂さんと、ブラウス（上からトレーナー）とスカートという出いで立ちの九重の姿があった！

　京の都を散歩中のセレブ母娘おやこって感じだぜ！

　ていうか、八坂さんの洋装を見たのが初めてだから、一いつ瞬しゆん驚おどろいて言葉を失った。九重の巫み女こ服以外の格好は兵藤家で毎日見てるからすんなり頭に入ってきたが……。

　九重が言う。

「イッセーたちが、町に繰くり出していると聞いて、私たちも追ってきたのじゃ！」

　えへんと胸を張りながらそう言う九重。

　八坂さんは店主にあいさつをしていた。

「息災か？」

「ええ、もちろんです。八坂さまもお変わりないようで」

　八坂さんと店主は知り合いのようだった。

　九重が言う。

「母上は、一部の老舗とむかしから顔なじみなのじゃ」

　マジか！　ここ、九尾の御おん大将太たい鼓こ判ばんのお店のひとつだったんだな……。

　リアスが九重に訊く。

「九重たちもお買い物？」

「イッセーとリアス殿どのの一行が買い物に繰り出していると聞いて、私と母上も共に巡めぐることにしたのじゃ」

「──ということにしたいようでな。屋敷で赤龍帝殿に付いていきたいと駄だ々だをこねられて、連れてきたしだいなのじゃ」

　八坂さんの補足説明に九重は一転して顔を赤くしていた。

「は、母上！　わ、私は別に！」

「久しぶりに畳たたみの上で手足をばたばたさせる九重を見たものでな。たまらずじゃ」

「母上ぇっ！」

　顔を真っ赤に染めて、母に叫さけぶ九重だった。

　俺たちもついおかしくなって、笑ってしまった。

　リアスが微笑ほほえみながら言う。

「それでは、皆みなで買い物をしましょうか」

　こうして、俺たちは九重と八坂さん親子も加えて、買い物を続けることになった。







「やはり、ここの抹まつ茶ちやカフェは最高なのじゃ！」

　抹茶カフェをスプーンですくい、ご満まん悦えつな様子の九重。

　扇子屋のあと、かんざし、着物、櫛くし等々、各和雑貨の老舗を練り歩いてた俺たち。

　購入したものを転移型魔ま方ほう陣じんで兵藤家に送ったあとは、休憩ということで抹茶スイーツの専門の喫きつ茶さ店てんを訪れている。

「買い物のあとの甘かん味みは最強だな」

「うんうん」

「はい、おいしいですね」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアもそれぞれの抹茶スイーツに満足しているようだ。

　俺も抹茶ぜんざいとホットの抹茶ミルクを堪たん能のうしていた。やはり、女性陣の買い物に付き合ったあとの乳製品は最高だな。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたる。

　乳関連でのパワーアップを果たすたびに体の調子も変わっていて、乳製品を食べるといろいろ回復するんだよなぁ。

　我が家の母さん直伝のシチューやリアスのクリームパスタ、木場のチーズケーキとか、食べただけで力が漲みなぎる。

　以心伝心したのか、木場が言う。

「抹茶のチーズケーキ、今度作ってみるよ」

　料理男子に俺の何かが伝わったようだった。

　喫茶店で休きゆう憩けいを取ったあと、皆で店を出るときだ。

「……九重、八坂さん」

　俺はふいに九重と八坂さんにそれぞれ紙に包まれたものを手て渡わたす。

　横に長い小包だ。

　九重と八坂さんはきょとんとしていた。

　俺は言う。

「中身はかんざしです。さっき、お店に行ったとき、こっそり買ってみたんです。俺のセンスなんで……気に入ってくれるかわかりませんが……」

　控え目にそう告げる俺。

　せっかく、皆で買い物していたし、九重と八坂さんにはお世話になっているからね。

　九重は顔を輝かがやかせていた。

「あ、ありがとうなのじゃ！」

　まだ中身を見ていないのにこんなに喜んでくれるだなんて、こちらも恥はずかしくなるぜ！

　とうの八坂さんは──。

「…………」

　まったくこのような状況を思っていなかったのか、呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　九重も怪け訝げんに思ったのか、下から顔を覗のぞき込む。

「母上？　いかがされましたか？」

　八坂さんは娘の問いかけにハッとなって我われに返る。

「い、いや！　なんでもないぞ！　ほほほほほほっ！」

　笑って誤ご魔ま化かす八坂さんだったが──ほんのり頰ほおが赤く染まっていたのは気のせいだろうか？

「ほら、そろそろ他の場所に移動するわよ」

　リアスの声がかかる。

　ということで、九重と八坂さんへのプレゼントも果たしたので、俺はリアスの横に小走りに寄った。

　全員揃そろったところで、買い物後の観光名所巡りへ繰り出すことになる。

　並んで歩く俺とリアス。

　リアスが意味深にくすっと笑った。

「な、なに？」

　俺が問うと、リアスは微笑みながら言った。

「私に朱乃、ロスヴァイセ、ロイガンさまに八坂さま。あなた、年上キラーってタイプなのかもね」

「……見てた？」

　俺がさっき九重と八坂さんにプレゼントを贈おくっていたところについて訊きくと、彼女はおかしそうに頷うなずいた。

「以前にも言ったでしょ？　あなたのこと、いつも見てるって。自分の彼女のこと、まだわかっていないようね」

　あちゃー。見られてたか……。顔を手で覆おおう俺。

　それとなく、九重と八坂さんに渡したつもりだったが……。

　別にやましい気持ちや隠かくそうとしていたわけでもなくて……。

　リアスが俺の心中を察したのか、こう述べる。

「日ひ頃ごろの感謝、でしょ？」

「うん。お世話になったからね。今回も世話になってるし」

「それとなく渡すことで、『特別な時間』を与あたえる……。さっき、私がレクチャーしたことをさっそく実践したってことね」

　はい。その通りでございます。心の底からリアスに平へい伏ふくするしかない気分だ。

　……リアスには敵かなわないな……。

　リアスはあごに手をやり、うーんと唸うなっていた。

「……私の指し摘てきって、彼氏をプレイボーイに育ててるのかしら？　でも、それも今いま更さらのことだし……」

　リアスが何やら思し慮りよしているようだが……。

「あらあら、八坂さまと九重ちゃんまでご一いつ緒しよなのね」

　そこに現れたのは朱乃さんだった！

「いやいや、京都はどこもかしこも観光名所ばかりですな」

「……ここのパワー、昼間歩く分にはキツいですね」

　付つき添そいにリントさんとエルメンヒルデまでいた。

　リアスが朱乃さんに訊く。

「用事は終わったようね」

　朱乃さんは息を吐はく。

「……姫島家の敷しき居いをまたげるようになったのはいいけれど、古いしきたりにも付き合わなくてはいけなくなって……大変でしたわ」

　姫島の者として認知されたのはいいけど、それはそれで苦労しそうだな……。いまからしきたりを守るのってしんどいよね。

　朱乃さん、エルメンヒルデ、リントさんが合流したところで、リアスはこう言った。

「とにかく。今日はイベント前の観光なの。次のところに行きましょう。せっかく、好きな京都を巡るのだから」

　リアスに手を引かれ、俺と朱乃さん、教会トリオ、木場、九重、八坂さん、エルメンヒルデ、リントさんの一行は町を探たん索さくしていくことに──。







　その後、俺たちは買い物と観光に次ぐ観光を楽しんだ。

　俺たちは京都の町を巡り、知る人ぞ知る裏道を八坂さんに教えてもらったり、木場の師し匠しよう──沖おき田た総そう司じさんゆかりである新しん撰せん組ぐみ関連の西本願寺に行ったりした。

　去年共に過ごせなかったリアスと朱乃さんが参加したってだけで俺的には楽しみが倍増できたな。八坂さんもいるしな！

　なんだか、去年、英えい雄ゆう派に襲しゆう撃げきされた分を帳消しにできたかも。

　観光の途と中ちゆう、金閣寺で──、

「見ろ、リント、エルメンヒルデ！　これが金閣寺だ！」

「わー！　金ぴかっスね！　エモエモでてぇてぇっス！」

「やはり、どこの国でも金色は特別ですよね」

　再びはしゃいでるゼノヴィアとリントさん、エルメンヒルデという図もあった。

　そういや、純血の吸きゆう血けつ鬼きであるエルメンヒルデは社寺をまたぐのに毎度怖こわ々ごわとしていたな。それを見て、俺やリアスは微笑ましく感じるのだった。

　皆、それぞれの楽しみ方で京都を堪能しているようだ。

　しかし、空も夕暮れ模様となり、楽しい時間も終わりを告げようとしていた。

「夕飯前にここへ集合よ」

『了りよう解かい』

　リアスの号令のもと、メンバーは二手に分かれて最後の買い物をすることに。

　俺はリアス、朱乃さん、木場、九重、八坂さんと買い物を。教会トリオとリントさん、エルメンヒルデ組とは一いつ旦たん別行動となった。

　九重が言う。

「そろそろ日が暮れるな！　それはそれで妖あやかしがよく集まるところもたくさんあるのじゃぞ」

　八坂さんが九重を窘たしなめる。

「これ、妖よう怪かいたちの時間を邪じや魔ましてはならぬぞ。夜は夜で屋や敷しきにて、客人をもてなす宴うたげがあるのじゃからな」

「そうでした！　宴も楽しみです！」

　手を繫つないで歩く九重と八坂さんの姿を微笑ましく思う。

　去年、がんばって八坂さんを助けて良かったと思えるよ。

　そんなふうに思慮しているときだった。

　──っ。

　ふいに何かのプレッシャーを感じ取る！　誰だれかに見られている感覚だ！

　そちらに視線を送れば──対岸の歩道から、こちらを見ている誰か。フードを深く被かぶっていて、顔までは認識できないが……人ならざるモノの敵意あるプレッシャーを感じ取ってしまった！　体格もかなりデカい。

　そのプレッシャーに俺だけじゃなく、リアス、朱乃さん、木場、八坂さんも勘かんづいていた。

　全員で対岸にいるフードを深く被った者に視線を送っていた。

「……何者じゃ？　不ふ穏おんな気じゃな」

　八坂さんが対岸の者を警けい戒かいしながらそう口から漏もらす。

　フードの者はいきなり歩道から、車道に歩を進めだした！　車が来ることなんておかまいなしにこちらに歩き出してくる！

　その者の体から──戦意漲みなぎるオーラが迸ほとばしり始めた！

　フードの者が対向車線にまで足を踏ふみ出したとき、そこに車が衝しよう突とつしていくっ！

　フードの者は手を車のほうに突つき出して、無理矢理、強引に止めてしまった！

　グガシャァァンッ！　──と、豪ごう快かいな破は砕さい音が一帯に響ひびき渡わたる！　衝突されたフードの者は無傷であり、車の前面──ボンネットがひしゃげてしまった！

　車を強引に止めながらも男は歩みを止めずに俺たちのほうに向かってくる！

　クソッ！　道にはヒトが多い上に、いまの騒さわぎで店にいた観光客も一いつ斉せいにこちらに注目し始めやがった！

　──一いつ般ぱん人を異形、超ちよう常じようの戦いに巻き込むわけにもいかない！

　つーか、見られるわけにもいかないのにスマホで撮さつ影えいするヒトも出ているしまつだ！

　リアスが険しい表情で皆みなに言う。

「まだ力を使ってはダメよ。……ヒトが多いわ」

　護衛役である木場も剣けんを発現できない状じよう況きようだった。往来で剣を取り出すわけにもいかないしな……。

　俺もブーステッド・ギアを出現させられないが……いざとなったら、出すしかない。仲間や一般の人が傷つくよりはマシだ。

　身構える俺たちだったが……。

　突とつ如じよ、俺の背後からもプレッシャーが感じ取られた！　俺が振ふり向くと、うしろのレストラン──その奥の席に座る、新たなフードの者がこちらに手を突き出していた。

　──もう一人いる!?

　新たなフードの者は、店内に他の客がいるにもかかわらず、一いつ切さい構わない様子で手にオーラを集め出していたっ！

　まずいッ！

「皆、うしろっ！」

　俺の声に皆が背後の気配を察知する！　新たなフードの者が店内から、オーラの塊かたまりを出してくる！　まるで躊ちゆう躇ちよなく、お構いなしの一発だ！

　レストランのテーブル、ソファなどをぶっ壊こわしながら、オーラの一いち撃げきがこちらに飛んでくる！

　避よけるわけにいかない！　避ければ一般の人にオーラが襲おそう！

「何やってんだ、クソがっ！」

　毒づく俺！

　凶きよう悪あくなオーラがレストランのガラスを打ち破ってきたところで、俺は素早く籠こ手てを出現させ、左アッパーの要領でそのオーラを上に弾はじく！

　弾かれたオーラは上空に打ち上げられ、爆ばく散さんした！　その爆音と爆風で周囲の人々から悲鳴が上がる！

　クソッ！　籠手を出さざるを得なかった！　一般のヒトに見られちまったが、誰かが傷つくよりはいい！

　って、店内の様子はどうなんだ!?

　外から見ても、レストランのなかはいまの一発でグチャグチャになってしまっているようだが……幸いにも人が倒たおれている様子はないな。

　ホッと安心するのもつかの間、車を破は壊かいして近づいてきたほう、巨きよ体たいのフードの者が、リアスと朱乃さんの前に立ち、悪意あるオーラで包まれた拳こぶしを打ち放とうとしている！

　リアスと朱乃さんは身の危険を感じ、往来のなかとはいえ、体からオーラを発生させた！

「させないっ！」

　木場がたまらず剣──というよりは、歩道から刀身のみを創造して、巨体のフードの者に下から応戦する！

　しかし、フードの者のパンチは、木場の創った剣の刃やいばを難なく砕くだいた！　急場しのぎの剣とはいえ、木場の創った刀身をこんなにも軽々と壊すとは！

「ったくよ！」

　俺もその場で飛び出し、蹴けりにオーラの勢いを乗せて、フードの者の顔に一撃をお見み舞まいするが……直ちよく撃げきを受けてもフードの者はノーダメージの様子だった！

　──っ！

　直接、足で相手に触ふれたことで、なんとなくフードの者の力量的なものが測れたように思える！　最低でも最上級悪あく魔まクラスはある！

　体勢を立て直す俺は九重と八坂さんを守る格好になった。

　……リアスと朱乃さんも死守すべきなんだが、ここは九重と八坂さんが第一だ。この二人よりリアスと朱乃さんを守ろうとしたら、逆に婚こん約やく者二人から怒おこられるさ。

　──と、頰ほおに水すい滴てきがついた。途と端たんに雨が降り出してきた。空は青空なのに突とつ然ぜんの土ど砂しや降りだ。

「天気雨サンシヤワー……？」

　リアスがそう口にした。

　皆が八坂さんに視線を送る。八坂さんは手で印いんを結んでおり、体から妖よう気きを発していた。

　八坂さんが言う。

「人ひと払ばらいの結界を張らせてもらったぞ」

　辺りに気を配らせると──この一帯から忽こつ然ぜんと一般の人々が消えていた。先ほど壊れた車もなくなっている。風景は同じ街中なのに人や車が一切ないって、いきなり別空間に飛ばされたみたいだぜ。

　九重が言う。

「天気雨は『狐きつねの嫁よめ入いり』とも呼ばれておるからな。何より、私たちは人を化かすのは得意中の得意なのじゃ」

　なるほど！　異能の天気雨を降らせることで、町の風景そっくりの異空間に転移させられるってことか。いわゆる神かみ隠かくしってやつなのかも！

　八坂さんが印を結んだ状態のまま言った。

「急場で作り出した空間なのでな。長くは保もたぬぞ」

　それでも、一般人に被ひ害がいが出る可能性を低めることができたのはありがたい！

　何より、これで俺たちもある程度は力を用いて抵てい抗こうできそうだ。一応の確認のため、俺は八坂さんに指でジェスチャーをした。横に８──∞を描えがいた。無限の力──龍りゆう神じん化はこの空間で使えるか？　結界は保つか？　という質問だった。

　八坂さんもすぐに理解してくれたが──首を横に振った。

　……なるほど、龍神化の攻こう撃げき力はこの空間を壊すってことか。即そく席せきの空間だもんな。

　そんななか、巨体のフードの者の横に店内からオーラを放ったフードの者（こちらは小こ柄がらで細身だ）も並ぶ。どちらも悪意あるオーラを放っていた。

　リアスが両者を睨にらめつけながら言う。

「……あなたたち、そのオーラの質から、悪魔ね？」

　そう、リアスが言うようにフードを深く被った二人は悪魔のオーラを放っていた。

　フードの者二人は、ケラケラと不気味な笑いを漏らしたあとで、頭に被っていたものを取り払はらう。

　巨体のほうは黒くろ髪かみの青年、小柄で細身のほうはダークブルーの髪かみの色をした少年だった。

　……ま、悪魔だから格好から年ねん齢れいは量れない……っていうか、この二人、俺は見覚えがあるぞ!?

　それはリアス、朱乃さん、木場も同様のようだった。

　リアスが言う。

「……死神グリム・リツパーのゼノが『王キング』だったチームに所属していた者たちね」

　リアスが言うようにこいつらは「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」って長ったらしい名めい称しようのチームに所属していた悪魔だ！

　……あのチーム、クソ強い悪魔が何名か所属していて、別格なのがバルベリスって野や郎ろうとヴェリネって女の子だった。

　こいつらのことも覚えてる。巨体のほうがグレシル、小柄で細身のほうがソネイロンだ。

　試合を見ていたが、こいつらも桁けた違ちがいに強かった。

　な、なんでこいつらがこの京都にいて、俺たちを襲う……!?

　俺たちが驚おどろきのなかでも奴やつらは嫌いやな笑みを作るだけだった。

　巨体のグレシルが言う。

「なーに、ひとつ、ごあいさつでもとよ」

　不敵な台詞せりふを吐はきやがって！

　細身のソネイロンもケラケラと不快な笑いを漏らしながら言う。

「ぷちっと潰つぶしたくなった。ぷちっと」

　グレシルが手にオーラを集めながら続く。

「試合もなくなったしよ。暇ひましてんだわ。有名な『おっぱいドラゴン』との出会い。──閻えん魔ま大だい王おうにケンカ売る前に記念として殴なぐらせてくれよ！」

　言うなり、グレシルが拳に凶悪なオーラを漲みなぎらせて俺のほうに振ってくる！

　俺は瞬しゆん時じに真『女王クイーン』──真しん紅くの鎧よろいを装着させて、グレシルの一発を避け、逆にカウンター気味にパンチを顔面にお見舞いしてやった！

　バシィィンッ！　──と、小気味のよい音が響き渡る。

　グレシルは倒れないものの、パンチの勢いで路面に足の跡あとを残しながら、後方に押し出されていく。

　……グレシルの拳けん打だによる衝しよう撃げきは鎧越ごしにもビリビリ伝わってきやがった！　さて、俺のほうのパンチはというと──。

　まともに俺の拳を頰に受けたグレシルは、口くちの端はしから血をたらしながら、戦意に満ちた笑みを浮うかべていた。

　血をペッと歩道に吐き出しながら、狂きよう喜きに歪ゆがんだ顔でオーラを高まらせる。

「俺たちが悪魔である以上、『Ｄ×Ｄデイーデイー』の各リーダー格、特に二に天てん龍りゆうと聖せい槍そう使い、ヴァスコ・ストラーダには容易に手を出すなって言われてたけどよ。よくわかるぜ。試合の記録映像だけじゃわからねぇもんだな、この一発はッ！」

　グレシルがそう言いながら、猛もう突とつ進しんしてくる！

　速度は驚きよう異い的ってほどじゃないが……こいつの場合はっ！

　俺がグレシルの突進を軽くいなす。

　グレシルの体当たりが店先のひとつにぶち当たり──二階建ての建物が木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んでいく！

　そう、こいつは典型的なパワータイプ。それは試合の記録映像からもわかっている。

　有り余るほどのオーラの量を一撃に乗せて圧あつ倒とう的な攻撃力で敵の防ぼう御ぎよを紙くずのようにぶち破るタイプだ。

　その手のタイプは、俺自身もそうだし、サイラオーグさんや他の腕わん力りよく自じ慢まんとの戦いで慣れている。

　ただし、問題は──。

　俺がグレシルについて思し慮りよしているときだった。

「わ、私はどうすればいいのじゃ！」

　九重がそう俺たちに訊きいてくる。

　リアスが九重に言う。

「九重は八坂さま──お母さまの傍そばで守備と術のフォローをお願いするわ」

　俺も九重に言う。

「九重。八坂さんのフォロー、頼たのむぜ。この異空間が壊されたら、外の街が大変なことになるしな。──去年叶かなわなかったお母さんの守り、やってくれるよな？」

　俺がそう言うと九重は全身に九きゆう尾びのオーラをまとわせ、勇ましい表情となった。

「うむ、母上は私が守る！」

　娘むすめの心強い言葉に八坂さんも微笑ほほえんだ。

「済まぬな、九重」

「お任せくだされ！」

　よし、母子の強い絆きずなが見えたぜ！

　それを確認した直後、俺とグレシルの近接戦せん闘とうでの殴り合いが始まる。

　豪ごう快かいで大だい胆たんな攻撃は隙すきだらけであり、俺はそれらをかいくぐり、カウンター気味にオーラがこもった拳と蹴りを打ち込んでいく！

　まともにそれらを食らうグレシルなのだが……。

　やり合ううちに俺の攻撃に対応するように、こちらの鎧に相手のパンチとキックがかするようになっていく。

　俺の攻撃もクリーンヒットの数が減っていった。

　そして、ついには俺の拳打がグレシルの顔面に当たると同時に、相手のパンチも俺の右胸にヒットしてしまう！

　真紅の鎧が砕くだけ、衝撃が生身に響ひびき渡わたる！

　……っつっ！　激痛が全身に伝わるが……骨まではいかなかったようだ！

「イッセーくんっ！」

　朱乃さんが俺に助力してくれるため、雷かみなりのオーラを高まらせて、指先から雷らい光こうを放ってくれた！

「ぐっ！」

　雷光はグレシルに直撃し、奴やつの全身をくまなく感電させていく。

　グレシルは俺のパンチを顔面に食らい、朱乃さんの雷光を受けて、体のあちこちから煙けむりを立ち上らせる。

　朱乃さんの雷光は、悪魔が苦手な光（堕だ天てん使し由来）も込められている。相当な悪魔でも、朱乃さんの雷光を食らえばダメージは免まぬかれないのだが……。グレシルを見る限り、光で大きなダメージを受けているようには思えなかった。

　……こいつはすでに光に対して──。

　顔面パンチの影えい響きようで鼻から血を垂れ流しながら、グレシルがにんまり笑えむ。

「……その状態でも魔ま王おうクラスと戦えるっつー噂うわさはマジみてぇだな」

「まるで自分が魔王クラスとでも言いたげだな」

　俺がそう言うと、グレシルが鼻の血を指で拭ぬぐいながら言う。

「素養だけなら、それぐらいあるって生まれたときに言われたぜ」

　……奴が言うようにこいつは戦闘中の成長がおかしく、「ブラックサタン・オブ・ダーク──」……長ったらしいから、死神グリム・リツパーチームでいいか。その死神グリム・リツパーチームのなかで成長の仕方が半はん端ぱない奴の一人だった。

　試合中、相手選手に対して、膨ぼう大だいなオーラの量からの強引な戦闘方法を仕し掛かけるんだが、最初は避よけられることも多い。だが、すぐに相手の動きに対応し、戦いの中で攻撃を洗練させていく。

　──天才、か。

　ヴァーリや曹操ほどじゃないが、この手のタイプは戦闘中でも飛ひ躍やく的に成長するため、長引くだけこちらが不利になりやすい。

　パワータイプの天才ってのも厄やつ介かい極きわまりないな。それにこいつにはもっと面めん倒どうな特性もある……。

　しかも、才能の塊かたまりのような敵はグレシル一人だけではなく──。

　ちらりと視線をリアス、木場、九重がいるほうに向ける。

　そちらはもう一方の死神グリム・リツパーチームの悪あく魔ま──ソネイロンと対たい峙じしていた。

　木場が高速で細身のソネイロンに詰つめ寄って聖せい魔ま剣けんを振ふるうが──。

　直ちよく撃げきする寸前にソネイロンが不気味で凶きよう悪あくなオーラをまとい、小声でこうつぶやく。

「ぷち」

　刹せつ那な、木場は言い知れないプレッシャーを感じ取ったのか、斬きり迫せまる寸前で足あし下もとに聖魔剣の刀身を創りだして、それを踏ふみ、相手から逆に距きよ離りを取った。

　その直後、木場が方向転てん換かんのために創りだした聖魔剣が、強きよう烈れつなまでの見えない圧力によって、ひしゃげ続けていき、圧縮されていく。路面に転がったのは──圧縮されすぎて球形と化した聖魔剣だった。

　ソネイロンは続けて、

「ぷち」

　──と、また口から漏もらしていく。

　それと同時に木場は再びその場から飛び退のく。

　木場のいたところには圧力が上から降り注いだかのように路面が押しつぶされていった。

　ソネイロンは「ぷち、ぷち、ぷち」とさらに言い続けていく。

　そのたびに木場は素す早ばやく回かい避ひしていくが、路面にも見えない上からの圧力によって穴が次々と生み出されていった。

「ぷち」

　ソネイロンの瞳ひとみが妖あやしく輝かがやき、木場は何かを感じ取ったのか、持っていた聖魔剣を離はなして、後方に飛び退く。

　一いつ瞬しゆんのうちに木場が離した聖魔剣が圧縮されていき、球形の塊に変えられてしまった。

　──野郎、木場の動きに合わせて修正していって、手元を狙ねらってきやがった！

　ソネイロンの悪魔としての特性は『圧あつ壊かい』──。

　公表されたわけでもないのだが、リアスやレイヴェルが便べん宜ぎ上じよう、そう呼んでいた。

　可視化できない強力な圧力を一定の方向から加え、対象物に攻こう撃げきを与あたえる能力。

『圧力』という特性を持つ悪魔は他にもいるのだが、ソネイロンのそれはあまりに攻撃的で破は壊かい力に満ちているため、リアスとレイヴェルが『圧壊』と呼んでいたのだった。

　……正面から拳こぶしや蹴けりを放つタイプとは相性が悪い。木場のようなテクニック、スピードタイプか、遠えん距きよ離りからの攻撃がベターだろう。

「…………」

　手元を直じかに狙われたため、木場のオーラが静かに濃のう密みつとなった。かなり本気モードで戦うという意味だ。

　わずかな手合わせで木場の動きに合わせられるようになってきている時点で、ソネイロンの素質も異常なレベルだ。

「それなら、これはどう！」

　リアスが紅べに色のオーラを全身にまといながら、滅ほろびの魔ま力りよくを球状にして、ソネイロンに放った。

「ぷちっと」

　ソネイロンがそう特性発動の声を発する。滅びの球体は──ひしゃげることはなかったが、射線軌き道どうを曲げられて、まったく別の対象物であるポストにぶつかり、それを周囲の路面ごとごっそり削けずり取ってしまう。

　……バアルの特性である消しよう滅めつの魔力までは『圧壊』しきれない？　『圧壊』をもある程度、『消滅』させてしまうのだろうか？

　リアスが必殺技の『消滅のイクステイングイ魔星ツシユ・スター』クラスのものを打てば──。いや、仮にいまのように撃うち込んだ方向を変えられてしまい、俺たちのほうに飛んできたら大変なことになる。

　……『消滅』と『圧壊』は敵対した場合、互たがいに相性が悪かったりするのかも。

　リアスの攻撃があったあと、木場が聖魔剣を新たに創造するや否いなや、音もなくその場から駆かけ出す。

　ソネイロンが目で捉とらえきれないと即そく座ざに判断して、オーラを高まらせていく。

「ぷちぷちぷちぷちっと！」

　連続してそのように声を発すると、ソネイロンの周囲一帯に見えない凶悪な圧力がかかったようで、広こう範はん囲いに路面が一気に押し潰つぶされていった！

　そういや、試合の記録映像でも広範囲にこの特性を放ってやがったな！　やろうと思えば、もっと広く能力を放てるだろう。

　しかし、木場が潰されたような気配はなく──。

　ソネイロンが何かの気配を察知し、上空を見上げるがすでにそこには木場の残像しかなかった。

「──うしろ!?」

　ソネイロンがそう口から漏らしたときには木場が後方から出現し、聖魔剣の鋭するどい突つきを高速で三度放っていく！

　木場の師し匠しようであり、サーゼクス・ルシファーさまの眷けん属ぞく『騎士ナイト』でもある沖田総司さんの得意技──三段突きだ。

「どんっ」

　ソネイロンがそう声を発する。すると、ソネイロン自身が見えない圧力に押され、横に吹ふっ飛んでいく！

　吹っ飛ばす程度の威い力りよくの特性を自分自身に打って、木場の突きから逃のがれやがった！

　だが、木場もすぐにそれに応じて、突きを引っ込めるとソネイロンを追うように駆け出す！

「どんっ！」

　ソネイロンが木場の手元に見えない圧力を打ち込み、聖魔剣が弾はじかれ、木場の体勢が少し崩くずれる。構わずに木場は圧力で押された聖魔剣を手から離して、駆けながら新たな聖魔剣を手に生みだした。

「どどん！　どん！　どどん！」

　ソネイロンがリズムを口ずさむように見えない圧力で次々と木場の聖魔剣及および手元を狙っていく。

　木場は手に持つ聖魔剣を狙われ続けることから、ついには剣けんを持たずに敵との距離を詰めた。

　ソネイロンに眼前まで迫ったなか、手ぶらのまま木場が叫さけんだっ！

「剣よッ！」

　ソネイロンの足下から聖魔剣が生えていく！

　ソネイロンもすぐに対応して、吼ほえる！

「ぷちっと砕けろ！」

　足下から生み出された聖魔剣はひしゃげて球形の塊と化すが──。

　このとき、初めてソネイロンは木場の攻撃の真意に気づき、木場のすぐ後方で起きている変化に目を配らせていた。

　バチバチと空気を震ふるわせる音。

　そこには亜あ空くう間かんから姿を現す、魔剣の帝てい王おう──グラムの柄えがあった。グラムが主あるじである木場の想おもいに応じるように亜空間から飛び出して、その手のなかへ──。

　木場が柄を握にぎりしめて、圧あつ倒とう的な魔のオーラを放つグラムを横よこ薙なぎに振るう。──はずだった！

「どんっ！」

　ソネイロンは体勢を低くさせながら、木場の足を狙い、右足の踏ん張りを崩させる。体勢が崩れた木場の振り──グラムは、ソネイロンの頭上を通り過ぎていった。

　振られたグラムから、凶悪なオーラが発生して、遥はるか後方に飛んでいき、複数の建物を斜ななめに両断してしまった！

　グラム！　相変わらず、ぶっ飛んだ切れ味だぜ！

　しかし──。

「……くっ」

　印を結びながら、この急場の偽にせ空間を維い持じし続けている八坂さんが苦く悶もんの声をあげた。

　……グラムの破壊力が、この空間にダメージを入れたのだろう。

　木場もそれを確認して、グラムの波動を鎮しずめていく。

　ここでは木場も本気は出せない、か。これでは、リアスの『消滅のイクステイングイ魔星ツシユ・スター』も撃てそうにない。リアスもそれは理解できていることだろう。

　木場は体勢と構えを直して、ソネイロンから距離を取る。

　多少焦あせった顔となっているソネイロンに木場は不敵に笑った。

「ようやく、足を狙ったね」

「…………」

「僕の動きにすぐに順応して、わざわざ手元に攻撃を放つという細かい芸当を見せた。そんなキミが僕の足を狙わないのは解げせない。僕の武器が足の速さだと知っていたはずだからね。やろうと思えばやれたはず。なのにやらなかった」

「……うるさい」

「そういえば、試合の記録映像でキミは遊ぶように本気を出さず相手選手をいたぶっていたかな。それをここでもしようとしたわけだ」

「……ウザい」

　心中を見み透すかされて、徐じよ々じよに不ふ機き嫌げんになっていたソネイロンに木場は言った。

「つまり、僕を舐なめた──ということだ。だから、いま殺されかけた。順応できるのは、何もキミだけじゃないよ」

「うるさい！　ウザいよ、おまえぇぇッ！」

「言葉をそのままそっくり返すよ」

「ぶち殺ォォォすッッ！」

　ソネイロンは木場のわざとらしい煽あおりに怒いかり心しん頭とうに発している様子で、体から危険なオーラを発し始めるが……先ほどよりオーラが乱れていた。

　……相手の精神年ねん齢れい的なものが低そうと感じた木場が、わざと怒おこらせることで正確な魔力操作を阻そ害がいしようとしてるんだろうな。

　事実、ソネイロンが放つ見えない圧力は正確性が乱れ、木場の手と手に持つ剣への狙いが外れだした。足を狙おうにも精度が落ちた魔力の特性では、木場の速さを止められない。

「クソッ！　クソッ！　クソがァァァァッッ！」

　特性が当たらなくなったソネイロンの苛いら立だちは募つのるばかりだった。

　それを見て、俺と近接戦で打ち合っていたグレシルが嘲あざ笑わらう。

「カカカ！　ソネイロンの奴やつ、普ふ段だんは物静かにしてるくせによ、思い通りにならなかったときの変へん貌ぼうぶりは俺らのなかでもダントツでクソガキなんだよなっ！」

「俺ら？　おまえのチームにいたバルベリスとかヴェリネのことか？」

「ああ、俺たちぁ、お子ちゃまだからよ。素養がよくても経験ってのが足りなすぎるって、ゼノのおっさんに口うるさく言われまくっててな！」

「だから、俺たちを襲しゆう撃げきして経験でも積むってか？」

「おうさ！　おまえら、全勢力のなかでも生はえ抜ぬきの集団『Ｄ×Ｄデイーデイー』の主力だろ？　神クラスでも容易に手が出せなくなりつつある最強の戦せん闘とう集団だ！」

「別に戦闘専門の集団ってわけじゃないさ。おまえらみたいなバカ野や郎ろうがいろんなヒトたちに迷めい惑わくをかけるから、俺たちが戦うはめになる！」

「そういうわけで、おまえらに挑ちよう戦せんすんのさ！　俺らの才能ってのが、どこまで高みを目指せるのかってよ！」

　…………っっ。

　……俺は近接戦をしながら、なんとも言えない感情……いや、怒りがふつふつと沸わき上がっていた。

　……ったくよ、ちょうど一年前にも、こいつらみたいに戦いを挑いどんできやがった連中がいたなってな。なあ、曹操？

　あとでこいつらの話でも聞いてもらうぜ。

　てなわけで次の手だ！

『Bladeブレード!!』

『Blade2ブレードツー!!』

　宝玉からの音声と共に左右の籠こ手てに収納されているダブルアスカロンが出現した。

　それを視認して、グレシルが笑みをこぼす。

「知ってるぜ！　『龍殺しドラゴンスレイヤー』の聖剣だッ！　赤龍帝のオーラ増し増しのヤツッ！」

　そりゃ、試合で何度も使ってるから、記録映像を見てりゃ知ってるよな。

　左右の籠手から出てきたアスカロンでグレシルに斬きりかかる。奴も警けい戒かいし、見事な体たい捌さばきで俺の斬撃を躱かわしていく。

　グレシルが俺の攻こう撃げきを躱しながら言った。

「それ！　籠手から飛ばすこともできんだよなッ！　知ってりゃそんなオモチャ、俺には通じねェッ！　その鎧よろいの形態で俺を倒たおしたけりゃクリムゾン・ブラスターとかいうのを連チャンで撃うってみろよッ！」

　グレシルは俺の攻撃手段を記録映像から覚えがあり、真しん紅くの鎧形態相手に余よ裕ゆうが出てきた。

　だからこそ、これが意味を持つっ！

　俺が大おお振ぶりで右のアスカロンⅡで斬りかかり、それをグレシルが避よける。俺はそのまま地に半円を描えがく要領で体をよじった。

　グレシルから見れば、大振りに放った斬撃の隙すきと見えただろう。

　グレシルが得意げな表情で──、

「隙アリだァァッ！」

　拳こぶしにオーラを絶大に高まらせて、パンチを打ってきた。

　──ここだっ！

『Tailテール Bladeブレード!!!!!』

　俺は鎧の背に生えるドラゴンの尾おを伸のばし、その先せん端たんから──刃やいばを出現させた！

　刃を生やした尾が、グレシルに高速で向かう！

「──ッ!?」

　相手は完全に虚きよを突つかれた格好で尾の刃を肩かた口ぐちに受けてしまう。グレシルの左ひだり肩かたに尾の刃が深々と突き刺ささった。

　それを食らい、完全に攻撃の構えが一いつ瞬しゆん解けたグレシルに俺は左手にオーラを漲みなぎらせる！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト

BoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　増大を意味する音声が鎧の宝玉より鳴り響ひびく。

　オーラの塊かたまり──特大のドラゴンショットを正面から浴びせてやった。

　ドォォォオオオオオオオオオオオオオンッッ！　と、激しい爆ばく発はつと爆ばく裂れつ音が起こる！

「ぐぉぉぉぉおおおおおおおおおおおっ！」

　声をあげるグレシルを吹っ飛ばしながら、俺のドラゴンショットは前方の路面、風景を消し飛ばしていった！

　俺の尾に生えた刃は、アスカロンⅡの試作品だ。Ⅱほどの性能はないが、それでも引けは取らないという一ひと振ふり。実は、先日のリアスチームとの戦いのあと、ヴァチカンの聖剣を研究、製造しているチームから頂いたのであった。

『あなた用に造ったものの試作品なので、あなた以外うまく扱あつかえないでしょうから、どうせならこれもいかがでしょうか？』

　という提案とご厚意からのものだった。

　ドライグとリアス、レイヴェルとも相談し、相手の虚を突く意味と、三本めの腕うでにもなりそうということで尾に同化させる案が生まれ、採用し、実現させた。

　俺は伸ばした尾をうねらせながら、前方を見やる。

　巨きよ漢かんがプスプスと煙けむりを上げながら、半はん端ぱな防ぼう御ぎよの構えで立っていた。

　全身にダメージはありそうだが……尾のアスカロンで貫つらぬかれた肩口のほうがダメージはデカいように思える。

　俺はちらりと八坂さんのほうに視線を送った。……八坂さんに『譲じよう渡と』の能力を使って、一時的にでも力を上げさせたいんだよな。そうすればこの空間の補強になるはずだ。

　……どうにか、隙ができないものか。

　そう思し慮りよしているうちにグレシルがこちらに歩き出す。

　好戦的で嫌いや味みな笑みを浮うかべていた。

「尾っぽの剣けん！　それは初めて見たぜ。最近開発したもんか？　ったく、赤龍帝は次々に新たな技を開発するってのを実際に食らうことになるとはよ」

　肩口の傷を、筋肉を引き締しめることで無理矢理塞ふさぐグレシル。

　グレシルが笑みを深めながら言った。

「──だが、ある程度体が覚えてきたぜ」

　意味深にそう漏もらすグレシル。

　奴がこちらに駆かけだし、猛もう突とつ進しんしてくる！　攻撃的なオーラを体中にまとったタックルだ。まともに浴びてもアウトだが、かすってもダメージを食らうだろう。

　超ちよう高こう速そくってわけでもないが、それでも直進かつ短たん距きよ離りだと相当速いな！　俺と似たタイプでもある！

　俺はグレシルの突進を直前で躱すが、奴は瞬しゆん時じに軌き道どうを修正して、こちらを追ってきた！

　──瞬発力もクソ速い！

　俺は手から小規模なオーラの弾たま──小型ドラゴンショットを連れん弾だんで出していく！

　猛突進してくるグレシルは、俺のオーラの弾を弾はじく素そ振ぶりすらせずにタックルの勢いだけで消し飛ばしてしまった！

「わりぃな！　その程度の弾なら、もう効かないぜ！」

　笑みを浮かべながら、そう漏らすグレシル。

　ならば、もう一度こいつだ！

　俺はアスカロンの生えた尾を伸ばしていく。尾は路面スレスレで伸びていきつつ、超ちよう低空からのアッパースイング！

　土手っ腹に一いち撃げき──のはずだったのだが、尾のアスカロンはグレシルの腹を貫くことができず、刃の先せん端たんがちょびっとだけ刺さったに過ぎなかった！

　グレシルが余裕の表情で言う。

「そいつも体が覚えちまったからな！　──魔ま王おうクラスを超こえる勢いでもなきゃ、もう俺には通じやしねぇッ！」

　グレシルはタックルの勢いからの頭ず突つきをかましてくる！　俺は腕をクロスして、防御の格好を取る。相手もガードを崩くずす勢いで完全に俺を捉とらえた。

　──なんてな。まともに食らうかよ！

　俺はこいつが瞬発力に自信があると理解した上で、ギリギリまでガードの格好を取り、直撃する寸前、グレシルが避けた方向に軌道修正できないタイミングを見計らって、横に飛び退く！

　タイミングはバッチリで、グレシルのタックルは空くうを切る！

　俺は回かい避ひざまにドラゴンショットをぶち込む！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　今度はさっきの小玉よりデカいやつ！

「ぐっ！」

　俺の大型のドラゴンショットを食らい、吹ふっ飛んでいくグレシル。

　だが、ダメージは少なく、グレシルはすぐに体勢を立て直そうとする。

　そこへ朱乃さんが雷らい光こうを追つい撃げきとばかりに撃ち放つ。

「雷光よっ！」

　両手に莫ばく大だいな雷光のオーラをまとわせながら、朱乃さんが魔ま力りよくを放っていく！

　グレシルは避ける素振りすら見せずに朱乃さんの雷光をまともに受けるが──。

　体中をバチバチとスパークさせながらも、グレシルは余裕の表情を浮かべていた。

　朱乃さんの雷光が、通じなくなったのだ。

　グレシルが言う。

「雷光の姉さん。残念だがよ、もうあんたのビリビリは俺の体が覚えちまった。俺にダメージ負わせたかったら、出力をもっとあげるか、他の術でも使ってくれや」

　朱乃さんがこの結果に目を細めていた。

「……それがあなたの特性ってわけですわね」

　そう、グレシルの特性は『耐たい性せい』だ。

　相手の攻撃を食らうと、それに対しての『耐性』が生まれる。朱乃さんの雷光──光の側面でダメージがなかったのは、以前にグレシルが光の攻撃を受けており、すでに光の『耐性』が体に宿っているからだ。

　そして、雷光の雷かみなりの面も先に受けたものから『耐性』が生まれたのだろう。

　俺の攻撃──ドラゴンショットと尾のアスカロンの威い力りよくにも体が慣れたようだ。

『耐性』という特性、体質は悪あく魔まだけじゃなく、他の異形、超ちよう常じようの存在でも有している者は珍めずらしくない。

　ただし、グレシルのそれは異様な速度で構築され、体に作用する。しかも、『耐性』の幅はば、属性などに際限がなく、あらゆるダメージに対して『耐性』が生まれるというもの。

　──と、リアスやレイヴェル、ロスヴァイセさん、仲間たちが記録映像を見ていて、グレシルの特性を分ぶん析せきし、名付けたものだった。

　……仲間の分析に多少の差異はあるだろうが、目の前で見る限り、大方間ま違ちがいではないだろうよ。

　こいつの『耐性』の理り屈くつがどうなってんのかまったくわからないが、俺のオーラ自体にもある程度『耐性』がついたってのは事実だろう。

　いや、しかし。俺の──『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』に宿るドライグの技のひとつ、『透とう過か』であるならば『耐性』を貫いてダメージは与あたえられそうか。

　これに俺の内にいるドライグが言う。

『ああ、「透過」を付ふ与よした攻こう撃げきなら奴やつの「耐性」を無視して通るだろうよ。……最初のうちはな』

　……おいおい、ドライグ。その言い方だと、まるで『透過』すら『耐性』が生まれそうな口ぶりだぞ。

『可能性はゼロじゃない。逆に言えば何度でも「耐性」を貫くこともできるかもしれん。だが、奴の成長速度、才能ってのは記録映像や実際の手合わせから察しても非ひ凡ぼんだ。「透過」の「耐性」まで出来ちまったら目も当てられん。俺たちの実力も発揮できないこの不安定な空間で「透過」を使うぐらいなら、万全の態勢の上、龍りゆう神じん化状態の「透過」で一気に決めたほうがいいと判断する』

　……つまり、場所を変えてやれってことか。

『ここで長く戦うのは得策じゃない』

　──ここで戦えば戦うほど、相手のほうが有利になっていくってか。

　……クソ、こいつほど初戦でぶっ倒たおすべき相手もいないよな。こういうのは初めて出会ったときに龍神化して打だ倒とうするべきだ。

　時間が経たてば経つだけ、こいつは驚きよう異い的に強くなっていく。

　グレシルが嬉き々きとして言う。

「ったくよ。その真紅の鎧よろいでもあんた強ェな。あっちの聖魔ま剣けんの兄ちゃんも強ェ。歴戦の猛者もさっていうんだろうな、あんたらのことをよ」

「そう言う割にはまだ余よ裕ゆうがありそうだな？」

　俺がそう訊きくと、グレシルはダメージのないほうの肩かた──腕を回す。

「いまのままじゃ、限界はある。だが、俺もソネイロンもリミッターが外れりゃ、この結界も、外の街も簡単に吹っ飛ばせる。まあ、上がそれを許してくれるかどうかだが」

　──上？

　こいつらを配下にしている奴がいるってことか。

　ソネイロンがリアス＆木場と戦いながら叫さけぶ。

「グレシル！　リミッターを外そうッ！　こいつら！　ムカつくッ！　キョウトそのものを消し飛ばさなければ、許してくれるよッ！　街の一部ぐらい消えてもキョウトは平気だって！」

　なんて過激なことを言い出すんだ、あの細身の野や郎ろうっ！

　いまの手合わせと、試合の記録映像から判断すると、こいつらが本気になれば本当に街が一いつ瞬しゆんで消し飛ぶ！　派手に暴れれば京都自体も丸ごと焦しよう土どにできるだろう！

　それを聞いたグレシルは息を一度吐はく。

「ま、それもそうだな。遅おそかれ早かれだろうよッ！」

　すると、グレシルのまとう禍まが々まがしいオーラが徐じよ々じよに、徐々に高まり、この偽にせの空間そのものを震ふるわせていくようになっていく！

　呼応するようにソネイロンも体から邪じや気きに満ちたオーラを解き放ち始めていった！

「……試合で見せていた本気の力を出すつもりだわ」

　リアスが顔をしかめながら、そう言う。

「くっ！　保もたなくなる！」

　八坂さんの妖よう気きが乱れ始め、印いんを結んでいる手も震えていた。

　グレシルとソネイロンが高めていくオーラにこの空間も限界を迎むかえ始めていた。すでに風景がブレ始め、元の町並みが見え出した。

　このままじゃ、本気になったグレシルとソネイロンが元の世界に解き放たれてしまう！

　そうなったら、一いつ般ぱんの人々にまで被ひ害がいが……っ！

　最悪のケースが頭をよぎる！

　そうなるぐらいなら、ここで俺も本気を出したほうがいい！

　俺は一般のヒトたちに見られる覚かく悟ごをした上で、龍神化の呪じゆ文もんを唱える準備に──。

　そのときだった。

　この崩れゆく空間に霧きりが立ち込めていく。霧はこの空間を補強するかのようにブレて崩れいく風景を正していった。

　俺はこの霧に覚えがあった！

　──と、同時にその声は聞こえてくる。

「どうやら、間に合ったようだ」

　霧の向こうからやってきたのは、曹操をはじめとした英えい雄ゆう派の中心メンバーたちだった！

　曹操の隣となりには、霧使い──神滅具ロンギヌス『絶デイメンシヨ霧ン・ロスト』の所有者であるゲオルクが神器セイクリツド・ギアを発動し続け、この空間を補強し、八坂さんと共に維い持じしていく。

　ったくよ！　最高のタイミングで登場しやがって！

　曹操が聖せい槍そうを肩にトントンとしながら、こちらに歩み寄る。

　グレシルが曹操──聖槍を睨にらみながら言う。

「……聖槍、か。絶対に回かい避ひしろって言われてるもんのひとつだ」

　曹操がグレシルとソネイロンに視線を配らせながら言う。

「はじめまして、か。グレシルと、そちらはソネイロンだったな。俺は曹操。三国志で有名な曹操の子孫──いちおうね」

　英雄派の女性剣けん士しであるジャンヌが剣を手に持ちながら、一歩前に出て言い放つ。

「どういうつもりか知らないけど、去年の私たちを思い出させるようなこと、しないでちょうだいな」

「……一言余計だ」

　曹操はそうジャンヌを注意していた。

　曹操が気を取り直して、グレシルとソネイロンに言う。

「増ぞう援えんは俺たちだけじゃない。すぐに他も駆かけつける。ここで『Ｄ×Ｄデイーデイー』の主力の半分と戦う気き概がいはあるかな？」

　曹操の不敵な問いにグレシルは笑みを深めるだけだが……。

　逆にこの状じよう況きよう下でも怒いかりが増すばかりのソネイロンは危険なオーラを高める一方だ。

　ソネイロンの戦意も確認した上でグレシルは口を開く。

「そうだな、別にここで押っ始めても──」

　そこまで言ったときだった。

　グレシルとソネイロンの耳元に通信用の魔ま方ほう陣じんが展開する。

　そこから何かが伝えられ、途と端たんにグレシルとソネイロンは不ふ機き嫌げん極きわまりない表情と化すが……発していたオーラを鎮しずめる冷静さも取り戻もどしていた。

　次の瞬しゆん間かん、二人の足あし下もとに──古い紋もん様ようが刻まれた魔方陣が現れる。

「ま、すぐに会えるさ」

「すぐにぶちっと潰つぶす」

　それだけ言い残して、グレシルとソネイロンは転移の光のなかに消えていった──。

　凶きよう悪あくで凶暴な『死神グリム・リツパー』チームの二名が、この場から消えたことで俺、リアス、朱乃さん、木場、八坂さん、九重は戦せん闘とう態勢を解き、安あん堵どの息を漏もらした。

　俺も鎧状態を解いて、曹操に礼を言う。

「助かったぜ」

　曹操は槍で肩をトントンする癖くせを見せながら言った。

「ま、それが俺たちの任務だ。というところで──」

　グレシルとソネイロンが消えた方向に視線を送る曹操。

　曹操が魔ま法ほうの使い手でもあるゲオルクに訊く。

「あの転移の魔方陣の形式はオリュンポスだったな？」

「ああ。しかも、古い紋様だ。──やはり、原初の神絡がらみだろうな」

　原初の神──。

　京都の周辺で妙みような術がかけられているっていう報告。術の形式は古いオリュンポス式のもので原初の神が関係している。

　グレシルとソネイロンも原初の神の魔方陣で転移した点から、それらと繫つながっているとみて間違いない。

　グレシルが言っていた「上」ってのも、地じ獄ごくの盟主連合に属する原初の神だろう。

　息を整えた八坂さんが、心配そうな九重の頭をなでながら言う。

「裏京都で対策を話し合わねばな」

　八坂さんの言葉に俺たちは頷うなずく。

　……今年の京都もゆっくりはできないようだ。

　ただまあ、やることはシンプルだ。いつもみたいにな。

　──周囲を危険にさらす敵対勢力は、誰だれであろうとぶっ倒すだけだっ！








Life.3　チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』VS暗黒の神ご一行さま！









　明くる日の正午頃ごろ──。

　俺たちはレイヴェルたち修学旅行組（レイヴェル、小こ猫ねこちゃん、ギャー助すけ、イングヴィルド、百鬼なきり、ミラーカ・ヴォルデンベルグさん、仁に村むら留る流る子こさん）が宿しゆく泊はくする予定の「京都サーゼクスホテル」を訪れていた。去年の俺たちが泊とまったホテルと同じだ。

　駒く王おう学がく園えんの現二年生たちがすでに続々とロビーに集結しつつあり、ボーイさんにホールのほうへ案内されていた。

　これも去年と同じだな。ホールで一いつ旦たん学生を全員集めて、先生方の注意事じ項こうを聞くことになる。

　──という状況のなかで、俺はリアスと共に変装して、レイヴェルたちとロビー近くにあるホテル内の喫きつ茶さ店てんに入っていた。

　俺とリアスの変装、格好はというと、私服＋帽ぼう子しにサングラスという定番の出いで立ちだ。俺もリアスも駒王学園の生徒たちに面が割れてるからね。

　リアスに至っては特とく徴ちよう的な紅べに髪がみゆえ一発で正体がわかってしまうため、魔ま力りよくでブロンドに髪色を変えていた。

　西洋の顔立ちと抜ばつ群ぐんのスタイルなもんだから、金きん髪ぱつのリアスは自然というか、これもまた最強だと思っちゃう！　金髪のリアスもとてもいい！

　このホテル、外国人旅行客も大勢泊まってるし、帽子にサングラスも合わされば、それほどリアスが目立つこともないだろう。

　……美女って点ならば目立つかもしれないけど、紅髪じゃないしサングラスに帽子もしているから一発でリアス・グレモリーだと生徒にバレることもないと思う。

　事実、レイヴェルたちと合流したとき、一目でリアスだとわからない子もいたからね。

　さて、俺とリアスがレイヴェルたちとホテルの喫茶店で話し合う理由は、当然昨日の件を踏ふまえた上で相談するためだ。

　前もって、昨夜の時点でグレシルとソネイロンの襲しゆう撃げきはレイヴェルを通じて、皆みなに伝えてある。

　修学旅行に参加すべきか否いなかレイヴェルたちも悩なやんでいたが、とりあえず、京都までは学生として来てくれとこちらから伝え、ここまで足を運んでもらっている。

　ただ、引率である教師のロスヴァイセさんと臨時保健医として付いてきたロイガンさんは生徒たちを見守るため、席を外している。

　という状況のなかで、俺たちオカ研メンバーの話し合いが始まった。

　百鬼が単刀直入に訊きいてくる。

「敵の……グレシルとソネイロンの狙ねらいはなんです？」

「閻えん魔ま大だい王おうさまと、ちょうど京都に来た俺たちへの嫌いやがらせ……じゃないかな。どちらにしても、『Ｄ×Ｄデイーデイー』に協力する勢力へのテロだな」

　俺がコーヒーに口をつけたあとにそう答えた。「閻魔大王さまにケンカ売る前」ってグレシルは言っていたからな。

　……日本生まれのせいか、閻魔大王さまには「さま」付けしちゃうな。子供の頃ころにしかられたときに「悪いことすると閻えん魔まさまに地獄に落とされるぞ」って言われたからね。

　うんざりした調子の小猫ちゃんが言う。

「……このタイミングで仕し掛かけられるのはウザいの一言に尽つきます」

　ギャスパーが眉まゆをひそめながら訊く。

「相手は……バックにいるのはオリュンポスの原初の神さまなんですよね？」

　リアスがうなずいた。

「ええ。京都周辺で見つかった術の形式や、今回のグレシルたち襲しゆう来らいの際に使われた魔方陣の紋様から解かい析せきした結果、暗黒の神エレボスのものだと判明したわ」

　そう、奴やつらが残した術式や紋様から関係者の解析チームが出した結論はエレボス神のものだという。

　グレシルやソネイロンも手引きしたのだろう。

　シトリー眷けん属ぞくの『兵士ポーン』で小猫ちゃんたちと同じ二年生の仁村留流子さんが半眼で意見を漏らす。

「前から思ってましたけど、地獄の盟主の方々って、子供の駄だ々だというか面めん倒どうなクレーマーの集まりですよね？」

　は、はっきり言う子だな、相変わらず！

　ま、まあ、そういう見方もあるよな、面倒なクレーマー的な。

　リアスが言う。

「神話が違ちがえば考え方、信じているものの見方も違うわ。それにオリュンポスの神々は神話からして、愛あい憎ぞう渦うず巻まくアブノーマルな世界の上にやんちゃな方ばかり。私たちの物差しでは測れないということよ」

　逆に他の勢力からは聖書由来、系統の存在である天使、堕だ天てん使し、悪あく魔まに関して「こんなところがアレで」とか「聖書の天使は～」や「悪魔ってのはこういうところが～」ってのがあるようだから、本当所属する勢力や文化によって物の見え方は違う。

　……まあ、キリスト教が大昔に他の神話の勢力圏けんで布教しまくった件は各神話の神々的に（昨今同盟関係結んだとはいえ）いまだ根深いものはあるようで、地獄の盟主連合発起の件もその辺りが無関係ってわけでもないようなんだよな……。

　……何より、聖書の神さまが遺のこした「神器セイクリツド・ギアシステム」──特に神滅具ロンギヌスの存在はいまでも各神話の神々から危険視する意見があったり、密ひそかに各陣じん営えいから狙われていたりとなかなかに複雑なものと化している。

　実際、先日俺たちを襲撃した夜の女神ニュクスもイングヴィルドの新規神滅具ロンギヌスに目をつけたわけだしな。

　百鬼が俺とリアスに本題を訊いてくる。

「それで今回の事件の真相と対策ってどうなってるんですか？」

　俺とリアスは互たがいに目を合わせて頷いた。

　リアスが振ふり返らずに後方の席に座っていた者に指示を出した。

「アレをお願い」

「ああ、わかった」

　後方のテーブルで人知れず気配を消して、変装していた帽子にサングラスの青年が指を鳴らす。

　途端にこの空間に薄うすい霧きり状じようのものが立ち込め、俺たちを包み込む。

　次の瞬間、俺たちは座ったまま仲間以外の者が存在しない喫茶店に入り込んでいた。

　修学旅行組は半分の者が驚おどろいていたが、レイヴェルはすぐに理解して落ち着いていた。

　後方のテーブルにいた変装姿の青年が帽子とサングラスを取り払はらう。

　──英えい雄ゆう派の神滅具ロンギヌス所有者である霧きり使いゲオルクだった。

　ゲオルクが神滅具ロンギヌス『絶デイメンシヨ霧ン・ロスト』の能力を使い、現実世界を模した結界の疑似空間を創り出したのだ。俺たちはゲオルクによって、その疑似空間の喫茶店に転移させられた形になる。

　……懐なつかしいな。一年前もこの能力を敵同士として食らって、渡と月げつ橋きようと京都駅から疑似空間に転移させられたっけな。

　そう、今回の話し合いはゲオルクも同行していた。

　ゲオルクがリアスに言う。

「ここには俺たち以外誰もいないし、誰も入り込めない。相当な手て練だれ以外はね」

「ありがとう」

　リアスが礼を言う。

「あの、これは？」

　俺たち以外の客がいなくなった店内をキョロキョロと見み渡わたしながら、仁村さんが言った。

　話では、先ほど立ち込めた霧は異能持ちや異形以外の者には認識できないようになっているようだ。

　空間の外では、俺たちの姿が幻げん術じゆつとして何事もなく店内で映されているとのこと。

　空間の外にいる他のお客さんや喫茶店の店員からは特に何事も起こってないようになっているのだろう。

　レイヴェルが静かに言う。

「人ひと払ばらい、ですわね」

　リアスは頷く。

「ええ。このホテルにもスパイが紛まぎれているかもしれないから」

　それを聞き、身を乗り出すように百鬼がリアスに訊たずねる。

「あの噂うわさ、本当なんですか？」

　リアスは息を吐はいたあとに答える。

「──各勢力に『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』が紛れていることが、確実となったわ」

『──っ』

　小猫ちゃん、ギャスパー、百鬼、仁村さんは驚きで声を失っていた。レイヴェルはすでにわかっていて、険しい表情となっていたが。

　一方でイングヴィルドは理解できず、首をかわいく傾かしげていた。

　ミラーカさんは疑似空間に自分たちのケーキまで転移していないことに気づき、空の皿を見て「トホホ……」とうなだれていた。

　ちなみにミラーカ・ヴォルデンベルグさんとは、厚着の格好をした──純血の女性吸きゆう血けつ鬼きだ。吸血鬼の二大派は閥ばつ──カーミラ派の主柱を担になうヴォルデンベルグ家のお姫ひめさまであり、駒王学園二年生かつゼノヴィア生徒会の現会計だ。

　ただ、純血の吸血鬼ゆえ、太陽は苦手で日中は肌はだを出さずに厚着の格好となっており、駒王学園でもその辺り有名だ。日中動ける吸血鬼──デイライトウォーカーたるギャスパーやヴァレリーとは、そこは違った。

　百鬼黄おう龍りゆうと行動を共にしており、アジュカ・ベルゼブブさまのご依い頼らいを受けて、神滅具ロンギヌスの『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』を調査していた。

　一応、エルメンヒルデとも同じ吸血鬼の派閥ゆえに昔なじみらしい。

　──と、脱だつ線せんしたが、『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』についてだ。

　リアスは話を続ける。

「『禍の団カオス・ブリゲード』とその後こう継けい組織『クリフォト』自体はめぼしいカリスマ──シャルバ・ベルゼブブ、曹そう操そう、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーがいなくなったことで正常に機能できなくなった。けれど、かの組織の思想を引き継つぐ、もしくは傾けい倒とうする者が少なからず存在し続けていて、それは現在進行形で数を僅わずかずつ増やしているわ。それをいつしか『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』と呼ぶようになったの」

　レイヴェルもこう繫つなぐ。

「いままで駒く王おう町や他勢力の重要拠きよ点てんに不ふ審しん者が侵しん入にゆうできたのも、敵対勢力に対して内側からリークする者がいたためです。……問題は彼らが素す性じようを完全に隠しているということ」

　仁村さんが顔を険しくしながらレイヴェルに訊く。

「シトリー家やグレモリー家にも紛れ込んでいると？」

「ええ、おそらく」

　レイヴェルはそう答えた。

「なぜ、そんな奴らが増えるんでしょうね……」

　百鬼がそう漏もらした。

　リアスが言う。

「強い力は、羨せん望ぼうと共に疑問も抱いだかれるわ。疑問を持つ者は解答を求め続け、そこに『禍の団カオス・ブリゲード』のテロリズムが疑問の答えとして合がつ致ちしたとき、『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』は生じる」

　レイヴェルが目を細めながら続ける。

「……私たちと敵対していた『禍の団カオス・ブリゲード』が、なぜ『Ｄ×Ｄデイーデイー』と戦っていたか。彼らのほうが実は正しかったのではないか。私たちの力に疑問を持った方がそこに行き着く可能性は十分にあります。私たちの力と名声が高まれば高まるほどに」

　……俺もレイヴェルからそういう可能性があることはそれとなく知らされていたが、本格的にその件について話されたのは昨夜だった。

　様々なところに潜もぐり込んで調査をしている『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの幾いく瀬せさんたちと曹操がそれを口にしたのだから、『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』ってのは無視できない存在になりつつあるのだろう。

　……正義のあり方、か。

　……よく映画や漫まん画がでも「正義はそれぞれ」とか「敵にも敵の正義があって～」という話は目にするけどさ……。

　俺たちが命がけで戦った結果、不特定のヒトに畏い怖ふされ、敵視されることになるなんて……なんとも言えなくなるよ。

　……俺が、奇き跡せきみたいなことを連発しているのもどこかの誰だれかを怖こわがらせているのだろうか……？

　……ったく、いまはそんなことを考えているときじゃないな。

　目の前に迫せまってる脅きよう威いに立ち向かうことだ。

　少なくとも、俺たちが戦わなければ被ひ害がいを受けるヒトたちがいるんだ。それがわかっているだけで、俺は戦えるよ。

　仁村さんがあごに手をやりながら考え込む。

「その『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』が、地じ獄ごくの盟主……エレボス神の陣営に色々とリークしていたってことでしょうか」

　百鬼がリアスに訊きく。

「リークだけで各勢力の頭脳──現魔ま王おうベルゼブブやグリゴリの技術、北ほく欧おう神話勢力の魔ま法ほうが合わさったような結界を毎度潜れるものなんですか？　通過されるたびに術式を更こう新しんして、また通過されてのイタチごっこになってますよね？」

　リアスは難しい表情で言う。

「……アジュカさま曰いわく、それをこなせる者に心当たりがあると聞いたわ」

　リアスがゲオルクにちらりと視線を送る。

　ゲオルクが口元に指を一本立てた。

「いまから話すことは他言しないでくれ。この結界から出たら、一いつ切さい口外しないように。人払いをしたのと、このメンバーだけに限定したのは話す相手を極力少なくしたいからだ」

　皆みながうなずくなか、ゲオルクは話し始める。

「おそらく、駒王町周辺の結界を突とつ破ぱする術式を考案しているのは、元ルシファー六家の一角、ネビロス家の可能性が非常に高い」

　ネビロスの名が出たことで、小猫ちゃんの表情が少し険しくなる。

「…………」

　──ネビロス家。

　前魔王ルシファー直属の六家であり、グレイフィアさんのルキフグス家もそのひとつだった。

　大昔に前魔王政府と反政府軍（現魔王政府）とで内戦が勃ぼつ発ぱつし、その折に六家は前魔王側に付き、家が存続したところもあれば、断絶状態のところもあり、行ゆく方え知れずのところもあった。ネビロスは行方知れずの家だった。

　そのネビロスは、小猫ちゃんと黒くろ歌か、二人の出生に深く関わりを持つことになる。小猫ちゃんたちのお父さんが、ネビロス（と、七なな十じゆう二ふた柱はしらのひとつであるナベリウス家）に関係した人間の研究者だったからだ。

　ゲオルクが続ける。

「ネビロスの者は、冥めい界かいの記録でも技術が抜ぬきん出ていたと記されている上に現時点でも行方知れずだ。当時の当主がザオロマ・ネビロスというそうだが、過去に起きた悪あく魔ま世界の内戦を生き延びているのではないかとされている。しかも、研究と頭脳を引き継いだ子供か弟子がいるとか」

「……要領を得ないな。されているとかさ」

　俺が訝いぶかしげにそう言った。

　ゲオルクは肩かたをすくめた。

「……彼らは情報をほぼ表に出していない。かなり周しゆう到とうな者たちのようでね。三大勢力の同盟後、さらに『Ｄ×Ｄデイーデイー』が結束してからあらためて調査したときにようやくいくつか手がかりが出てきたってぐらいだ」

　ゲオルクが小猫ちゃんに視線を向けながら、少し申し訳なさそうにしながら言う。

「本人の手前で言いづらいところだが、塔とう城じよう姉し妹まいの出生にネビロスが関わっていた件がある意味で情報として、大きかったといえる」

「……いえ、気にしないで話を続けてください」

　小猫ちゃんに勧すすめられ、ゲオルクは頷うなずいて話を続けた。

「その後も俺たちや『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームもネビロスを追っているんだが、まったくといっていいほどに尻尾しつぽを摑つかませない。痕こん跡せきすらほぼ見つからない状じよう況きようだ。とはいえ、そちらが魔王ベルゼブブ側に渡わたしたデータの内容はこちらに詳くわしくは届いていないが、有益だったと聞く」

　小猫ちゃんの髪かみ飾かざりには、お父さんが遺した研究データが入っていたようで、それをベルゼブブさま側に渡して、調査をしてもらっているところだった。

　……後天的に超ちよう越えつ者にする研究か……。実現したとして、それを悪用されたらたまったもんじゃないな。

　ゲオルクの言葉にレイヴェルは引っかかったようで問い返す。

「ほぼ？　痕跡は見つかってると……？」

　ゲオルクは頷く。

「ああ、塔城姉妹の件もそうだが、旧魔王派の幹部たちとのみ交こう渉しようをした痕跡が見つかっている。そのときは話が破談したようだが。フリード・セルゼンが合成獣キメラになった件、あれの技術がネビロスに由来したものではないかとされている」

　懐なつかしい名前が出てきたな、おい！　……フリードは去年に俺たちと何度も相あい対たいしてきた「はぐれエクソシスト」の少年神父であり、リントさんとは同じ「シグルド機関」の出で同一の遺伝子を持つ兄的存在でもあった。

　フリードはヴァチカンに戦士として所属していたが、問題行動が多すぎたために追放され、はぐれとなった。

　最終的にフリードは『禍の団カオス・ブリゲード』のもとに行き、合成獣キメラに改造され、変わり果てた姿となり……最さい期ごは木き場ばの手によって、始末されている。

　……後天的に超越者にする研究のほか、フリードを合成獣キメラにした技術もネビロスが関わってくるなんてな。

　ゲオルクが続ける。

「それにルシファーの息子ことリゼヴィムとも間接的に関わっていて、異世界への扉とびらを開くためのアドバイス的なことをしたのではないかと推察されている」

「ユーグリットの野や郎ろうはその辺吐はかないのか？」

　俺がそう訊く。

　ユーグリット・ルキフグスはグレイフィアさんの実弟なのだが、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの右みぎ腕うでとして機能していた。……まあ、あいつも相当なワルだったよ。本はと言えば、リゼヴィムを悪行に扇せん動どうしたのもあいつだ。

　ロスヴァイセさん曰く、クソシスコン野郎。

　奴やつは実の姉グレイフィアさんに禁断の想おもいを巡めぐらせて暴走してくれたからな。その上でロスヴァイセさんにまで迷めい惑わくをかけたわけだ。そう呼ばれても仕方ない。

　俺がぶっ倒たおしたあと、現在のユーグリットは服ふく役えき中だ。おそらく、もう出られないだろうって話。

　ゲオルクは俺の質問を受けて首を横に振ふった。

「その辺りはリゼヴィムしか知らなかったようだ。リゼヴィムの独断か、ネビロス側の条件か。ユーグリット・ルキフグスは、リゼヴィムがネビロスと関係を持った可能性については否定しなかったと聞く」

　……な、なんだか、話がどんどん裏の裏の裏の話ぐらいのものになってきてないか？

　俺はゲオルクに問う。

「もしかして、俺たちがいままで関わってきた各事件の真相っつーか、裏で糸を引いて操っていたのがそいつらってオチはないよな？」

　悪魔世界の内戦や小猫ちゃんと黒歌の猫ねこ又また姉妹だけじゃなくて、『禍の団カオス・ブリゲード』にリゼヴィム、大事の裏で動いてたってネビロスについて、俺はついついそう訊いてしまった。

　いわゆる「裏ボス」ってやつか？

　しかし、ゲオルクは首を横に振る。

「いままでの黒幕ってオチはない。実際、彼らは裏で事件を操って、世界をどうこうしたいという願望はないのではないかと言われてる。……言われているだけで、本当は将来世界転てん覆ぷくを狙ねらっているかもしれないが」

　ゲオルクはメガネを中指でくいっと直しながら続ける。

「ただまあ、彼らの目的までは識者からの結論が出ていない。だが、ひとつだけハッキリしていることは、ネビロスの頭脳が間接的に『Ｄ×Ｄデイーデイー』や各勢力の前に出てきて、障害になっているという事実だ」

　…………なるほど、小猫ちゃんたちの出生から、リゼヴィムの協力まで幅はば広ひろく関与しているってことか。

　ネビロスの研究者は直接俺たちに何かをしたいわけじゃないけど、悪者を通して俺たちの障害と化している。

　リアスが息を吐きながら言う。

「地獄の盟主連合にも術式の技術を提供しているだろうということね。駒く王おう町周辺の結界を更新しても彼らが潜くぐれるのはそれが理由……」

　ゲオルクも肯こう定ていする。

「ああ。アースガルズの魔ま術じゆつ研究と、アジュカ・ベルゼブブの頭脳、グリゴリの技術力を出し抜いてくるんだ、奴らの抱かかえてる研究陣じんは飛び抜けている。異常なんてものじゃない」

　……研究資金とか、『禍の団カオス・ブリゲード』やクリフォト、地獄の盟主たちから出てるんだろうな。それでまた新たな研究をして……。

　俺たちがいる限り、俺たちを嫌きらう者もいて、その嫌う者がいる限り、ネビロスも存続し続けられる……ってことかな。

　いや、そもそもネビロスの研究は何をしているんだ？

　後天的に超越者を作ることと、合成獣キメラ研究……アンチ結界技術……リゼヴィムからも異世界へ何かをするための依い頼らいも受けていたようで……。

　俺がそんなふうに思し慮りよしているなかで、仁村さんが合点したようでこう意見を述べる。

「……駒王町周辺の結界が単にクソザコ結界ってわけじゃなかったんですね」

　に、仁村さん、ハッキリ言いすぎだろ！

　そ、そりゃ、敵対者がガンガン入り込むから大変で、仲間内からも不満を漏もらす声が出てきていたけど！

　それ、駒王町の結界担当の一人でもあるロスヴァイセさんに言っちゃダメだからねって、あとでそれとなく伝えよう。

　百鬼がこうも言う。

「まあ、京都も術式都市の割にむかしから魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こしてたんで、ここもクソザコ結界っちゃクソザコ結界かな。原因はパワースポットがありすぎて、逆に歪ひずみが生まれやすいから、侵しん入にゆうできる穴が偶ぐう発はつ的に出来てしまうってだけなんだけど。だから、五大宗家うちの術者たちが毎度市内と市外をパトロールして歪みを修正するってね」

「都市繁はん栄えいのためにパワースポット増設したのにそれじゃ本ほん末まつ転てん倒とうじゃない？」

　仁村さんがそう言う。

　百鬼は首を捻ひねり難しそうな表情となっていた。

「……むかしのお偉えらいさんが考えたことだからなぁ……」

　──と、百鬼は話題を切り替かえて、あらためて訊きいてくる。

「この疑似空間が必要な点と、裏で技術提供している奴らがいるかもしれないって話はわかりました。話を戻もどします。それで、暗黒神エレボスとその一派は閻えん魔ま大だい王おうさまにどんな嫌いやがらせを？　何かその辺はわかっているんですか？」

　リアスが頷き、ゲオルクに視線を送る。

「ゲオルク、引き続き説明をお願いできる？」

　ゲオルクも応じて、話を続ける。

「ああ。奴ら──エレボス神とその一派は各地にある閻魔大王縁ゆかりの寺に術式を残していった。それに関しての調査はすでに終えているが、術自体はもう発動してしまっていた」

『──っ！』

　この情報に二年生たち（うたた寝ねしているイングヴィルド以外）は驚きよう愕がくしていた。

　すでに敵対者の術が発動しているのだから、今日まさに京都に修学旅行をしに来た彼女たちからしたらたまったものではないだろう。

　ゲオルクが続ける。

「ただし、それ単一では術が完成しない。要所要所に術をかけることで完成する術式だ」

「解かい呪じゆはできないんですか？」

　ギャスパーの問いにゲオルクが床ゆかに指を差しながら答える。

「下に流れるレイラインに術が流れてしまっているため、ほぼ不可能に近い。時間経過によって効果が薄うすれるのを待つしかないな」

　百鬼があごに手をやりながら訊く。

「レイライン？　奴ら何をする気なんです？　京都とその周辺はパワースポットだらけであり、レイラインばっかりだ。京都を丸ごと消しよう滅めつとかですか？」

　ゲオルクが言う。

「……『Ｄ×Ｄデイーデイー』の術式に長たけた関係者と検討した結果、もっと大規模なものだとわかった。──地蔵菩ぼ薩さつ。日本には『お地蔵さま』と呼ばれるものが全国各地にある。あらゆる不ふ吉きつから人々と土地を守るための道祖神だ。そして、閻魔大王と地蔵菩薩は同一視されている」

　ゲオルクのその説明だけで、察しのいいレイヴェルは顔を青ざめさせた。

「……まさか、そんな……っ！」

「……俺もフェニックスと同じ最悪の想像をしたかな」

　百鬼が苦々しくそう言う。

　ゲオルクは右手に小型魔ま方ほう陣じんを展開させ、テーブルの上に魔ま法ほうで作り出した京都の立体的な地図を発現させた。

　ゲオルクが左手で指を鳴らすと、地図の各地点が光の柱を出現させた。おそらく、観光名所であり、パワースポットでもあるところだろう。

「京都は術式都市であり、巨きよ大だいなパワースポットそのものだ。エレボスの術式は、その京都とその周辺自体をひとつの動力源に仕立てあげ、レイラインを通して全国に置かれた無数の地蔵菩薩に邪よこしまな力を流し、破は壊かいするつもりだろう」

　パワースポットを示す光の柱が地図の京都すべてを覆おおうほどの光の塊かたまりと化して、地図の外に流れていくイメージが目の前に展開した。

　京都で高まった力が、各地方に流れていく画えだった。

　絶句するギャスパー。

「全国のお地蔵さんを一いつ斉せいに壊こわしたら……っ！」

　目を細めながらリアスが頷うなずいた。

「この国のあらゆる場所で邪じや悪あくな気が一斉に流れ始めるわ。『地じ獄ごくの気』が地上にまで溢あふれ出し、あらゆる生せいに襲おそいかかる。そうすれば、その土地とその土地に住む動植物、住民に悪い影えい響きようを及およぼすでしょうね……。……この国の重要拠きよ点てんは、土地に流れる気脈を利用して、儀ぎ式しき、行事、結界、幸運を招いているところも少なくない。駒王町も例外ではないわ。あそこにもお地蔵さまがいくつもあるもの」

　今回、エレボスとグレシル、ソネイロンがしようとしていることの重大さを完全に理解した現二年生たち。

　……俺やリアスも事前に初代孫そん悟ご空くうのじいさん、ゲオルク、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの魔ま法ほう使つかいラヴィニア・レーニさんから、この説明を裏京都で受けたときに戦せん慄りつした。

　お地蔵さんがひとつやふたつ、いや、十体壊れてもただちにそこまで大きな影響はないだろうが、全国すべてとなると話は桁けた違ちがいにデカくなる。

　──奴ら、この国そのものに悪影響を与あたえるつもりだ。

　仁村さんがその場で立ち上がり、テーブルに身を乗り上げながら口をひくつかせていた。

「こ、これって、超ちよう大事──ですよね？」

　この場に説明に来ている俺、リアス、ゲオルクは難しい表情だった。

　ゲオルクが言う。

「閻魔大王が取り仕切っている仏教の地獄は現在大おお慌あわてで今後の対策をどうするか検討を開始している。同時にこの京都に奉たてまつられている神々も静観を止やめて、三大勢力及び『Ｄ×Ｄデイーデイー』に協力している勢力に接せつ触しよくしてきている」

　去年、英えい雄ゆう派が暴れたときも静観していた日本の神々すら今回は協力的になっている点で、ヤバい案件だってのを痛感するね。

　リアスが言う。

「……ニュクスはイングヴィルドの神滅具ロンギヌスを利用して、駒王町にちょっかいを出してきた程度だったけれど、兄であるエレボスは規模が違ちがうわ。この国自体に悪意を向けてきた。北ほく欧おうの悪神ロキのとき以上の悪意をね」

「……四、五年前に起きたっていう事象を考えてしまいます。俺は伝聞だけだけど」

　百鬼がぼそりとそう言う。

　ゲオルクが頷く。

「『オズの魔法使い』が行った事件を参考にしている部分もあるのだろう。……俺たちも似たようなことを去年に行ったからな」

　魔法で出来た立体的な地図に目をやりながら、百鬼が訊いてくる。

「……それで、これの対策は？　俺たちは具体的にどうすればいいんですか？　兵ひよう藤どう先せん輩ぱいとリアス先輩や『Ｄ×Ｄデイーデイー』はすでに対策を立てているからこそ、この人避よけの結界を展開したんですよね？」

　ったく、察しのいい後輩男子だぜ。

　気持ちの切り替えも速いから、マジで助かる。

　俺が言う。

「もちろん、阻そ止しする。今回関わる地獄の盟主陣じん営えいの奴やつらを完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶす」

　俺の言葉に後輩たちが勇ましい表情となった。

　リアスが言う。

「冥めい府ふ側からもリーク情報を得られたの」

「……冥府が一枚岩ではないことは聞いてましたけど、よく聞き出せましたね」

　小猫ちゃんがそう言った。

　シトリー眷けん属ぞくの『騎士ナイト』──死神っ娘このベンニーアさんの父親は最上級死神グリム・リツパーオルクスであり、冥めい府ふ陣じん営えいのなかではハーデスの行動にも懐かい疑ぎ的な思いも抱いだいている穏おん健けん派に属する。以前にもオルクス側から情報を提供してもらったりもした。冥府側にはそういうヒトもいたりするのだ。

　それを踏ふまえた上でゲオルクが言う。

「以前、天てん帝ていに冥府へ堕おとされたときに色々と伝つても出来た」

『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のあと、上位神滅具ロンギヌスを持つゲオルクとレオナルドは、帝たい釈しやく天てんの手により一時冥府に堕とされていたからな。そこで色々と研究をしていたようだが、死神グリム・リツパーの知り合いもそれなりに出来たようだった。

　リアスが後輩たちに告げる。

「今回は反ハーデス派の死神グリム・リツパー陣営と冥府の戦後処理の話にまで内々に踏み込んだわ」

「せ、戦後処理!?　まるで戦争のような……っ！」

　百鬼が驚愕した声音でそう漏らす。

　リアスが続ける。

「今回の事件を各勢力の上層部は、地獄の盟主陣営の戦争行こう為いと見なしたわ。よって、各陣営協力態勢のもと、抑よく止し力りよくとしてのテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』にハーデスとその協力者たちの撲ぼく滅めつの命を降くだしたの」

『──ッ!!』

　──撲滅、という強い言葉を聞いて、後輩たちも驚おどろき、息を吞のんだ。

「…………っ。……戦争か」

　百鬼も重々しくそう口にする。

　リアスが言う。

「今回はそれの初戦ね。散々攻せめ込まれておいて、それもおかしな話だけれど。でも、そろそろハーデスたちと決着をつけないといけないわ。こちらも辛しん酸さんをなめさせられたもの」

　そう口にするリアスの瞳ひとみは──怖こわい光を乗せていた。

　……これまで色々と攻め込まれてきたもんな。大会開かい催さい中ちゆうもお構いなしで邪じや魔まをされてきた。俺の両親にも牙きばを向けてきたし、今後の平へい穏おんを守るためにも、決着はつけなくてはいけない。

「作戦は明日よ。早めに動いて出鼻をくじくぐらいのほうがいい。開始時間はあとで教えるわ」

　リアスはそう述べた。

　ゲオルクが今回の戦いの概がい要ようを口にし出す。

「それで作戦だが、リーク情報のおかげで敵のおおよその位置は摑つかめた。行動を起こされる前に彼らの戦力の大半を戦せん闘とう特化の疑似空間に送る」

　ゲオルクは再び手元の魔方陣を発動させ、テーブルの上に展開する京都の立体映像地図が上に上がると、その下に出来た空間に新たな立体映像地図を出現させた。

　新たな立体映像地図は裏京都に酷こく似じしていた。

　これを受けて小猫ちゃんが言う。

「……裏京都っぽいですね、この疑似空間」

　頷くゲオルク。

「妖よう怪かい側も協力してくれることもあり、彼らが馴な染じんだ世界を疑似空間として再現させる。これならば、どこに何があるか、俺たちも把は握あくしやすい上に諸もろ々もろ戦術戦略も立てやすい」

　そう、今回のエレボス一派と戦う予定の空間は裏京都を模したものだ。

　去年は京都の都市をそのままそっくりの疑似空間として展開したが、今年は裏京都だ。

　ギャスパーが疑問を口にする。

「相手は魔ま王おうクラスとされる悪魔や原初の神さまもいるんですよね？　しかも正体不明の……冥府産の悪魔も無数にいる。それだけの規模を一気に転送とは……」

　ゲオルクが薄く笑えみを浮うかべて、メガネを指で直す。

「今回は俺の能力の使用が許可された。上位神滅具ロンギヌスの本当の力が見せられそうだ」

　ゲオルクとレオナルドの能力は凶きよう悪あくすぎる上に使い方しだいでは、一国を滅ほろぼせるだけの力を持つ。いや、世界に影響すら与えるかもしれない。

　それゆえ、ゲオルクとレオナルドは神滅具ロンギヌス能力の使用を制限されていた。ゲオルクはある程度までは使えるが、未熟なレオナルドは能力を封ふう印いんに近い状態にされている。

　そのゲオルクの能力使用に対して、彼らの監かん督とく役である帝釈天と、三大勢力の許可及び各神話のＶＩＰからも承しよう諾だくが出た。

　ゲオルクが本来の神滅具ロンギヌスの力を発現させるには、それだけの根回しが必要なのだ。何せ、彼らは（シャルバ・ベルゼブブの横やりもあったとはいえ）『魔獣騒動』で色々とやらかしてしまっている。それが今回許された格好だ。

　それだけ、各陣営が地獄の盟主たちのやり方に本格的にＮＧを突つきつけたのだろう。

　俺が後輩たちに言う。

「てなわけで、俺の眷属を含ふくんだグレモリー眷属に英雄派、西遊記チーム、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム、裏京都の妖怪軍団は疑似空間でエレボス一派を打ち倒たおすつもりだ。──その上で二年生とロスヴァイセさんたちにやってもらいたいことがある」

　リアスが小猫ちゃんたちに目を配らせながら指示を伝える。

「小猫、ギャスパー、レイヴェル、百鬼くんたちはロスヴァイセ、ロイガンさま、五大宗家と共にこちらの京都を守ってもらいたいの。おそらく、こちらに本隊から離はなれた別働隊も現れるわ。その者たちを迎むかえ撃うってちょうだい」

『了りよう解かい』

　すぐに後輩たちは了りよう承しようしてくれた。

　俺は眷属の『女王クイーン』であるイングヴィルドに目を向ける。

　うとうとしていた彼女が、自然と目を開き、俺のほうに視線を合わせた。

「イングヴィルド」

「なに、イッセー？」

「このあと、キツい戦闘があると思う。無理そうならホテルで待機してくれてもいいからな」

　彼女は魔ま力りよく操作を覚えてきたとはいえ、実戦はないに等しい。戦いの空気に押されて、能力が発揮できない可能性も高い。

　そのため、待機をしても誰だれも恨うらまないのだが──。

　彼女は首を横に振ふった。

「ううん、戦う。あなたの眷属って、そういう定めな気がするから」

　──っ。

　……本当、厄やつ介かいな出来事に巻き込まれやすい『王キング』で申し訳ない。けど、これもイングヴィルドが言うようにそういう定めなんだろうか。

　俺は頷うなずく。

「わかった。レイヴェルの指示に従ってくれ。レイヴェル、イングヴィルドを頼たのむ」

　俺がレイヴェルにそう言うと、彼女も快く、

「わかりました。ただし、危険を察知しましたら、下がらせます」

　最良の返事をしてくれた。

　そこまで確認したところで、ゲオルクが続ける。

「大まかにこのような感じだ。細かいところも話したいところだが、そろそろ時間だろう」

　腕うで時ど計けいを見るゲオルク。外の時間を確認したのだろう。

　ゲオルクが懐ふところから手紙を取り出す。

「これに作戦が書いてある。ホテルの部屋で見てくれ。そのあと、手紙を閉じてくれれば自然と消しよう滅めつし、証しよう拠こは残らない」

　レイヴェルが代表して作戦の手紙を受け取った。

　俺がレイヴェルに言う。

「ロスヴァイセさんとロイガンさんにもよろしく伝えておいてくれ」

「わかりましたわ」

　レイヴェルも頷いた。

「ここの空間を解除する。解除後、何事もなかったように振る舞まってくれ」

　それを確認したところでゲオルクが指を鳴らすと──空間全体が揺ゆらぎ、一いつ瞬しゆんで現実のホテルの喫きつ茶さ店てんに戻もどってきた。俺たち以外の客や店員も自然と目に映った。

　ゲオルクも変装した姿に再び戻り、何事もなかったように元の席に座っていた。

　リアスが、

「ということで、修学旅行を楽しんでちょうだい。何かあったら、連れん絡らくするわね」

　とだけ言い、席から立ち上がる。

　俺は思いだしたかのように後こう輩はいたちに言った。

「あ、このあと、ロスヴァイセさんから百均ショップについて注意事じ項こうがあると思うけど、アザゼル先生いないから、話が長いと思うぞ」

　俺の経験談に後輩たちは苦笑いしていた。

　──と、二年生組にも作戦を伝えたところで、明日の準備をしなくちゃいけない。

　俺とリアスは裏京都に戻り、仲間たちと明日の作戦までの話し合いをすることになる──。




　　　　─○●○─




　後輩たちに秘ひ密みつ裏りの話し合いをした日の夜──。

　裏京都に戻った俺とリアスは、エレボス一派打だ倒とう作戦を詰つめるため、中心メンバーを集めて、八や坂さかさん──九きゆう尾びの御おん大将の屋や敷しきにて、話し合ったのだった。

　会話の内容が漏もれないようゲオルクの例の空間を利用しての話し合いだ。まあ、九尾の御大将の屋敷にいる者に『隠れ禍ヒドウン・カオスの団・ブリゲード』がいないとは思うのだが……用心に用心を重ねた。

　そして、話し合いが終わったあと、メンバーは一いつ旦たん解散となり、明日の作戦開始時刻となる正午まで待機となった。

　俺は屋敷の庭で背せ伸のびをしたあと、他の妖怪たちに見られないように裏京都でも回ってみようかなと思った。

　──と、庭の先にある高台に人ひと影かげを見つける。

　曹操だった。高台から眼下に広がる裏京都の町並みを見ているようだ。

　俺はそれとなく近づき、横に立った。

　眼下に広がる妖怪の町は、そこかしこに灯あかりを点ともしており、終始薄うす暗ぐらい空模様の世界を仄ほのかに照らしている。それがとても幻げん想そう的だった。

　曹操がぼそりとつぶやく。

「妖怪の世界。ここにはここの生活があり、家族もある、か。そして、キミにも家族がいる」

「どうしたんだよ、急に？」

　あまりガラにもないことを口にしたものだから、俺もちょっとだけ怪け訝げんな念を抱いだいてしまった。

　曹操が構わずに続ける。

「悪魔も妖怪も……異形は人間の敵であり、人間の手で討うたれなければならない。少なくとも、去年までそう考えていた」

「ちっぽけな人間の野望だ夢だって言ってたな」

「キミは襲おそいかかってきた俺たちを払はらいのけ……仲間や大切なもののために戦っていた」

　去年の京都での英えい雄ゆう派との一戦……その後の『魔ま獣じゆう騒そう動どう』までの流れを脳裏で思い返す。

　その上で俺は曹操に言う。

「人間はちっぽけなんかじゃねぇよ。悪魔や天使や妖怪だって、ちっぽけじゃねぇ。皆みな、生きてる。当たり前のことで、よくある台詞せりふをいま吐はいてるけどさ。おまえだって、ちっぽけじゃねぇぞ、曹操。やったことは反省してもらうけどさ」

　曹操は肩かたをすくめて言った。

「俺自身はちっぽけさ。この槍やりしかない。まあ、仲間もいるが」

「その槍で誰かを守るってのが出来るじゃねぇか」

「──っ」

　俺の言葉に曹操はこちらに顔を向ける。

　その表情は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったようなものだった。

　俺は続ける。

「誰かを守るってよ。本当はすげえことなんだ。……だってよ、力がなければ守りたくても守れないものがたくさんあってさ……。俺は悪魔になりたての頃ころ、まったく力がなくて……何度も守れなかったものがあったよ。だから、必死こいて足あ搔がいてきた。なあ、曹操。誰かを守れる力があるってすげえことなんだぜ」

　力がなければ、大事な誰かを助けることもできない。

　俺は……それで何度も悔くやしい思いをしたからこそ、次は勝とう、次は守ろうと必死こいて特訓を重ねてきた。

　幸運なことに色んなヒトの協力もたくさんあって、俺はいまの力を持った。

　悪魔に成り立ての頃は、泣くこともあったよな。

　曹操は薄暗い空を見上げる。

　そして、ぼそりとこう漏らした。

「…………俺とジークフリートが、もっと前に……キミと出会っていたら、少しは違ちがっていたのかもな」

　空を見上げる曹操の瞳ひとみは、悲ひ哀あいと後こう悔かい、懺ざん悔げの色があるように見えた。

　だが、一転して曹操は俺にこう申し込んでくる。

「なあ、兵藤一いつ誠せい。キミは俺とも友達になってくれるか？」

　──っ！

　な、何を急に言い出すんだ、こいつは!?

　驚おどろくなんてもんじゃないぞ！

「な、なんだよ、あらたまってよ！　ガラじゃないこと、急に言うな！　ビビるぞ！」

　慌あわてるように俺はそう返す。

「ふっ、なんとなくだ」

　曹操はいつものクールな顔つきに戻っていたが……。

　しばし、俺と曹操は無言となるが──。

　俺はプッと吹ふきだしてから言った。

「ま、こういうダチがいてもいいかもな」

　こいつとは色々あったけど、いまじゃ同どう僚りようみたいなもんだ。それに敵から味方になった奴やつなんてチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の周囲では珍めずらしくないってのもある。

　敵ではなく、ライバルとして──。

「では、俺が──」

　ふと曹操が言いかけたときだった。

「がーっ！　魔ま龍りゆう将しようバーヴォに勝てると思っているのかーっ！」

「「「「わーっ！」」」」

　英雄派の巨きよ漢かん──ヘラクレスと妖よう怪かいの子供たちが、高台のほうまで現れた。

　ヘラクレスは『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』の敵役「魔龍将バーヴォ」のお面を被かぶり、役に徹てつして、子供たちと遊んでいたようだ。子供たちも鎧よろいを着た俺のお面をしていたり、ダークネスナイト・ファングのお面をしていた。

　ヘラクレスが俺と曹操を視認してお面を外した。

「おっと、話し合いの邪じや魔まだったか。おい、お前ら、お面これを返すから、そっちで遊んで来い」

　ヘラクレスは子供たちにお面を返すと、子供たちもどこかに駆かけていった。

　俺と曹操の注目を集めたことから、ヘラクレスが照れくさそうに言う。

「冥めい界かいで幼よう稚ち園えんの守衛なんてもんをしてるから、ガキのお守もりがある程度得意になっちまってな」

　ヘラクレスは『魔獣騒動』のあと、冥界政府に捕つかまり、悪いことができないように何重もの呪じゆ術じゆつを体に刻まれている。何か悪さをしたらすぐにそれが発動して身が焼かれる。

　その上でリアスのお兄さん──魔ま王おうサーゼクス・ルシファーさまは、ヘラクレスを悪あく魔ま世界の首都リリスにある幼稚園のひとつに用務係兼けん守衛として従事するよう指示をくだした。

　ヘラクレスは大会の試合や帝たい釈しやく天てんからの命令、『Ｄ×Ｄデイーデイー』への協力がないときは基本的に幼稚園で用務係の仕事をしている。

　同じように英雄派の紅一点であるジャンヌも、事件後にヴァチカンに移送されて罪に問われ、教会のトップである法王聖下の指示で戦士育成機関にて見習いコックとして働いていた。

　そのせいか、二人とも以前よりもトゲが無くなったというか、大分ヒトが変わったように思える。

　ヘラクレスは幼よう稚ち園えん児じとも打ち解け合っているようで、うまく用務係をやっていると聞く。妖怪の子供と遊んでいたのも、そういう経験があったからだろう。

　そのヘラクレスが俺に顔を向ける。

「おい、おっぱいドラゴン」

「なんだ？」

「──ここでのショー、成功させろよ。ショーのチケットがどれだけのもんか、お前ならわかってんだろ？」

『乳龍帝おっぱいドラゴン』のイベントショーのチケットは、非常に取りづらいプレミアムなものになっていた。

　番組は冥界だけでなく、各勢力でも放送されているためか、悪魔以外にも認知されていた。俺やリアス、番組の関係者の多くがレーティングゲーム国際大会に出場しているのもあって、人気度と認知度は爆ばく発はつ的に広がっていた。

　それもあって、裏京都での講演もチケット争そう奪だつ戦になったようだ。

　ヘラクレスはそのことを俺に言っていた。

　ヘラクレスがこう続ける。

「プラチナチケットをゲットしたガキどもに一生分の思い出を与あたえんのが、お前らの役目だ。んで、俺ら英雄派は、それのガード。なーに、去年迷めい惑わくかけた分は返すさ」

　それだけ言うと、ヘラクレスは踵きびすを返して、この場をあとにする。

　ヘラクレスを見送りながら、曹操が言う。

「変わっただろ？　冥界の上役の采さい配はいで、すっかり毒を抜ぬかれた。彼もジャンヌも仲間たち全員がね」

　現在の英雄派は、帝釈天の先兵として機能し、時に須弥しゆみ山せんのために、時に『Ｄ×Ｄデイーデイー』のためにと動いている。

　その他では、それぞれが個人で人間界にて働いていた。天てん帝ていからの報ほう酬しゆうと合わせて、それらで得たお金を『禍の団カオス・ブリゲード』所属時に破は壊かいした都市部への復興支し援えん金として送っているという。

　彼らは彼らなりの償つぐないをしていた。

「おまえも変わったさ」

　俺はそう言うと、曹操は小さく笑みを浮うかべた。

「そうだな、それだけキミとの一戦は劇的だったということだ。いや、劇薬とも言うな」

　……そういや、さっき曹操が言いかけた言葉が気になるな。

「なあ、曹操。さっき──」

　俺がそう口にしたときだ。

「イッセーくん。ここにいたんだね」

　木場が登場する。

　木場が俺と曹操を見ながら言った。

「何か話し込んでいたのかな？　邪魔だったかい？」

　曹操が首を振ふった。

「いや、立ち話をしていただけだ。彼に用事なら連れて行くといい」

　曹操はそう言うと、その場をあとにしてどこかに去っていく。

　俺と木場だけになった高台。

　結局、何が言いたかったのか聞きそびれてしまったけど……まあいいか。

　俺は木場に問う。

「それで、どうした？」

「リアス姉さんがイベントの予行演習をしようって」

　なるほど。ショーイベントは作戦が成功したら、きちんと行おうということで話が進んでいたわけだけど……リアスはこのような状じよう況きようでも舞ぶ台たいの稽けい古こをやるべきだと判断したんだろう。

　さすがリアス。どんな状況でも妥だ協きようはしないね。エレボスも倒たおす、京都も観光する、イベントも成功させるってのをすべて叶かなえさせるつもりだ。

　主演の俺も気合いが入るってもんだぜ！

「わかった。一いつ緒しよに行こう」

　俺は木場と共に会場まで足を運ぶことに。

　そんなときにふと気になったことを口に出す。

「ところで木場。ソネイロンと戦ってたとき、随ずい分ぶん煽あおりまくってたな。どうした？」

　俺がからかうようにそう言うと木場は気き恥はずかしそうに顔を赤くした。

「…………観光、楽しみにしていたからさ。今年は皆みなで平和に観光できればいいなと思っていたから、ついね」

　そっか。去年が去年だったからな。それに今回はリアスと朱あけ乃のさんもいる。木場としても、今回の京都出張をとても楽しみにしていたんだな。

　俺は木場に言う。

「全部やろうぜ。エレボスたちをぶっ倒して、京都もまた観光して、イベントも盛り上げまくる！　それでこそ、グレモリー眷けん属ぞくだろ？」

　俺の言葉に木場も「その通りだね」と勇ましく答えてくれた──。




　　　　─○●○─




　作戦開始の前夜──。

　俺は九尾の御おん大将の屋や敷しきにある大浴場に来ていた。純和風、木造の浴場になっており、なかも広々としていた。

　さらに外にも露ろ天てん風ぶ呂ろがある！

　……これって、裏京都の温泉なのかな？　などと思いつつも、俺は体を洗ったあと、露天風呂のほうに向かった。

　五十人ぐらい軽く入れそうな外の大浴場。空は……いつも通り薄うす暗ぐらいままだけど、それがいまだと風流にも感じられるな。

　……ふぅ、一人になるとつい思ってしまうよな。

　まさか、二年連続で、京都で騒そう動どうに巻き込まれてしまうなんてさ。

　……いや、俺たちが行くところに敵対している連中が集まりやすい……追ってきているような感覚……。




　──キミにとっての平和が、苦痛と感じてしまう者がいるということだ。




　……以前にヴァーリから言われたことが、また脳のう裏りに蘇よみがえる。こうして敵対勢力から攻こう撃げきを受けるたびにどうしてもそれを思い返してしまう。

　旧魔王派のシャルバ・ベルゼブブ、クリフォトのリゼヴィム・リヴァン・ルシファー、そして地じ獄ごくの盟主連合……。

　奴らは俺たちに対して明らかな敵意を持って接せつ触しよくしてきている。

　俺たちと敵対してそのあと打ち解け合うというか、共に戦える奴らもいる。ヴァーリや曹操たち英えい雄ゆう派、クロウ・クルワッハとかさ。

　地獄の盟主たちは……全部が敵意を抱いだき続ける者たちってのは考えたくない。……でも、それは理想か。

　俺は……親を狙ねらわれたんだぞ。このままこんな小こ競ぜり合いを続けたままじゃ、いずれ俺は大切なヒトの誰だれかを失うかもしれない。いままで運が良かっただけで……。

　ようやく今回の件で各勢力が、ハーデスたちをとっちめようと判断を下したんだ。被ひ害がいが広がる前に倒したほうがいい。

　──俺たちの平和を勝ち取るために。たとえ、互たがいに正義のあり方が違ちがったとしても。

　俺は顔の半分まで湯に浸つかる。

　…………けどさ、こうも思うよ。

　……俺、いつまでレーティングゲームの試合以外の戦いをしていくんだろう……。

　……悪魔の生が一万年だとして、俺はまだこの世界で二年めだ。それなのにこの戦せん闘とうの経験数……。こんなのをあと一万年近くも経験するのか？

　いや、そもそも一万年も俺たちを敵視する連中がいるのか？

　ハーデスたちを倒せば、この地球の人間界と、そこに隣となり合う超ちよう常じようと異形の世界の敵対勢力は無くなる……と信じたい。

　そうすれば本当の平和が……当面の平和が訪れると俺は──。

　そんなふうに物思いをしているときだった。

　もにゅぅぅぅんと最上級の柔やわらかい感かん触しよくが俺の肌はだを襲おそう！

　誰かが俺の背中から引っ付いている!?

　肩かた越ごしに顔を覗のぞかせてきたのは──八坂さんだった！

「何を考えておるのかの？」

「わっ」

　突とつ然ぜんの八坂さん登場に俺は驚おどろき、離はなれようとするが──ぐいっと腕うでをつかまれ、そのまま引き寄せられてしまう！

　むにゅぅんっ！

　俺の顔が八坂さんのどデカいおっぱいに埋うもれていくぅぅぅっ！　極上すぎる弾だん力りよく！　やわらかさ！　張り！　つや！　すべすべした感触！　あらゆる最高の感覚が顔から全身に伝わっていき、たまらん状態になっていく！

　八坂さんは俺を抱だきしめ、密着したまま言う。

「赤せき龍りゆう帝てい殿どのの部屋にお邪じや魔まする前に身を清めようと来てみたら、ちょうどおるのでな」

　そ、そうは言うけど、ここ混浴だったの!?　家の従者さん（女性の妖よう狐こ）からは、風ふ呂ろはここだって教えてもらって来たんだけど！

「こ、ここって、混浴ＯＫだったんですか？」

　俺がそう訊きくと、八坂さんは微笑ほほえんで言う。

「ここは女子おなご用じゃ。わらわと九重くのう、他には女子の従者も使うておる」

　じょ、女性用かよ！　なんであの従者さんは俺をここに連れてきた!?　女湯に入れるのは、うれしいけどさ！

　八坂さんが俺の心の疑問に答えるように言う。

「赤龍帝殿は契ちぎりを交わした女子たちと風呂に入ると聞いておるであろうからな。それでうちの者が気を利きかせたのじゃろう」

　マジかよ！　そんな気の利かせ方がありましたか！

　…………って、さっきの八坂さんの言葉、いま気づいたけど……『赤龍帝殿の部屋にお邪魔する前に──』って……。

　つい俺は訊いてしまう。

「あ、あの」

「なんじゃ？」

「さっき、俺の部屋にお邪魔する前にって……」

　そこまで言うと、八坂さんはずずいっと迫せまってくる。俺は圧おされながら、後退していくうちに浴場の端はじっこというか縁へりにぶつかってしまう。そのまま縁に押し上げられる格好の俺。八坂さんは構わず迫ってきて、俺を縁──というか、石いし床どこに押し倒す格好となった！

　俺の目の前でとてつもなく大きいふたつの乳ち房ぶさがばるるんぶるんと縦じゆう横おう無む尽じんに揺ゆれまくっていた！

　八坂さんが艶つやっぽい声音で言う。

「大事な戦いくさの前に戦意向上をしようと思うての。赤龍帝殿の相手をしようと思うてな」

「お、俺の相手？」

「人間側の京都とこの妖よう怪かいの住む裏京都のために戦ってくれるのじゃから、この体を使って慰なぐさめのひとつでもと思うてな」

　な、慰めのひとつ……っ！

　大事な作戦の前に一体全体どんなことを考えておられたのですか!?

　八坂さんはゆっくりと眼下の俺の体に身を寄せてくるぅぅぅっ！

　俺の体に八坂さんの乳が！　お腹なかが！　太ももがピッタリと密着してきたぁぁぁっ！

　女によ体たいのあまりにも素す晴ばらしい柔やわ肌はだが、俺の全身に覆おおい被かぶさってきて……脳みそが沸ふつ騰とうしてしまう！

　鼻血はダラダラと出るばかりだ！

　こ、こんな！　年上の美女にこんなことをされてしまったら！　本当にたまらなくなってしまうよ！

　八坂さんが耳元で囁ささやくように言う。

「九重は常々弟か妹が欲しいと言うておった。わらわもそろそろ二人目がいてもよいと思うていてな。せっかくじゃ、もうここでよい。──わらわのなかに天てん龍りゆうの子種を頂けぬか？」

　…………っ。

　もはや、言葉にもならない衝しよう撃げきの連続で……。八坂さんの色っぽい声から、とんでもない発言ばかりが耳に入ってくるものだから、もう冷静に脳みそが機能しなくなってきた！

　そんな状況の俺に八坂さんは──唇くちびるまで重ねてきた！

　強引に俺の唇を吸い、そのまま舌まで口のなかに押し込んできてこちらのベロと絡からめてくる！

　ディープなキスは収まる気配がなく、長く、粘ねばっこく、執しつ拗ようなまでに八坂さんは俺の舌を求めてきた。

　…………び、美女の舌使いに俺は脳みそがとろけきり、意識すらぶっ飛んでいくような感覚となっていた……っ！

　しかし、ぶっ飛びそうな意識が突とつ如じよとして戻もどる出来事が起きた。

「……母上？」

　覚えのある声！

　く、くくくくくくくく、九重か!?　こ、このタイミングで!?

　母親と俺が風呂でキスしている場面に出くわすなんて！

　ふいに八坂さんが俺の口から舌を引っ込める。唾だ液えきの糸を伝わせ、八坂さんが最後にやさしく俺の唇をちゅぅっと吸い、ディープキスは終わった。

　俺は目がぐわんぐわんと回って、身を起こすだけの余よ裕ゆうもなくなり、九重のほうに向くことすらできなかった。

　九重がぺちぺちと石床を駆かける足音が聞こえる。

「は、母上！　イッセーがなぜここに!?　と言いますか……な、何をされておられたのですか!?」

「九重。下がっておれ。いま赤龍帝殿は母と契りを交わす最さ中なかじゃ」

「…………」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく──。そして堰せきを切ったように九重が言う。

「は、は、破は廉れん恥ちですぞ、母上ぇっ！」

　途と端たんに八坂さんは切ない声を出す。

「……母は寂さびしいのじゃ。妖怪たちの指揮を執とる一方で、殿との方がたに甘えたいと思う日もある。好みの殿方がおるのじゃから、潤うるおいを求めてもよいじゃろう？　何より九重の弟妹が出来るやもしれぬ。欲しいとは思わぬか？」

「そ、それは……欲しいといえば欲しいですが……」

「そうじゃろう？」

　そうじゃろう？　じゃないと思います！　む、娘むすめの前で子作りの必要性を説くだなんて！

　……ま、まあ、俺は子作りの相手でも全然構いません！　むしろ光栄なぐらいです！

　で、でも、九重の前では無理では……？

　俺はそう思っていたのだが、八坂さんは違った！

「九重。近ちこうに寄るがよい。間近で母と赤龍帝殿の交わりを見ておれ。いずれ、おまえも赤龍帝殿のもとに嫁とつぐやもしれぬのだからな」

　娘に子作りを間近で見ろとまで言った！

　八坂さん、すげえええええええええっ！　大だい胆たんかつ、エロすぎるぅっ！

　当然、戸と惑まどいの声を九重は漏もらす。

「し、しかし、母上。イッセーと母上の子が産まれたら、イッセーは私の父上になってしまいまするぞ？」

「それはそれ。妖怪と悪あく魔まの情事じゃ。気にするでない」

　気にしてくれぇぇぇぇえええええええええええええっ！

　ふ、複雑な家庭環かん境きようになっちまうぞ!?

　そんなときだった。

『イッセー。母娘おやこ丼どんってやつもいいぞー』

　そのようなアザゼル先生の声が脳裏に聞こえたような気がしたんですが!?

　そんなふうに思っているのもつかの間、八坂さんは石床に仰あお向むけ状態の俺に跨またがり、官能的な表情と声で言う。

「さあ、赤龍帝殿。九重の父上になってもらうぞ」

　ち、父上になっちまうぅぅぅぅぅっ！

　なんか、先日のロスヴァイセさんの件といい、俺を父親にしようとする女性の勢いが凄すさまじいというか！

　お、俺、高校生で父親に!?　そ、そんなテレビドラマの泥どろ沼ぬま設定に俺が……っ！

　八坂さんの顔がまた俺に近づいてきて──。

「そこまでです」

「ええ、そこまでですわ」

　聞き覚えのある声がまたする！　仰向けのまま声のするほうを見上げれば──そこにはリアス（全ぜん裸ら）と朱乃さん（全裸）の姿がっっ！

　なんてこった！　婚こん約やく者の浮うわ気き（？）現場的なものを見られちまった！

　二人の登場に八坂さんが驚いていた。

「なんと。お二方ともいつの間に。気配にまったく気づかなんだ」

　うん！　リアスと朱乃さんの気配を殺して近づくスキルは凄まじいんだ！　特にこういう現場では効果を発動させる！　妖怪の御おん大将──九尾の狐たる八坂さんにまで気配を感じさせない辺り、どんどん能力が向上している気がするよ！

　リアスが額に手をやりながら息を吐はく。

「……何か、予感めいたものを感じたものだから来てみたら……」

　朱乃さんも頰ほおに手をやりながら言う。

「私も『あ、うちの旦だん那なさまが他の女性といけない雰ふん囲い気きになっているかも』って気がしまして……」

　鋭するどい！　女の勘かん的なものが鋭えい敏びんになってきてませんか!?

　しかし、ここに現れたのはリアスと朱乃さんだけじゃなくて──。

「あら、いい雰囲気の露ろ天てん風ぶ呂ろ──って、ちょっと、ゼノヴィア、アーシアさん！　こっちに来て、すごいわ！」

「どうした、イリナ？　風呂がすごいのか──って、すごいな、これは！」

「どうされたんで──はぅぅぅっ！　イッセーさんがすごいことにっ！」
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　イリナ、ゼノヴィア、アーシアまでもが登場し、この状じよう況きようを見て驚きよう愕がくしていた！

　俺の将来の嫁よめさんたちが集結してきたことで八坂さんも苦笑せざるを得なかったようだ。

「ほほほ、なるほどのぅ。赤龍帝殿の想おもい人にでもなると、このようなことが察知できるのやもしれぬな」

　言うなり、俺から離はなれていくが、その間ま際ぎわに耳元で八坂さんがつぶやく。

（わらわとの契ちぎりはいずれ必ず、な）

　──っ。

　…………そ、そのようなことを言われてしまい、頭のなかは沸騰してしまった。

　…………び、美女からそんなことを予約のように言われてしまったら……あーあー、鼻血がドバドバ出てきて……。

　リアスが呆あきれるように息を漏らす。

「……私、御大将までまとめることができるのかしら……」

　立場上、俺の婚約者のリーダー格でなければならないリアスは苦笑していた。

　結局、そのまま皆みなで露天風呂を楽しむことになってしまった。

　なんだか、ハプニングがあったせいか、逆に頭のなかがスッキリしたというか、余計な思し慮りよを吹ふっ飛ばせた気がする。

　よし、明日の作戦！　絶対に成功させよう！




　　　　─○●○─




　そして、エレボス一派と戦う予定の日──。

　俺は部屋で戦いの準備──レーティングゲームで着ているチーム用の制服に袖そでを通した。

「よし」

　身み支じ度たくが済んだところで部屋を出ると──廊ろう下かで九重が待っていた。

　不安げな表情を浮うかべていると思ったら、途端に勇ましい顔に転ずる。

「……イッセー。京都とこの裏京都をよろしく頼たのむのじゃ」

　九重がそう言ってくる。

　俺は九重の頭をなでて言った。

「当然だ。さっさと原初の神さまをぶっ倒たおして、ショーイベントをやらないとな」

「うむ！　その通りなのじゃ！」

　九重も元気よく返事をしてくれた。

　ふと、九重が首にかけていた首くび飾かざりが気になった。蛇へびを思わせる首飾りで、虹にじ色いろだ。

　俺の視線に気づいたのか、九重が首飾りを手で触さわりながら言う。

「これはフィス殿どのにもらったお守りなのじゃ」

　へぇ、オーフィスからの……お守りか。虹スペクター龍・ドラゴンとウロボロスを同時に思わせる作りだな。

　そういうやり取りもあったなかで、俺たちは屋や敷しきの前に集つどった。

　今回エレボス一派と戦うために集ったグレモリー眷けん属ぞく（俺の眷属も含ふくむ）、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム、英えい雄ゆう派、裏京都の腕うで自じ慢まんの妖よう怪かいたち（八坂さんも含む）。ここにはいないけど、初代孫そん悟ご空くうのじいさんたち西遊記チームも別のところで待機していた。

　あと人間界の京都では、レイヴェル、小猫ちゃん、ギャスパー百鬼たち現二年生チームとロスヴァイセさん、ロイガンさん、五大宗家の術者たち、騒さわぎを聞いて駆けつけてきてくれた各勢力の協力者陣じんが待機中。

　基本的にオフェンスとなるのは、グレモリー眷属と『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと英雄派、裏京都の協力者だ。サポート兼けんディフェンスが西遊記チームと二年生チームとロスヴァイセさん、ロイガンさん、五大宗家側、各勢力の協力者陣となる。

　オフェンスのやることは、疑似空間の裏京都に送られたエレボス一派の本隊のもとに行き、打だ倒とうすること。ディフェンスはエレボス一派の別働隊に応戦し、表の京都と裏京都を死守することだ。

　一応、リントさんのお願いで、彼女は今回英雄派陣じん営えいに身を置くことになった。

　……チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の他のメンバー──バアル眷属、アガレス眷属、デュリオたち転生天使の『御使いブレイブ・セイント』チームは、自分の管かん轄かつ内に地じ獄ごくの盟主側の手の者が襲しゆう来らいしないとも限らないため、基本はその場で待機となるが、こちらの状況に応じて応おう援えんに来てもらうことになっている。

　最重要地域となる駒く王おう町は、シトリー眷属、ボーヴァ＆ストラーダ猊げい下か、ヴァーリチームはじめ、協力者の方々が不測の事態に備えて待機してくれていた。非常に心強い！

　守りは万全に近い。あとは攻せめ込むだけだ。

　屋敷の庭では、異空間に疑似空間を創り上げて操作するゲオルクが魔ま方ほう陣じんを展開しており、相手側の状況を調べていた。ゲオルクはここで疑似空間を管理及および敵が出ないように強固にロックする役目となる。エルメンヒルデはそのゲオルクのサポートとして、この裏京都に残ることになった。

「皆さん、ご武運を」

　エルメンヒルデは俺たちにそう告げてくれた。

　すでにエレボス一派が身を潜ひそめている空間（ゲオルクのように異空間に専用の領域を創り上げているようで、そこにグレシル、ソネイロン、地獄の盟主側の人工悪魔たちが潜んでいるという）は、どこにあるのかは特定されているため、その領域はいまどのような状況か、疑似空間に転送する前の下調べだ。

　瞑めい目もくするゲオルクが魔方陣を展開しながら言う。

「……最上級悪魔よりも強い者が二名と、上級悪魔ほどの魔ま力りよくとオーラを持つ者が無数にいるな……。おっと、目標を見つけた」

　曹操が問う。

「エレボスか？」

　ゲオルクが頷うなずく。

「ああ、オリュンポスの……古い神のオーラを感じ取った。ちょうどエレボスもいるということだ」

　なるほど、あちらの役者は全員揃そろっているわけだ。

　リアスと八坂さんが目で応じあう。

　リアスが言った。

「わかったわ。作戦を始めましょうか。皆々もＯＫかしら？」

　リアスの言葉に俺たちグレモリー眷属、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと英雄派、裏京都の協力者、そして八坂さんが頷く。

　俺がゲオルクに言う。

「んじゃ、始めてくれ」

「わかった」

　ゲオルクが了りよう承しようしたときだった。ゲオルクの顔色が変わる。

「──っ！　エレボスに気づかれた！」

『──ッ！』

　皆にも緊きん張ちようが走る！　領域を観察しているのがエレボスに気づかれたのか！

　曹操が叫さけぶ。

「ゲオルク！　やれるな！」

　ゲオルクがメガネをくいっと直してニヒルに笑えみを浮かべた。

「──『絶デイメンシヨ霧ン・ロスト』の所有者を舐なめないでくれ」

　次の瞬しゆん間かん、ゲオルクの魔ま法ほう力が劇的に高まり、それに至る！

「禁手化バランス・ブレイクッッ！」

　そう叫ぶと同時にゲオルクの極限にまで高まった魔法力が弾はじけ、この裏京都の空を埋うめ尽つくさんばかりの無数ともいえる魔方陣が展開しまくった！

　すっげえええええええええっ！

　空一面、魔方陣だらけになっちまったぞ！　ロスヴァイセさんがアースガルズの魔法武具「ミスティルティンの杖つえ」で強化したときよりも規模がデカい！

　確か魔ま法ほう及および魔方陣は北ほく欧おう式、悪あく魔ま式、堕だ天てん使し式、黒くろ魔ま術じゆつ、白しろ魔術、精せい霊れい魔術等々、多種多様に扱あつかえるんだよな！　それが無数に展開してやがる！

　これが神滅具ロンギヌス所有者であり、魔法の使い手でもあるゲオルクの本気！

　ゲオルクは手をパンと合わせた。そこに霧が集っていく。それをゆっくり開くと、手と手の間に立体的な長方形が生じる。それが疑似空間の素もととなる。

　ゲオルクが疑似空間の素に何重ものプロテクトのようなものをかけたあとで、空に上げた。空に立体的な空間が浮かんだと思ったら、神こう々ごうしく輝かがやいたあとに魔方陣で転送される。

　あれで異空間に疑似空間が広々と展開することになるという。あんな小型だったものが、裏京都と同様の広さになるなんてさ……。

　──上位神滅具ロンギヌス『絶デイメンシヨ霧ン・ロスト』の禁バランス・手ブレイカー、『霧の中のデイメンシヨン・理想郷クリエイト』。

　所有者が望んだ結界装置を創りだす能力。創りだされた結界には様々な効果を付ふ与よできる。

　今回は魔ま王おうクラスの悪魔や原初の神さまでもそう簡単に抜ぬけ出せない効果というか頑がん強きようさを付け加えている。

　それがさっきかけていたプロテクトのようなものだ。それこそまさに疑似空間の周囲にも展開する何重もの結界。敵が疑似空間から出ないようにするためのと、中で俺たちが暴れても壊こわれないようにするためのとで、空間を頑がん丈じように補強する役割がある。

　だが、頑丈な結界疑似空間にも弱点はある。

　疑似空間のなかに置いてある結界の中心点──神器セイクリツド・ギアの装置だ。これを破は壊かいされてしまうと能力は解除されてしまう。

　俺たちも中級悪魔昇しよう格かく試験のときに疑似空間に放り込まれて、キーとなる結界装置の破壊を目もく論ろんだっけな。

　この装置も頑丈っちゃ頑丈だけど、魔王クラスや神クラスの攻こう撃げきは耐たえられない可能性が高い。そのため、その装置専用のガード役も配置しないといけなかった。

　──と、ゲオルクの体に変化が訪れる。結界の疑似空間を展開したあと、ゲオルクの周囲に薄うすい霧が発生し始めた。しだいに霧が彼を中心に渦うずを巻くようになり、空中に飛び上がっていく。

　空中に飛んだ霧は、無数にある魔方陣に吸い込まれていった。

　おそらく、魔方陣を通して敵のいる領域に霧を送っているんだろう。霧の出量はどんどん増えていき、信じられない量の霧が魔方陣に次々と吸い込まれていく。

　ゲオルクが言う。

「転送を始めているが、相手の領域でエレボスの妨ぼう害がいを受けている！　予定の場所──敵の眼前に皆みなを転移できない可能性が高い！　だが、出来るだけ各員のターゲットの近くに送るつもりだ！　申し訳ないが、各員、疑似空間に転送後、敵を見つけて打倒してくれ！　それと、結界装置のガードもよろしく頼む！」

『了りよう解かい！』

　ゲオルクのオーダーに皆が気合いを入れて応じた！

　同時に俺たちの足あし下もとにも転移の魔方陣が展開して、輝かがやき出す！　間もなく、俺たちは疑似空間に送られて、エレボス一派と戦うことになる！

　さーて、また神さま退治だぜ、ドライグ。

　俺の内にいるドライグが不敵に笑う。

『なーに、いつも通りにやればいい。ピンチになったらそのときはそのときに考えればいいだけのことだ』

　なんとも頼もしい相棒だこと！

　そして、転移の魔方陣はいっそう輝きを増して、一気に弾けていく──。








Second Graders.









　地獄の盟主連合──エレボス一派を打倒する作戦が開始される直前、百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆうを含む二年生チーム、学生引率役だったロスヴァイセ、保健医のロイガン・ベルフェゴール一行は京都の裏うら鬼き門もんとされる石いわ清水しみず八はち幡まん宮ぐうの周囲にある人ひと気けのない森のなかにいた。修学旅行中のため、二年生チームはいつもの学生服だ。ただし、（修学旅行生として）少しでも動きやすいよう夏服を急遽取り寄せて着用した。

　京都で敵が侵しん入にゆうしてくるとすれば鬼門である比ひ叡えい山延えん暦りやく寺じか、裏鬼門の石清水八幡宮の周囲とされていた。

　鬼門である比叡山延暦寺の周囲にはすでに姫ひめ島じま朱す雀ざくを中心とした五大宗家の術者たちが集つどっていることだろう。

　裏鬼門は、駒く王おう学がく園えんの関係者を中心としたチームで当たることになっていた。

　作戦開始時刻は正午過ぎ。『Ｄ×Ｄデイーデイー』が作戦を開始すれば、それと同時に敵も反はん撃げきのために行動を起こし、別働隊にも動きがあると睨にらんで今回の配置となった。

　京都での過去の歴史から鑑かんがみると魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいは、誤差があれど大方延暦寺周辺か、黄龍たちのいるポジションの周辺だったという。

　そのときが来るまでそれぞれのリラックス法で待機していた。

　戦いを前にして、ふと相棒のドラゴン──ボーヴァがいないことに寂さびしさを感じてしまう黄龍だった。顔を合わせるたびに互たがいに小言を言う仲だが、黄龍は彼のことが嫌きらいではなかった。何せ、同じ憧あこがれの兵ひよう藤どう一いつ誠せいのもとに身を寄せる仲だ、通じるところは多い。

　話では、そのボーヴァは主あるじである兵藤一誠先せん輩ぱいのためにもっと強くなる願いを抱いだき、クロウ・クルワッハのところに弟子入りするそうで、クロウ・クルワッハのほうも元龍りゆう王おう──『魔ブレイズ・龍ミーテイア聖・ドラゴン』タンニーンの息子を鍛きたえることに興味を持って承しよう諾だくしたそうだ。

　ちょっと前から考えるとクロウ・クルワッハのそのような態度は驚おどろきなのだと、先輩方は口にする。

　だが、相棒が『赤せき龍りゆう帝ていの牙きば』として強くなりたいと願うのを応援したいと思う黄龍だった。

　彼は「試合でいいところが見せられていない」と常々深い後こう悔かいの念を抱いてたのだから……。

　──と、シトリー眷けん属ぞくの『兵士ポーン』である仁に村むら留る流る子こが唐とう突とつに黄龍に言う。

「ねぇ、コーチン。こんなときに訊きくのもアレなんだけど」

「なんだよ、仁村」

「あんた、フリー？　私と付き合うとかどう？」

　ブーッ！　黄龍は飲んでいたペットボトルの水を盛大に吹ふきだした。

　ミラーカに「もうほらほら」と口をハンカチで拭ぬぐってもらう黄龍。

　黄龍は口をひくつかせながら、仁村に言う。

「はぁ？　なに言い出すんだよ、こんなときに突とつ然ぜん。おまえ、匙さじ先輩のこと狙ねらってなかったか？」

　そう、この女子は同シトリー眷属であり、駒王学園三年生であり、生徒会の副会長でもある『兵士ポーン』の匙元げん士し郎ろう先輩に惚ほれていたはずである。

　少なくとも人づてに黄龍はそう聞いていた。

　ところが、仁村は半眼になり、複雑な表情で悩なやみを漏もらす。こんなときに。

「……まっっっっっったくっ、脈無しだし。桃ももさんにあげることにした。って、桃さんもいまだ苦戦中だけど、なんとかなるっしょ。無理矢理既き成せい事じ実じつとか作ればね。私はそこまで待てないってわかったのよね」

　…………。

　……なんとも言えなくなる黄龍だった。

　周囲の塔とう城じよう小こ猫ねこ、レイヴェル・フェニックス、ギャスパー・ヴラディも困こん惑わくしていた。

「桃さん」とは三年生であり、やはりシトリー眷属の『僧侶ビシヨツプ』でもある花はな戒かい桃先輩のことだ。前回の生徒会メンバーでもあった。

　噂うわさでは、花戒桃先輩も匙先輩のことを好きだという。

　ただし、問題なのが、とうの匙先輩がシトリー眷属の『王キング』であり、駒王学園の前生徒会長でもある支し取とり蒼そう那な──ソーナ・シトリー先輩に惚れてしまっている点で、しかも匙先輩本人は花戒桃先輩と仁村の好意にまったく気づいていない。

　それゆえに仁村は痺しびれを切らしたのだろう。

　黄龍が嘆たん息そくしながら言う。

「……お、おまえ、本当に自由だよな。……俺は無理だ。五大宗家の櫛くし橋はし家に許嫁いいなずけがいる。嫌いじゃないし、結けつ婚こんしてもいいかなってな。──あと」

　黄龍はミラーカをその場でお姫ひめさま抱だっこする。

「ミラーカも娶めとるつもりだ。ヴォルデンベルグ家との取り引きもあってな」

「いえーい。娶られるよ」

　抱っこされたまま、ミラーカがダブルピースしていた。

　驚きよう愕がくする仁村。

「えっ!?　ありなの!?　ここ日本だし、あんた日本人じゃん！」

　黄龍がミラーカを降ろしてから続ける。

「五大宗家の次期当主レベルの男子なら問題ない。力を継けい承しようしなければならないから、三人ぐらいまでならって国からも裏でＯＫ出てる。形式上は許嫁のヒトが俺の奥さんになるんだろうけど」

　黄龍のなかでは兵藤一誠先輩の影えい響きようが大きかった。

　多くの女性に惚れられ、すべて受け入れる度量に圧あつ倒とうされた。女性陣じん同士の仲も良く、きちんとハーレムとして機能している。多少兵藤一誠先輩の取り合いはあるが、それでも怨えん恨こんの類たぐいは一いつ切さい発生しない。黄龍のなかで本当にカルチャーショックだった。

　男ならハーレム道を目指すべきなのかもしれない──。

　黄龍は憧れの先輩を間近で見てきて、男としてそう思えてきたのだ。

「兵藤先輩はマジ半はん端ぱないヒトだぞ」

　黄龍はサムズアップしてそう口にする。

「サムズアップして堂々と言うね、キミ！　それなら、私は!?」

　自身に指を差して訊いてくる仁村。

　黄龍は即そく答とうする。

「──個人的に死ぬほど嫌いやだ」

　本当に嫌だった──。

　目玉が飛び出るほどに驚く仁村。

「マッハでフラれたんですけど!?　ねぇ、白しろ音ねちゃん、レイヴェル聞いた!?　こいつ、酷ひどくない!?」

　話を振ふられたレイヴェル・フェニックスと塔城小猫も困惑気味だ。

「きゅ、急に訊かれても……」

「……ルル吉きちが相手だと男子は辛つらいかもね」

　塔城小猫の一言にショックを受ける仁村。

「……マジか……」

　打ちひしがれる仁村留流子。

　……話を聞く限り、仁村は前生徒会長の支取蒼那先輩と副会長であった真しん羅ら椿つば姫き先輩の目が届いた頃ころはここまではっちゃけた女子ではなかったようだ。

　厳しい二人の目からちょっと離はなれ、豪ごう快かいなゼノヴィア・クァルタ新会長のもと、本性を現した──と他のシトリー眷属の先輩が語っていた。
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　その後、仁村は同級生の塔城小猫（白音）、レイヴェル・フェニックス、ギャスパー・ヴラディと特に打ち解け合った。

　仁村がレイヴェル・フェニックスに問う。

「……ねぇ、兵藤先輩はちなみに何人待ちなの？」

「十人以上はほぼ確定で、どんどん増えてますわ。──って、あなた、まさか」

　ハッとするレイヴェル・フェニックスだったが、とうの仁村は額に手をやり息を吐はくだけだ。

「あー、そっちもキツそう……。うーん……木き場ば先輩は木場きゅん先輩の上にきゅんパイすぎるし……。インちゃんさんも兵藤先輩ラブ？　って、立ちながら寝ねてるし」

「……すーすー……」

　イングヴィルド・レヴィアタンはこんなときでも立ちながら寝ていた。

　仁村は次に目を光らせてギャスパー・ヴラディに顔を向ける。

　一いつ瞬しゆん、ギャスパー・ヴラディの顔が強こわ張ばった。

「なら、ギャー助すけくんは!?」

「えっ!?　ぼ、僕ぅ!?」

　塔城小猫がすぐにフォローを入れる。

「……ギャーくんにも大事なヒトいるよ」

「やることやってんじゃん、女装男子めっ！　おのれぇぃッ！」

　天を仰あおいで叫さけぶ仁村。

「あなたたち、静かにしなさい」

　目元をひくつかせながら、引率のロスヴァイセ先生はそう注意した。

　去年の二年生組でゼノヴィア・クァルタ会長が、突とつ飛ぴな発想で行動するため、兵藤先輩たちが大変だったと聞くが、現二年生も大たい概がいだなと黄龍は感じていた。特に一名が。

　やはり、仁村は苦手だな、しんどい──。

　何度もそう心のなかで思う黄龍であった。

　保健医のロイガン・ベルフェゴール先生が笑えみを浮うかべていた。

「三年生の子たちも面おも白しろいけれど、二年生のほうは別の意味ですごいわね」

　ロスヴァイセ先生がため息を吐つきながら言う。

「……三年生はイッセーくんやゼノヴィアさんが色々な経験を経て落ち着いた雰ふん囲い気きも出てきましたからね。その分の元気が二年生たちに移ったように思えます」

　教師同士のトークだった。

　そんな決戦前とは思えないほどに砕くだけた空気だったが──突とつ如じよとして一変する。

　最初に変化に気づいたのは探知能力に長たけたギャスパー・ヴラディだった。

　彼が上空を見上げる。ある方向に目を向けていた。

「──来たよ」

　言うなりギャスパー・ブラディの周囲から闇やみがうごめき、彼の体にまとわりつく。

　全員の視線に怪あやしくなってきた空模様が映る。バチバチと空間をスパークさせる現象が起こり、この一帯の空のいたるところに歪ひずみがいくつも生じる。

　レイヴェル・フェニックスが勇ましい笑みを見せて、背中に炎ほのおの翼つばさを生やす。

「終わったら、観光の続きですわね」

「……抹まつ茶ちやスイーツ堪たん能のうしないまま帰りたくないからね」

　塔城小猫は頭部に耳、尾おを三本生やし、闘とう気きをまとう。

　黄おう龍りゆうも全身に闘気をまとった。

　幸いにもここは術式都市の京都だ。レイライン──龍脈の力は桁けた違ちがいだ。いつも以上に暴れられる。こここそ、土の属性を持つ霊れい獣じゆう『黄龍』と契けい約やくした自分の特性を最大限生かせる場所なのだ。

　ロスヴァイセ先生もミスティルティンの杖つえを取り出し、魔ま方ほう陣じんを無数に展開した。

　ロイガン・ベルフェゴール先生も体に魔ま力りよくのオーラをまとった。

「おーし、やっちゃるぜ」

　厚着姿のミラーカも不思議なファイティングポーズを取っていた。おそらく、また何かの格かく闘とうゲームから変な影響を受けたのだろうと黄龍は思う。

　仁村が人工神器セイクリツド・ギアである脚きやつ甲こうを両足に展開させながら困惑した声で言う。

「……えっ？　待って待って、異形こつち側の二年生でフリーなの私だけじゃね？　白音ちゃんとレイヴェルって兵藤先輩とラブラブっしょ？　ミラっちはコーチンで、ギャー助くんにも彼女候補がいて……インちゃんさんはもうこの際なしにするとしてもさ！」

「おまえ、いい加減に──」

　そう注意を言いかけた黄龍が目にしたのは──目を覚ましたイングヴィルド・レヴィアタンの背後に現れた巨きよ大だいな水の龍だった。三十メートルはあるだろう。

　とてつもない魔力で構築されたものだとすぐに黄龍は理解した。水の龍は圧倒的なまでの圧縮されたオーラを放っており、息を吞のむ他ない。

　先の合宿から、あまり日数は経たっていないのに、あのときに発現していたものよりも数段上のオーラ質量となっている。

　これだけの魔力の規模を構築しながらもイングヴィルド・レヴィアタンは平然としながら、レイヴェル・フェニックスに訊きく。

「ねぇ、私は何をすればいい？」

　イングヴィルド・レヴィアタンの発現させた水の龍に圧倒されながらもレイヴェル・フェニックスは言う。

「……イングヴィルドさまはそのまま魔力が暴走しない程度に力を解き放ってください。ちなみにその規模の魔力は何体まで出せそうですか？」

「これ、そんなにオーラ使ってないから、十体以上は出せるかな」

　イングヴィルド・レヴィアタンはそう答えた。

　──そんなにオーラ使ってないから。

　…………冗じよう談だんだろ？　黄龍は顔を引きつらせながら苦笑いするしかなかった。

　そうして、空に転移魔方陣が無数に出現し、人ひと影かげが次々と下に降下してくる。

　皆みなは無言で頷うなずき合い、無数の人影が降下してきている場所に駆かけていく。

　すぐに悪意あるオーラをまとう悪あく魔まの集団のもとにたどり着いた。覚えのあるオーラの質だ。例の地じ獄ごくの盟主が実験で生んだという人工悪魔のオーラだ。

　奴やつらはすぐにこちらの気配を感じ取ると、悪あく辣らつな顔つきをした。

「なんか、本隊のほうで動きがあったようだが……とりあえず、こいつらをぶっ殺して町を焼けばいいんだろう？」

「ああ、暴れればいいだけのことさ。カカカ！」

「全員、ぶっころ──」

　何かを言いかけた人工悪魔とその周囲にいる悪魔の一群に巨大な水の龍が襲おそいかかり、丸ごと飲み込んでいく！

　黄龍たちが後方を振り返るとイングヴィルドが首を傾かしげていた。

「あれ？　まだ攻こう撃げきしてはダメだった？」

　と言いながら、巨大な水の龍が彼女の背後に再構築されていく。

　人工悪魔たちも一いつ瞬しゆん驚きよう愕がくしていたが、攻撃を受けたことが理解できた途と端たん──。

「やれやれやれッ！」

「クソがァァァッ！」

「なめんなやッ！」

　粗そ暴ぼうな言動とオーラで一いつ斉せいに襲いかかってきた！　しかも空からは次々と人工悪魔が魔方陣から転移してくる。

　黄龍は静かにタンタンと二度地面を踏ふんだ。黄龍の術式が波は紋もんのように彼を中心に森一帯に波を打って広がっていく。

　刹せつ那な──森の地面の一部が盛り上がる！　それはひとつだけではなく、ふたつ、三つ……十単位のものとなり、生物のように盛り上がった土がうねり、人工悪魔に向かっていく。

　盛り上がった土は人工悪魔たちを丸ごと飲み込み、そして──黄龍がもう一度地面を踏んだと同時に圧縮される。

　土の檻おりに包み込まれた人工悪魔たちは圧縮され、血しぶきを辺り一面に噴ふん出しゆつさせた。

「……相変わらず容よう赦しやない攻撃だね」

　そう感想を述べる塔城小猫は浄じよう化かの白い炎で出来た火か車しやを放ち、人工悪魔を消しよう滅めつさせていく。浄化の力は邪じや気きを持つ者にとって、必殺に近い攻撃だ。まともに浴びれば、たまったものではないだろう。

　黄龍にとってみれば、塔城小猫の浄化もかなり容赦ない攻撃だと思うのだが、あえて口には出さなかった。

「くらいなさい！」

「はーい、裂さいちゃうわよ」

　杖を持つロスヴァイセ先生が数え切れないほどの魔方陣を展開して、各属性のフルバーストを撃うち放ち、ロイガン・ベルフェゴール先生が特性『裂け目』によって人工悪魔のオーラ攻撃をすべて裂いていく。

「ヴァンパイアプリンセスパーンチ！」

　その横では、ミラーカが拳けん打だで人工悪魔をぶっ飛ばしていく。やはり、彼女の怪かい力りきは侮あなどれないものがある。

《じゃあ、こちらはハーフヴァンパイアパンチかな？》

　と言いながら、闇の獣けもの──神滅具ロンギヌス『時空を支配アイオーンする邪眼王・バロール』の禁バランス・手ブレイカー状態『禁夜と真フオービトウン・闇たりしインヴエイド・バロ翳の朔獣ール・ザ・ビースト』と変化して、豪ごう快かいに太い腕うでで人工悪魔を数名一気に叩たたき潰つぶしていた。

　さらに闇の獣と化したギャスパー・ヴラディは目を輝かがやかせて、降りてくる人工悪魔たちを一斉に時間停止させてしまう。そこへロスヴァイセ先生が魔ま法ほうのフルバーストを撃ち込み、一いち網もう打だ尽じんにしていく。

　全員が戦せん闘とうをこなしていくなかで、超ちよう高こう速そくで動き回り、人工悪魔を吹ふき飛ばしていく何かがあった。

　──仁村だった。脚甲以外にも腰こし回まわり、両腕、胸元と上半身まで鎧よろいが増えていた。何よりも速度が圧あつ倒とう的で、黄龍でも視認が難しいほどの速さで戦場を飛び回っていた。

　これが仁村の人工神器セイクリツド・ギア「玉兎とプロセラルム・嫦娥フアントム」の鬼カウンター手・バランス（人工神器セイクリツド・ギアの禁バランス・手ブレイカー版）「玉兎と嫦ハイパー・プロセ娥と巨蟹ラルム・フアントム」であった。

　仁村が時々姿を見せながら言う。

「ま、彼氏はおいおい見つけるとして、暴れちゃおうっ！」

　音もなく消えて駆け回る彼女を捕とらえられる人工悪魔は皆かい無むであり、逆に蹴けり飛ばされていくほどだった。

　兵藤一誠先せん輩ぱいの話では、仁村の速度はレーティングゲーム国際大会でシトリー眷けん属ぞくと当たったときよりも洗練されているそうで、木場先輩より速くなるかもしれないとのことだ。

　何せ、彼女は時々、周囲のものが遅くスローリイに感じると周囲に漏もらすほどであり、神器セイクリツド・ギアに明るい者の意見では、「玉兎とプロセラルム・嫦娥フアントムの鬼カウンター手・バランスの能力は本来時間に関連するものかもしれない」という。

　つまり、仁村は自分たちと違ちがう時間の世界を駆けることができるかもしれないのだ。

　なるほど、仁村をいろいろな意味で束そく縛ばくできるモノはないのかもしれないと黄龍は得心してしまう。

　その仁村が言う。

「コーチン！　ほら、ドラゴンになりなさいって！」

　──なんてことだ、仁村に急せかされた！

　黄龍は全身から莫ばく大だいな闘気を発生すると、それを一気に弾はじけさせ、姿を転じさせる。

　金色の人型ドラゴン──龍りゆう鬼き人じん。ただし、今回は術式都市の龍脈を用いての変身のため、身にまとう闘気の質と量はいままでの非ではない。

　凶きよう悪あくなまでの闘気を周囲に発散させながら、黄龍はその場を飛び出し、瞬しゆん時じに人工悪魔を十数名ほど蹴りで消し飛ばしていく。文字通り、バカげるほどの量の闘気で木こっ端ぱ微み塵じんにしていったのだ。

　黄金のオーラをたゆたえながら、黄龍は言う。

「一いつ切さい逃にがさない。やらなきゃいけない敵は、やれるときに絶対にやる！」

　地面を豪快に踏みつける黄龍。人工悪魔たちの足下の地面が盛り上がり、彼らを乗せたまま天高く高速で伸のびていく。森に無数の土の柱のようなものが出来上がるが、黄龍はその柱と柱の間をジグザグにジャンプして駆け上がっていく。

　空高くにまで黄龍が飛び出したと同時に両手に闘気を発生させ、土の柱の上にいる悪魔たちに闘気の弾たまを撃ち込んでいく！

　突とつ如じよ土が盛り上がったことで驚きよう愕がくし、体勢も崩くずした人工悪魔たちに黄龍の闘気の弾はクリティカルにヒットしていき、消滅していった。

「くそったれめがぁぁぁぁっ！」

　どうにか体勢を直して、黄龍の闘気の弾を回かい避ひした人工悪魔の一体が、こちらに飛び込んでくるが──それをイングヴィルド・レヴィアタンが放った水の龍が飲み込んでいった。

　眼下からサムズアップしてくるイングヴィルド・レヴィアタンにサムズアップで返した黄龍は、そのまま彼女が作りだした水の龍の頭部に乗っかった。黄龍は水の龍と共に眼下の人工悪魔の群れに飛び込んでいくのだった。

　これら一連の裏うら鬼き門もん防衛戦の攻こう勢せいを見て、レイヴェル・フェニックスは人工悪魔に翼つばさの炎ほのおを当てながらつぶやく。

「表京都こちら側の守護は割と平気かもしれませんわね」

　そう、自分たちがこうやって人間界の京都を守ってこそ、兵藤先せん輩ぱいたち『Ｄ×Ｄデイーデイー』は安心して、敵の本隊と戦えるのだ。

　あのヒトたちなら、今回の作戦も必ずこなし、自分たちは再び修学旅行を再開できる──。

　黄龍も、皆も、そう信じ切っている──。
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　疑似結界空間に転送され、一番最初にエレボス一派本隊の一団と出くわしたのは、曹そう操そう率いる英えい雄ゆう派であった。

　裏京都を模した疑似空間。その東にある小川を挟はさんで両岸に英雄派とエレボス一派の一団が睨にらみ合う。

　曹操はすぐに相手陣じん営えいの頭あたまを探り当てた。

　──「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームに所属していたソネイロンを確認した。

　強力な圧力──『圧あつ壊かい』（と兵ひよう藤どう一いつ誠せいたちが名付けているようなので、便べん宜ぎの上でそのように呼ぶ）を特性に持つ。

　身にまとうオーラは悪意にまみれていながらも、どこか稚ち気きもある質たちだ。しかし、オーラの出量だけでいえば最上級悪魔クラスを超こえ、魔ま王おうクラスに届くほどのものだ。

　暴力的なオーラ出量をいたずらに放出するだけで、実力のない者は屠ほふられるだろう。

　曹操は聖槍を肩かたでトントンとさせながら、「さて、どう出ようか」と思し慮りよする。

　相手の数はこちらより圧倒的に上だ。一体一体が素養だけは上級悪あく魔まクラス並みはある。

　一応、こちらは実力者を中心に集め、転移してきていた。残りの構成員は裏京都の守備に回している。残してきたとも言うが……。

　こちらの幹部クラスであるブラウンの髪かみの男──ペルセウスが曹操に訊きいてくる。

「んで、相手をどうする？　どう戦う？」

「策も何もない連中だ。各自で対処して、確実に一体一体潰すしかない」

「おっ、好き勝手にやっていいってことか？」

「ああ、一体も残すな。頭は俺がやろう」

　ヒューとペルセウスが曹操の大だい胆たんな指示に口笛を吹いた。

「最近、大おお雑ざつ把ぱな命令出すようになったな。おっぱいドラゴンの影えい響きようか？」

「影響かもな」

　そう返す曹操にペルセウスは「本当、変わったよな」と漏らす。

　──と、ふいに懐なつかしい何かを感じる。見知った気配を隣となりに感じるような──。見れば、リント・セルゼンが隣に立っていた。なぜか、一いつ瞬しゆん、ジークフリートと重なってしまう。

　リント・セルゼンが言う。

「いやー、わるーい悪魔のご一行さんが勢せい揃ぞろいですなぁ、曹操のセンセ」

「……ふっ」

　つい曹操は笑みを漏らした。

「おっとっと、自分、何か変なことを言いましたですかね？」

「いや。ひとつ聞いておこうと思ってな。なぜ、俺たちと共に戦いたいと願い出た？」

　リント・セルゼンはサムズアップして、自信満々に言った。

「ジークのセンセの代わりをするっス！　多分、まんまは無理でしょうが、それなりに」

「確かにそのままは無理だな。だが……懐かしい気分を一瞬でも感じられたかな」

　曹操の言葉にリント・セルゼンは首を傾かしげていたが……。

　そんなやり取りがあったなかで、ふと対岸の悪魔たちが叫さけぶ。

「んだよ。ヒーローショーをぶっ壊こわせると思ってたら、こんな偽にせ物ものの空間なんてよ」

「『おっぱいドラゴン』なんてもんに夢中になってるクソガキどもがどんな顔で喚わめくか見たかったのにな」

「おっぱいぃぃって泣くんじゃねぇか？」

『ギャハハハハハッ！』

　下品な笑いを漏らす人工悪魔たち。

　生まれはいろいろとあったようだが、教育に関しては行き届いていないようだ。おそらく、バルベリス、ヴェリネを特別に教育を施ほどこし、次にグレシルとソネイロンに目をかけたのだろうと曹操は睨んでいる。そして、それ以外は大雑把に育て……否いな、放置したのだろう。

　──と、ヘラクレスが一歩前に出て、憤ふん怒ぬの形相になっていた。

「ったくよ、ガキどもの楽しみぐらい奪うばってくれるなよな」

　いまの彼にあの手の話はタブーだろう。去年までは考えられなかったことだ。あれほど、超ちよう常じようの存在に暴れることのみを楽しみにしていた男が……この変わり様だ。

　そんなふうに思っていたら、ソネイロンがこちらに向けて指を突つきつけた。

　それが合図だったのか、人工悪魔たちが──、

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　叫きよう声せいをあげながら、一いつ斉せいにこちらに向かってきた。

　曹操も静かに手を前に出した。

　それを見た英雄派の実力のある構成員たちが飛び出していく。

　両陣営は小川の中央でぶつかっていった！

　仲間たちも力を高めて一気に神器セイクリツド・ギアの能力を弾はじけさせる！

『禁手化バランス・ブレイクッ！』

　ジャンヌ、ヘラクレス、ペルセウスを始めとした英雄派の幹部を筆頭に実力者たちが、ほぼ同時に禁手化バランス・ブレイクを遂とげる。

「ほーら、行くわよ！」

　ジャンヌは自身の傍かたわらに聖剣けんで創られた巨きよ大だいなドラゴンを出現させ、それを操り、聖剣を弱点とする人工悪魔たちに多大なダメージを与あたえていた。

　ジャンヌの神器セイクリツド・ギア──あらゆる属性を付ふ与よした聖剣を生み出せるという『聖剣ブレード・創造ブラツクスミス』の亜種禁バランス・手ブレイカー、『断罪のステイク・ビクテイ聖龍ム・ドラグーン』である。

　聖剣で創られたドラゴンの攻こう撃げきを受けて、人工悪魔たちは激痛にもがき苦しみ、灰と化していく者が続出する。

　上級悪魔クラスの素質があろうとも、悪魔にとって聖剣のダメージは堪たえがたいものだ。特に禁バランス・手ブレイカーとなった『聖剣ブレード・創造ブラツクスミス』となれば話は別次元となる。

　ジャンヌ自身も手に持った聖剣で次々と人工悪魔たちを屠っていった。人工悪魔にとってあまりにも相性の悪い相手であった。

　その横では──。

「おりゃあああああああああっ！　吹ふっ飛びやがれェェェェッッ！」

　体中から突とつ起き物のようなものを生やすヘラクレス。突起物は彼の体からミサイルのように飛んでいき、人工悪魔の群れを吹っ飛ばしていく。

　ヘラクレスの持つ神器セイクリツド・ギア──『巨人バリアントの悪戯・デトネイシヨン』の禁バランス・手ブレイカー、『超人によるデトネイシヨン・悪意の波動マイテイ・コメツト』である。

　本来の能力はダメージを与えると共に接せつ触しよく箇か所しよを爆ばく発はつさせるというもの。それの禁バランス・手ブレイカー能力は、全身からミサイルのような爆発物を出現させ、対象物に発射できるというものだった。

　彼の能力は、大多数にこそ遺い憾かんなく発揮される。事実、人工悪魔は次々と複数単位で吹き飛ばされていった。

「おーらっ！　キョウトの皆みなさんに迷めい惑わくかけんじゃねーぞっ！」

　威い勢せいよく長ちよう剣けんと盾たてを持ち、ナイト然として戦うのは去年京都での戦いを前に英雄派を離り脱だつしていたペルセウスだ。

　英雄派の考えの違ちがいから離脱していた彼は、曹操が帝たい釈しやく天てんの先兵となり、一から出直しつつ、レーティングゲーム国際大会に『英雄の血や魂たましいを継ついだ者として超常の存在に真正面から挑ちよう戦せんしたい』という純じゆん粋すいな目標を打ち立てたことで、再び戻もどってきてくれたのだった。

　彼の神器セイクリツド・ギアはメデューサの顔の彫ちよう刻こくが施された大盾──『蛇の王妃にイージス・よる死の勅令ミネラリゼーシヨン』。盾の彫刻であるメデューサの眼まなこが開くと、それを浴びた者はたちまち石化してしまう。一度、盾の範はん囲いに入った者は、所有者であるペルセウスよりも力が上でもない限り、その即そく死し級の能力に抗あらがえない。

　しかもいまのペルセウスは禁バランス・手ブレイカーとなっている。

「蛇へびの王おう妃ひさま！　頼たのむぜェッ！」

　ペルセウスの持つ盾からメデューサの彫刻が意思を持つように動きだし、ついには盾から顔──いや、頭部が飛び出していく。

　盾から飛び出した頭部はぐんぐんと巨大化していき、巨大なメデューサの頭となった。無数の蛇の髪がうごめく。

　巨大な頭部は独りでに空中を漂ただよい出して、ペルセウスの敵となる者へ石化の眼光を放ち、たちまちに広こう範はん囲いに人工悪魔の一群を石にしてしまう。ペルセウスの剣にもメデューサの蛇のレリーフが生じて、魔まのオーラが滾たぎる。

　空中を飛び回るメデューサの首と共にペルセウスが踊おどるように戦い、敵を崩くずしていく。メデューサのオーラを発するペルセウスの剣で斬きられた者もまた石化してしまう。

　禁バランス・手ブレイカー──『彷徨う蛇の王妃カプトメデユーサ・と蛇の騎士にアンド・ミネラリよる死の舞踏ゼーシヨンナイト』である。

「ク、クソ！　強ェぞ、こいつら！」

「人間じゃないのかよ!?　なんでこんなに強い!?」

　人工悪魔から悲鳴が上がる。

　幹部たちを中心に英雄派は人工悪魔の群れをほぼ一方的に退けていく。

　上級悪魔クラスであれば、英雄派の幹部クラスはモノともしないだろう。それだけの修練は重ねてきたし、経験も積んできた。しかも相手方は上級悪魔クラスの素養だけで、力の使い方はてんでなっていない。楽勝とも言えた。

　──まあ、こんな俺たちをも奇き跡せきの類たぐいで覆くつがえしてくる連中がいるのだが……。

　曹操はつい去年の戦いを思い返してしまった。

　英雄派の実力者陣じんが活かつ躍やくするなかで一ひと際きわ大活躍するのは、紫し炎えんにて人工悪魔を次々と灰かい燼じんに帰きしている銀ぎん翼よくの転生天使だ。

「さあさあ、この紫炎は悪魔さん方には超ちよう絶ぜつ必殺フォーリンラブっスよッ！」

　リント・セルゼンが盛大に紫炎を辺り一面に放っていくと、十字形の炎ほのおの柱があちこちに巻き起こり、人工悪魔たちはたまらず灰と化していく。

　彼女の神器セイクリツド・ギア──神滅具ロンギヌスである『紫炎祭主にインシネレートよる磔台・アンセム』は、聖遺物レリツクのひとつである聖せい十じゆう字じ架かだ。聖遺物レリツクであるため、悪魔にとっては聖剣以上の脅きよう威いであり、必殺のものだ。回かい避ひする術と防ぼう御ぎよできるだけの力がなければ一方的に灰と化すしかない。事実、彼女の放つ紫炎は人工悪魔を蹂じゆう躙りんしていった。

　無む邪じや気きに戦うリント・セルゼンの姿を見て、曹操は心中で「あの無邪気さは、かわいいものだな」とついつい思ってしまうのだった。

　仲間たちが活躍しているなか、曹操はゆっくりと戦場を歩いていく。

　そして、口ずさんだ。

「おっぱいおっぱい、おっぱいドラゴン」

『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』の『おっぱいドラゴンの歌』──。散々聞く機会があったものだから、歌の内容は完全に脳内に記き憶おくされてしまった。

　なぜか、いまは口ずさみたくなる気分だった。

「あいつが頭だろ！」

「こいつさえ殺せばいいっ！」

　そんな曹操のもとに人工悪あく魔またちが襲おそいかかる！

「ずむずむいやーんってな」

　歌いながら、曹操は目に見えぬほどの速度で聖せい槍そうの突きを放ち、ほぼ同時に人工悪魔たちが灰と化していく。

　曹操の持つ聖槍は、十三……いや、現在十八ある神滅具ロンギヌスのなかでも最強と称しようされ、神滅具ロンギヌスの始まりであり、最初の神滅具ロンギヌスとされていた。

　聖遺物レリツクのなかでも最上位に位置しており、悪魔などの異形だけではなく、神をも貫つらぬく絶対の神器セイクリツド・ギアである。

　力の及およばない悪魔は、彼が軽く突くだけで消しよう滅めつを免まぬかれない。

「おっぱいドラゴン、今日も押す」

　歌いながら歩きつつ、向かってくる人工悪魔を難なく屠ほふる曹操。歌に合わせてステップすら、踏ふむほどだった。

　……こんな戦い方、少し前なら考えすらしなかっただろう。




　──自分はこの世界の主役になれると思っていた。




　当時、この世に十三しかない神をも滅ほろぼす具現、そのなかでも最強とされる聖槍を身に宿した自分。

　世界に選ばれた存在だと考えるようになった。

　考えに同調してくれる仲間が集つどい、超常の目標に向かっている自分が、物語の中心だとさえ、感じていた。

　一いつ緒しよに立ち上がった、駆かけてきた仲間たちも物語の英えい雄ゆうになれると思って……。

　だが、違った──。

　彼の脳のう裏りには──兵藤一誠、ヴァーリ・ルシファー、幾いく瀬せ鳶とび雄おの顔が浮うかぶ。

　聖槍で人工悪魔を消滅させながら歩む曹操のもとに一際オーラの大きい悪魔が立ち塞ふさがる。

「ハハハハ！　貴様は英雄派のリーダー、曹操だな！　聖槍の所有者！　俺はそこらの雑魚ざこどもと違うぞ。ソネイロンやグレシルにも届きうる存在だっ！」

「そうか。それで？」

「ふっ！　余よ裕ゆうの笑みを浮かべられているのも今だけだ！　我が、特性『永──」

　全身に莫ばく大だいなオーラを発生させ、手から何かの特性を放とうと──。

「──遅おそい」

　曹操が瞬しゆん時じに突つきを幾いく重えにも浴びせて、オーラの大きな悪魔の体中を風穴だらけにしていく。次の瞬間には聖槍の効果により、オーラの大きな悪魔は灰かい燼じんと化した。

　その悪魔は彼らのなかでも相当な実力者だったのか、まったく相手にしなかった曹操の姿に人工悪魔たちは酷ひどく怯おびえだし、近寄る者がいなくなってしまった。

　曹操は思う。

　……物語の主役になれる者とは、奇跡を起こせる者だ。奇跡に選ばれた者だ。奇跡を何度も起こせる者だ。

　曹操は、そのことを身を以もつて痛感した。

　俺は…………強い槍をたまたま手にいれた村人ＡかＢの息子に過ぎなかった。

　最初に仲間になってくれた戦友のことを思い返す。

　一番最初に共に世界を回った友──。

　──なあ、ジークフリート。おまえは最さい期ごのときまで主役になれると思ったかい？

　だったとしたら、それは幸せだったのだろうか？

　彼は、俺より先に兵藤一誠と出会ったほうが幸せになれたのではないだろうか？　死なずに済んだのではないだろうか？

　ずっと、それを考えてしまう。

　ふいに疑似空間の遠い空に紅あかいオーラの柱が上がった。

　おそらく、兵藤一誠のオーラ攻こう撃げきだろう。

　それを視認したときに曹操の頭に昨日交わした会話が蘇よみがえる。




　──ま、こういうダチがいてもいいかもな。




　ふっと笑う曹操。

「ダチ、か。不思議なものだな。あの男が共に戦場にいると思うと、これほど心強いとはね。──なるほど、これがダチなのかもしれないな」

　傍かたわらにジークフリートがいたとき、確かに心強かった──。

　曹操の存在に恐おそれおののく人工悪魔のなかで、唯ゆい一いつ笑みを浮かべる者がいた。

「ククク……聖槍の使い手だ……」

　細身の体を持ち、明らかに敵のなかで抜ぬきん出たオーラを身にまとう男。ソネイロンだった。

　ソネイロンは曹操と対たい峙じし、会話を交わすことなく、唐とう突とつに口にする。

「ぷち」

　曹操はすぐに彼の特性を察知して、身を引き、見えない圧力の攻撃を躱かわす。曹操のいた地面に押し潰つぶされたような跡あとが生まれていた。

　……当たれば事だな。

　人間である曹操にとって、異形の放つ異能はまともに浴びるわけにはいかないものだった。人間であるため、肉体の強度にも限界がある（なかにはヴァスコ・ストラーダのような別格もいるが）。

　当たれば致ち命めい傷しよう。だが、当たらなければいいだけのこと。

　曹操は槍をくるくると回しながら、ソネイロンの出方を待つ。

　ソネイロンは莫大なオーラをまといながら、手を突き出した。

　刹せつ那な、曹操は周囲に異様な空気が流れたのを察して、すぐに飛び回る。特性『圧あつ壊かい』が、次々と曹操のもとに降りかかった。だが、それを余裕で避よける曹操。

　木き場ば祐ゆう斗とほどの速度はないが、それでもソネイロンの攻撃を躱し続けていく。

「……なんで当たらない？　足が速くはないはずだ」

　曹操に攻撃が当たらないことで、ソネイロンは違い和わ感かんを感じていた。

　曹操は試合の記録映像から、すでにソネイロンの特性『圧壊』のある程度の範囲と彼自身の癖くせを見み抜ぬいてしまっていた。

　実際に手合わせしてから、さらにその分ぶん析せきは正確性を帯びて、予測を高めさせていく。

　ソネイロンは攻撃を繰くり出す箇か所しよを必ず視認する。生まれ持った高い素養ゆえに特性の発動は連続で出し続けることができるものの、一々目で確認してから攻撃の箇所を合わせるため、コンマ何秒の差が生じる。攻撃によっては一秒すらかかる。

　曹操クラスとなると彼の目の動き、僅わずかな体の所作だけでどこに来るか容易に判断できてしまう。

　範はん囲い攻撃にいたっても、対象物の周囲に視線を送ってから一秒弱かけてから攻撃を放つため、避けやすい。

　攻撃の規模も、いま何回か手合わせしたところで曹操は覚えてきていた。

　つまり──。

「なんでだよッ！　なんで当たらないんだよッ！」

　曹操にまったく攻撃が当たらないことに苛いら立だちを隠かくせなくなってきたソネイロンは叫さけぶ。

「足の速い聖魔ま剣けん使いには当たったのに！　どうして!?」

　見切り──といったところで、彼には理解できないだろう。生まれたばかりのソネイロンでは、経験で身につくものはまだわからない。

　それともうひとつ決定的な差はあった。

　曹操は槍を肩かたでトントンとしながら言う。

「キミはいわゆる天才と呼ばれる者だろう。それは間ま違ちがいない。だが、残念なことに──俺はキミより才能が上のようだ」

「…………ッッ！」

　怒いかりに顔が歪ゆがみだすソネイロン。

　ソネイロンは天才なのだろう。魔ま力りよくも身体面も。だが、それだけだ。そんなものは自分たちの周囲には結構いるのである。

　──本当に怖こわいのは奇き跡せきを連発する者たちだ。

　女の胸だけでパワーアップする様を何度も見せられている曹操は天才などというものがバカらしくなってくるほどだった。

「キミが五年ほど経験を積めば、わからなかったかもしれないけどね」

　曹操の煽あおりにソネイロンは完全に憤ふん怒ぬの形相となる。

　頭をかきむしるようにしながらソネイロンは怒ど気きを含ふくんだ声を出す。

「……あの足の速い奴やつといい、おまえといい……なんでウザい奴ばかりが僕の前に……」

　──っ。

　曹操は、眼前のソネイロンがオーラを内側からどんどんと高めているのがわかった。高まり続けるソネイロンのオーラはついに爆ばく発はつし、莫大な出量を一帯に解き放つ。

「出てくるんだァァァァァァァッ！」

　この一帯の空気を震ふるわせるほどのプレッシャーと魔力の波動が巻き起こり、ソネイロンのまとうオーラは明らかに最上級悪魔クラスをも超こえるものとなっていた。

　……魔ま王おうクラスのオーラを内包しているな、と曹操は心中で思う。

　全身から強大な出量のオーラを放ち続けながら、ソネイロンは曹操に敵意と殺意をむき出しにした。

　両手を前に突き出すと、

「ぶちッ！」

　叫きよう声せいと共にあり得ない規模のプレッシャーが放たれたと曹操は感じ取る。すぐに地面に槍を突き立て、瞬時に先せん端たんを伸のばして上空高く跳とんだ。

　曹操のいたところを含む超ちよう広こう範はん囲いの地面が、岩や木々ごとごっそりとえぐり取られるように圧縮される。地面には巨きよ大だいな穴が生じ、その真上には圧縮されすぎた土や木や岩で出来た球形のものが出来上がっていた。圧縮された球形が巨大な穴に落ちていく。

　──食らえば一発で終わりだな。

　そう思いつつも曹操は笑みを浮かべる。ようやく楽しくなってきた。

　ソネイロンは視線を上空に跳んだ曹操に向け、空中で『圧壊』を発動しようとする。

　このままでは空で動けずに圧殺されるが──曹操は静かに、

「禁手化バランス・ブレイク」

　禁バランス・手ブレイカーに至った。

　彼の背後に後光のようなものが展開され、周囲にボウリングの球ほどの大きさである七つの球体が生じた。

　そのひとつ、浮ふ遊ゆう能力を持つ球体──『象宝ハツテイラタナ』の上に曹操は足を載のせ、ソネイロンの空への攻撃を躱していく。

　神こう々ごうしく輝かがやく後光と、七つの球体──『七しつ宝ぽう』。これは神滅具ロンギヌス『黄昏のトウルー・聖槍ロンギヌス』の亜あ種しゆ禁バランス・手ブレイカーたる『極夜なるポーラーナイト・天輪聖王ロンギヌス・チヤの輝廻槍クラヴアルテイン』である。

　彼の周囲に浮かぶ球体『七宝』はそれぞれの能力を有しており、実質七つ分の新たな能力を禁バランス・手ブレイカーで得たことになった。

　本来の『黄昏のトウルー・聖槍ロンギヌス』の禁バランス・手ブレイカーとは違ちがう亜あ種しゆ型なのだが、七つ分の能力を得たことで、「七つも増えるなんてずるい！」と周囲の者やライバルにも思われたことがあった。

　二に天てん龍りゆうの成長やその仲間たちのいまの強さを見ていると、七つ増えたところでどうなのだろうか？　と思わなくもない。

　彼らの奇跡による毎度のパワーアップのほうがよっぽど凄すさまじいと曹操は心中で思ってしまう。

　曹操は地面に降りて、ソネイロンに告げる。

「俺の禁バランス・手ブレイカーを正面から降くだした者は、神クラスか、奇跡を体現した者ぐらいだ。──さて、キミはどうなのかな？」

「弱っちい人間の癖に、ウザいんだよォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　極大のオーラを体から乱暴に放ち続けながら、ソネイロンは『圧壊』の特性を周囲にばら撒まいていく。

　曹操は手と目の指示で、仲間たちに『近くに寄るな。こいつは俺が刺さす』と命じ、ソネイロンの『圧壊』の範はん囲いに入らないようにさせた。彼らも応じて頷うなずいた。

　曹操は球体をソネイロンに放っていく。

　宙を高速で飛んでいく『七宝』。ソネイロンは乱雑に放った圧力の魔力で『七宝』を潰そうとするが、任意のものを転移させる球体──『馬宝アツサラタナ』が六つの『七宝』を転移させて、『圧壊』の攻撃から回かい避ひさせる。

『馬宝アツサラタナ』は圧縮されて潰されてしまうが、すぐに曹操がもう一度体から発現させて、元通りにしていく。

　転移された六つの『七宝』は、ソネイロンの間近に出現していた。

「くっ！」

　ソネイロンがすぐに対応して、六つの球体に手を向けるが──『七宝』のひとつが光り輝き、曹操の分身を幾いく重えにも出現させた。『居士宝ガハパテイラタナ』、人ひと形がたの分身を生む球体だ。

　曹操の分身に戸と惑まどうソネイロンは隙すきだらけとなり、『圧壊』の照準もブレたものと化す。さらに他の『七宝』も彼の周りで飛び続け、意識を削そいでいく。球体は形状変化して、トゲのような形となって、ソネイロンを襲おそうほどだ。ソネイロンはそれらを避けるだけで精せい一いつ杯ぱいとなった。

　そこに槍を持つ複数の分身をもソネイロンに向かってくる。ソネイロンは一気にすべてを圧縮しようと膨ぼう大だいなオーラを解き放ち続けた。分身を圧縮しても、幻げん影えいのため、かき消えるのみで本体の曹操や『七宝』自体にダメージを与あたえるものではない。

「クソッ！　クソクソッ！　なんだ、こんな幻げん術じゆつでさァァァッ！」

　そうこうしているうちに幻まぼろしのなかの一体──いや、本物の曹操が分身のなかに紛まぎれ込んでおり、ソネイロンがそれを認識するよりも早く、聖槍の切っ先が襲いかかる。

　ズヌッとソネイロンの右みぎ肩かたに聖槍の先端が突つき刺さる。刹那、傷口から盛大な煙けむりを上げていく。

「が、があああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　堪たえがたい激痛による絶ぜつ叫きようを上げるソネイロン。聖槍による絶対のダメージに苦く悶もんの声を上げたのだ。

　悪あく魔まである限り、聖槍のダメージは別次元だろう。

　肩かた口ぐちから聖槍の聖なるダメージが回り、ソネイロンの右みぎ腕うでがぼとりと地面に落ちていく。

　それでも痛みに堪えかねて、ソネイロンは膝ひざから落ち、前のめりに突っ伏ぷす。痛みによって意識は朦もう朧ろうとしているようで、攻こう撃げきすら出来なくなっていた。

　聖槍を肩でトントンとしながら曹操が息を吐はいた。

「ふむ。『七宝』を出したものの、わずか数手で詰つみに入りそうだ。ようやく完成した『将軍宝パリナーヤカラタナ』の能力を披ひ露ろうするまでもないな」

　魔王クラスのオーラを内包していたソネイロンですら、聖槍のダメージでこれだ。この槍と対峙してなお、闘とう志しを燃やし続けた二天龍やサイラオーグ・バアル、その仲間たちはやはり異常なレベルだ。

　……まあ、ソネイロンが生まれたばかりで痛みに敏びん感かんなのかもしれないが……。

　それにしても曹操のライバルたちは図ず抜ぬけた者ばかりでうれしくもなり、悩なやましい存在だ。

「…………ッッ」

　意識をようやく持ち直したソネイロンは殺意と涙なみだに満ちた目で曹操を睨にらみ、再びオーラを高めて、特性を放とうと──。

　ズンッ。曹操は容よう赦しやなく、膝を突くソネイロンの左ひだり膝ひざに聖槍を突き立てた。

「ぐあはっぁああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　二度目の堪えがたい激痛を受けて、ソネイロンはその場で、もがき苦しみながら転がった。

　それを見て、勝敗はほぼ決したと判断した。

　──曹操はノーダメージだった。

　もう戦意すらソネイロンは削がれたようで、聖槍の痛みで涙とよだれをだらだらと流すだけとなっていた。

　ふいに曹操が仲間たちのほうを見やれば、大方の人工悪魔を倒たおした様子で、ここでの戦いは英えい雄ゆう派の完全勝利となりそうだった。

　曹操はソネイロンに言う。

「さて、どうする？　このまま聖槍で塵ちりとなるか、大人しく投降するか。上からは、投降するのなら命を助けてもいいと言われているんだが」

『Ｄ×Ｄデイーデイー』を指導する立場にある魔王アジュカ・ベルゼブブをはじめ、各勢力の研究者は悪魔の母たるリリスにより生まれた悪魔のなかでもバルベリス、ヴェリネ、グレシル、ソネイロンを特別視しており、投降するのなら助けてもいいという命も受けていた。

　──と、そのときだった。

　ソネイロンの耳元に連れん絡らく用の魔ま方ほう陣じんが展開する。

　魔方陣の紋もん様ようから、古いオリュンポスの術式だとわかり、通信相手がエレボスか、それに近しい者だとすぐに理解した。

「──っ」

　連絡を受けたソネイロンは驚おどろきながら、失った悪意を徐じよ々じよに蘇よみがえらせていた。

　くぐもった笑いを漏もらす。

「……クカカカカカカカカッ！　本当の裏京都の座標がわかった！　わかったんだねぇぇぇぇっ！」

　言うなり、ソネイロンは残った左ひだり腕うでに魔ま力りよくのオーラを高め、曹操に盛大に放つ。曹操は後方に飛び退のいて避よけるが、ソネイロンはすぐさまとある方向に特性の力を飛ばした。

「ぐしゃっとねっ！」

　そこにあったのは──倒れた人工悪魔たちの亡なき骸がらだ。それがソネイロンの力によって、かき集められていき、遺体が一か所に固まっていく。

　そこに出来上がったのは人工悪魔の遺体を圧縮して出来上がった肉の球体だった。無理矢理に圧縮したためか、いたるところで肉が飛び、血が噴ふき出る。

「仲間を圧縮したの!?　何をするつもり!?」

　ジャンヌが驚きの声をあげるなかで、遺体で作った圧縮球体の下に転移型の魔方陣が突とつ然ぜん展開した。これもまた古いオリュンポス式で構築された転移型魔方陣だった。

　ソネイロンが叫さけぶ。

「それは僕の残りのオーラを使い、ザコ兵士どもを圧縮して作り上げた魔ま力りよく爆ばく弾だん！　──これを裏京都の町に転移させてもらうっ！」

　──っ。

　先ほどの連絡は、原初の神エレボスが、裏京都への座標がわかったため、攻撃をするから手伝えというものだったのだろう。

　ゲオルクが創ったこの疑似結界空間からそう簡単に転移など出来ようもないが……発動している転移型魔方陣の紋様は古いオリュンポス式のもの。おそらく、原初の神がソネイロンを通して発動させたものだ。

　空間を通り抜ぬける可能性は──決して低くはない！

　転移型魔方陣が発動して、遺体で作られた魔力爆弾がジャンプの光に包まれそうになったときだ。

「クソッタレェェェェッ！」

　ヘラクレスが、魔方陣のほうに駆かけだし、全身に禁バランス・手ブレイカーのミサイルを出現させて、魔力爆弾そのものに立ち向かった。禁バランス・手ブレイカーの攻撃によって相そう殺さいさせるためだろう。

　ヘラクレスの禁バランス・手ブレイカーの能力と魔力爆弾がその場で大爆発を起こして、この一帯に爆風と地じ響ひびきを発生させる。

「ヘラクレス！」

　仲間の身を挺ていした行動に曹操も驚きつつ、ヘラクレスの身を案じる。

　転移型魔方陣が展開した場所には、巨きよ大だいなクレーターが出来上がり、その中央には倒れ込むヘラクレスの姿。プスプスと煙を上げ、相当なダメージを受けているものの、彼は生きていた。

　その姿を見て、ソネイロンは目元をひくつかせていた。

「なんてバカ。直じかにくらって相殺するなんて！」

　全身に大おお怪け我がを負いながらもヘラクレスは笑えみを浮うかべる。

「…………やらせっかよ。ショー、楽しみにしてんのが……いんだからよ……」

　その場でヘラクレスは倒れてしまった。仲間たちがすぐに彼のもとに駆けつけていく。

　ソネイロンは悪意をまだ滾たぎらせており、

「もう一発作る！」

　腕うでを突き出して、人工悪魔の遺体を集めようと──。

　ズバンッ！　──と、その残った左腕が、聖なる槍やりの一ひと振ふりで切り落とされる。

「あ、がああああああああああああああああああああああッッ！」

　悲鳴を上げるソネイロン。

　そのソネイロンに対して、冷れい淡たんな表情で曹操は槍の切っ先を向けていた。

「二度目はない。そして、キミは──」

　曹操の槍がソネイロンの胸に深々と突き刺さる。

「ここで消えろ」

「よ、弱い人間のく──」

　そう言いかけたまま、ソネイロンの全身は灰と化して崩くずれていった。

　曹操はソネイロンを片付けたあとにすぐヘラクレスのもとに駆けた。

「大だい丈じよう夫ぶか、ヘラクレス」

　治ち療りようを受けるヘラクレスは、曹操に笑みを見せる。

「ま、去年……京都に迷めい惑わくをかけたんだ。これぐらい……体を張らないとよ」

　自分の驕おごりゆえに多くの者に、仲間に、多大な迷惑をかけたと曹操は思う。

　それなのに、仲間たちは再び自分のもとに集つどってきてくれた。

　一度去った仲間すらもまた合流してくれている。

　自分が起こした過あやまちは大きい。

　償つぐないは生きている限りしていく。

　それでもジークフリート──聞いてくれ。

　俺にはまだ仲間がいる。それに『友達』になってくれる者も出来た。

　自分はその者たちのために聖槍を振ふるうのも悪くないと感じてきている──。








SLASH DOG.　冥めい漠ばくの果てで常とこ夜よの乱らん刃じんと成る









　裏京都を模した疑似結界空間の西側にある山中で、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと人工悪魔の一団──グレシル一行がすでに戦いを始めていた。

　グリゴリのエージェントであり、『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーでもある『刃狗スラツシユ・ドツグ』こと幾いく瀬せ鳶とび雄おは、森の開けた場所で巨きよ漢かんの悪魔──グレシルと相あい対たいしていた。

　遠目には森の空に異能や魔力の波動が飛び交う風景が映り込む。仲間たちと人工悪魔の戦いによるものだ。

　グレシルが笑みを浮かべながら、対たい峙じする鳶雄に言う。

「聖槍の相手がしたかったんだけどよ。俺の体があれの威い力りよくを覚えることができれば……それはつまり最強に近づけるってことにならねェか？」

　鳶雄はそれを聞き、肩かたをすくめる。

「それは幸運だ。曹そう操そうのところに送られていたら、キミは瞬またたく間まに無に帰していた」

　グレシルの特性を知る曹操のことだ、生きつ粋すいのテクニックタイプである彼からすれば速そつ攻こうで叩たたきたくなるだろう。相手の研究に余念のない彼のことだから、試合の記録映像から対処方法をすでにある程度把は握あくしている。

　グレシルの特性は仲間うちで『耐たい性せい』と呼ばれていた。それは鳶雄もよく理解している。

　鳶雄の傍かたわらにいる大型で漆しつ黒こくの毛並みをした狗いぬ──刃ジンがグレシルを睨んでいた。刃は、鳶雄の神器セイクリツド・ギア──神滅具ロンギヌス『黒刃のケイニス・狗神リユカオン』そのものであり、彼の相棒、分身でもある。

　鳶雄はこう述べ、

「キミと長く遊ぶつもりはない」

　すぐに力ある呪じゆ文もんを紡つむいでいく──。

《──人を斬きれば千まで啼なこう》

　鳶雄と刃を暗黒のようなもやが覆おおい尽つくしていき、それはこの一帯にまで広がる。

《──化け生しよう斬るなら万まで謳うたおう》

　彼の両りよう腕うで、両足にも暗黒がかかり、異形に転じていった。

《──暗き闇やみに沈しずむ名は、極夜を移す擬まがいの神なり》

　鳶雄の全身に闇が張り付き、同化していく。

《──汝なんじらよ、我が黒き刃で眠ねむれ》

　彼の体が人の形をしながらも人とは違ちがうモノになっていく──。

《──愚おろかなものなり、異形の創造主かみよ》

　鳶雄が呪文の最後の一節を口にしたとき、黒き狗──刃が透すき通るほどの遠とお吠ぼえをしていった。

　オオオオオォォォォオオオオオオオン……。

　そこに現れたのは闇の衣をまとい、人の形をした擬まがいものの刃の神である。

　呪文を唱え、姿を変えた鳶雄は狗を思わせるフォルムをしており、尾おも六本生え、全身から暗黒のオーラを放ち続けていた。

　その傍らには顎あぎとより暗黒を吐はく《狗》の刃──。

　──禁バランス・手ブレイカー、『夜天光ナイト・セレステの乱刃イアル・スラツシ狗神ユ・ドツグズ』。

　闇の狩人かりゆうどと化した鳶雄は自身の影かげより長い得え物ものを取り出した。

　──暗黒のオーラに満ちた黒光りする大おお鎌かまである。

　神滅具ロンギヌス『黒刃のケイニス・狗神リユカオン』は神器セイクリツド・ギアのなかで独立具現型という種類であり、所有者の分身体（鳶雄の場合は刃）が意思を持ち、主あるじの指示のもとに遠えん隔かく操作ができる。

　それとはまた別にあらゆる形の刃を影や闇のなかから生み出すこともできた。鳶雄が取り出した大鎌は後者の能力であった。

　同時に刃も自身の影から一本の剣けんを出現させ、口で横にくわえた。刃の持つ剣の刀身には、妖あやしい紋もん様ようが輝かがやく。そこには禁じられし呪文が刻まれている。

　大鎌をくるくると回しながら、鳶雄はゆっくりとグレシルに向かい歩いていく。

　鳶雄が言う。

『キミは本当に運がいい。曹操と当たらなかったのもそうだが、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんとの一戦でも彼が本気を出せないまま戦い、命を拾った』

　グレシルは笑みを見せる。

「黒い鎧よろい、龍りゆう神じん化ってやつだろ？　ああ、それこそ俺が戦いたかったやつだ。それの攻こう撃げきさえ俺の体が覚えれば、またひとつ強くなれるってな。真の魔ま王おうクラスってのにな。いや、いずれバルベリスやヴェリネすら超こえてやるさ」

『……なってどうする？　強くなった先に何を求める？』

「さてな。生まれたばかりでよ。強くなって暴れる以外の選せん択たく肢しが湧わかねェ。バルやヴェリネは戦い以外のものに興味を抱いだいてるようだが、いまの俺にゃ到とう底てい理解できやしねェ。でもよ」

　グレシルは拳こぶしを握にぎりしめて、悪意に満ちた笑みを見せた。

「強ェ奴やつも弱ェ奴もぶん殴なぐるのは等しく楽しいよなァ。生まれ持った圧あつ倒とう的な暴力ってやつでよ、大暴れすんのは気持ちがいいってな」

『だから、京都の町中で暴れたのか。一いつ般ぱん人がたくさんいたんだぞ』

「？　それがどうした？　人間なんざ腐くさるほどいるじゃねェか。しかも弱ェ生き物もんのくせにやたらと増えやすい。ソネイロンじゃねェが、ぷちぷちぶっ殺したところで大したもんじゃねェだろ？」

『……町を行き交う人それぞれに人生がある、と説いたところでいまのキミにはわからないよな』

「？　なんだ、おまえ、センセイにでもなりたいのか？　あいにく、俺は生まれもって優ゆう秀しゆうなんでな。そんなのはいらないってな」

　鳶雄は覚かく悟ごを決める。もう、問答はいらないだろう。

『キミの生まれには色々と思うことはある。──だが、キミの悪意は俺の大切な者に届きうる。だから、本気で斬らせてもらおうか』

　鳶雄が──追加の呪文を詠えい唱しようし始める。

《我ら、理ことわりと凶きよう兆ちようをも斬り祓はらう獣けだものなり》

　鳶雄と刃の周囲に常とこ闇やみが生じて、この一帯に広がっていく──。

《果てなく遠き深しん淵えんで我らは白夜を騙かたろう》

　地面すら闇に飲まれ、薄うす暗ぐらい裏京都の疑似空間の空すらも光の届かない暗黒となっていった。

《我は魔ま刃じん。我らは獣じゆう魔ま。冥漠の果てで常夜の乱刃と成ろう──》

　鳶雄と刃の近くで生じたのは、刃と同じ黒き獣だった。一体、また一体と増えていき、それは大群となるほどの数となる。

　さらにこの周辺に無数の闇の刃が、暗黒に飲まれた地面より生じてくる。

　黒き獣の群れのなかで、魔刃を持った鳶雄と剣をくわえた獣魔たる刃のオーラが爆ばく発はつ的に高まっていた。

　これは禁バランス・手ブレイカー、『夜天光ナイト・セレステの乱刃イアル・スラツシ狗神ユ・ドツグズ』がさらなる研けん磨まによって、後天的に深淵面アビス・サイドにたどり着いた姿である。

　──禁バランス・手ブレイカー・深淵面アビス・サイド『深淵なりしペルフエクトウス冥漠の獣魔・テネブラエ・リ、英傑でユカオン・エト・あれ常夜フオルテイス・デ刃の狗神ンス・ライラプス』。

　本来は、通常の人間態から専用の呪文にて変化するのだが、『夜天光ナイト・セレステの乱刃イアル・スラツシ狗神ユ・ドツグズ』状態からでも追加詠唱をすることで変ずることができた。

　神器セイクリツド・ギアの禁バランス・手ブレイカーについては、グリゴリ前総そう督とくのアザゼルにより、いくつかの可能性が提示されていた。

　通常禁バランス・手ブレイカー、亜あ種しゆ版を含ふくめ単純に強化及および進化させたものを『昇華面クレスト・サイド』。

　所有者自身が自分と神器セイクリツド・ギアのあり方を狂きよう気きの域にまで研磨、求め続け、果てには自己と神器セイクリツド・ギアが混ざり合って発現させた『深淵面アビス・サイド』。

　それら二種に分類すらできない突とつ然ぜん変へん異いを『慮外面イクス・サイド』。

　鳶雄のこの形態は深淵面アビス・サイドであった。

　それを見て、グレシルの表情は一変する。打ち震ふるえるように興奮していた。

「…………試合でもこれになったことがあるよな？　やっぱ、神滅具ロンギヌス所有者ってのはぶっ飛んでやがるぜ！　神をも滅ほろぼす具現とはよく言ったモンだ！　だけどよッ！」

　グレシルが力を爆発的に高めていく。

「ハッ！」

　気合い一いつ閃せんで声を吐き出したと同時に、彼の体を覆うオーラが極大なものとなった。リミッターを解除したのだと鳶雄は判断した。オーラの量だけでいえば確かに魔王クラスなのだろう。

　グレシルが拳を構えて言う。

「だからこそ、いいんだよなッ！　生きてる実感ってのを感じるぜェェェェェッ！」

　オーラを周囲に発散させながら、グレシルはその場を駆かけ出した。飛び出した勢いで地面を覆っていた闇が一いつ瞬しゆん払はらわれるほどだ。

　試合で見たときよりも速いダッシュで、グレシルは拳を放ってくる。拳にはバカげているほどの出量のオーラがこもっている。

　鳶雄と刃ジンは、それを高速で避よけ、横合いから大鎌を振ふるう。それに合わせるように相棒の刃も口にくわえた闇の剣でグレシルに斬りかかった。

　グレシルは鳶雄の鎌を空中にジャンプして躱かわす。そこに刃が斬りかかるが──グレシルは空中で狗の剣を真しん剣けん白刃取りした。刃の剣を受け止めたあと、地面に着地するなり、乱暴にぶん投げていく。刃は空中で体勢を直して、難なく着地した。

　──身体能力は戦うごとに上がっていくようだ。

　鳶雄は心中でグレシルをそう評した。鳶雄と刃の連れん携けいを初見で見事に避けてみせた。レーティングゲーム国際大会での記録映像を視し聴ちようして、覚えがあったのだろう。それにしても、それを初めての対たい峙じにて実際にこなしてみせる点でグレシルの身体面に高い素養を感じてならなかった。

　鳶雄もグレシルの試合での映像を見ているのだが……どうやら、そのときよりも強くなっているようだと感じた。

　鳶雄は人差し指と中指二本をグレシルのほうにサッと向けた。それに応じて、刃と似た──いや、刃と同じ黒い獣の群れがグレシルのほうに飛び出していく。黒い獣たちも刃のように口に紋様の刻まれた剣をくわえている。

「はっ！　おもしれぇッ！」

　グレシルは高速で飛び出してくる黒い獣たちに真っ正面から立ち向かう。襲おそいくるそれらを莫ばく大だいなオーラがこもった拳と蹴けりで、吹ふっ飛ばしていく。吹っ飛ばされた黒い獣は闇に溶とけて消失するが、すぐに闇から再び出現し、グレシルに襲いかかる。

　それでもグレシルは見事な体たい捌さばきで黒い獣たちの高速攻撃を避けていき、さらに動きに順応したようで、先手を取るように飛び出す前の黒い獣を打ち砕くだくほどとなった。

「おりゃあああああああああああッ！」

　グレシルが、極大のオーラをまとわせたパンチを地面に打ち放つ。

　強大な威い力りよくによって、闇を払はらい、地面すらも大規模に破は壊かいしていく。鳶雄と刃はその場から空中へ飛び出す。あまりの威力に大きな地じ響ひびきが生じた。

　──眼下にとてつもなく巨きよ大だいな穴が生まれていた。

　乱暴にオーラのこもったパンチを打っただけだが、それでもこれだけの威力をたたき出す。あと何回かこれを繰くり広げられたら、地形が容易に変わるだろう。

　鳶雄と刃は地面に足をつけると同時に音もなく姿を消し、グレシルに向かっていく。鳶雄が体勢を低くして、地面すれすれからの大鎌を振り上げる。刃も瞬しゆん時じにグレシルの背後に回り、口にくわえた剣を横一文字に放った。

　グレシルはオーラを帯びた拳でまずは鳶雄の振り上げを弾はじき、刃の斬撃も身をよじって回転し、見事に回かい避ひした。続けざまにグレシルは左のブローを鳶雄に放つが、鳶雄は後方に素す早ばやく飛び退のき、そのまま闇やみのなかに消えていく。刃のほうもいつの間にか闇のなかに飛び込んで姿をくらませた。

　グレシルは姿を消した二体の獣に対して、視野を広げて辺りに視線を配らせる。

　グレシルの死角となる背後より、刃が黒い弾だん丸がんのように凄すさまじい速度で飛び出してきた。

　グレシルはわずかな気配で察知したのか、身をよじり、半回転しながら背後の刃に裏うら拳けんをかまそうとしてきた。

　だが、闇のなかで鳶雄が念じたことで、グレシルと刃の間に巨大で歪いびつな刃やいば──ブレードが飛び出ることで、相手の視角を一いつ瞬しゆん封ふうじた。

「こんなもんッ！」

　グレシルの拳の一いち撃げきでブレードはたたき壊こわされるが、そこにすでに刃の姿はなかった。襲いかかる寸前、ブレードが飛び出したと同時に下に広がる闇へ潜もぐり込んでしまったからだ。

「だったら、これごとぶっ飛ばしてやらァッ！」

　グレシルはオーラを極大にまで拳に集めて、眼下の闇一色の地面にパンチを放つ。

　先ほどの特大のパンチ同様に闇が一気に払われ、地面を広こう範はん囲いに破壊していく。巻き起こる地響き。再びグレシルによって、巨大な穴が穿うがたれる。

　そのグレシルは何かを察知して、上空を見上げた。

　闇の獣──鳶雄が跳とび上がっており、大おお鎌かまを構えたまま降下する！

　それをアッパーにて迎むかえようとするグレシル。しかし、闇の獣たる鳶雄の体が、散らばるように闇が分散していった。分散した闇は姿を再構築して、複数の分身体たる刃と化した。当然のごとく、複数の刃の口には禁じられし呪じゆ文もんが刻まれた剣けんがくわえられている。

　鳶雄の体が分散して複数の刃となったことで、グレシルのアッパーは空くうを切る。そのグレシルに刃たちが剣にて、斬きって、斬って、斬って、斬りまくる！

「がぁああああああああああああああっ！」

　予想だにしていなかった複数の刃による滅めつ多た斬ぎりにグレシルも悲鳴のような声をあげるしかない。

　だが、グレシルはすぐに反はん撃げきの意識を固めたようで、斬りまくってくる刃たちにオーラのこもったストレートを放とうと──。

　刹せつ那な、グレシルの横合いから地面の闇より闇の獣──鳶雄が飛び出してくる。完全に虚きよを突つく格好で鳶雄は、跳び上がりながらも超ちよう高こう速そくで回転していき、グレシルの体を螺ら旋せん状に斬りまくる。

　先ほどの刃たちの斬撃にプラスして、鳶雄の螺旋斬りによって、グレシルは全身を斬り刻まれた。体中から血が噴ふき出ていく。

「クソがッ！」

　ダメージを押して、グレシルがオーラをまとった鋭するどい中段蹴りを鳶雄に放つが、また体が闇として分散するだけで決定打を生まない。

「まったく、攻こう撃げきが通らねェじゃねェかッ！」

　苛いら立だちで憤ふん怒ぬの形相になるグレシル。余よ裕ゆうは徐じよ々じよに失いつつあった。なぜなら、攻撃がまったく当たらないからだ。当たったとしても闇と化して散っていくだけで鳶雄のダメージは皆かい無むだ。

　闇が集まり、鳶雄の姿を形作る。

　鳶雄が鎌をくるくると回しながら言った。

『俺に攻撃を与あたえられるとしたら、本当の魔王クラス以上か、神クラスだろうな。それ以下なら、俺の闇を超こえることはできない』

「…………ッッ！」

　鳶雄の挑ちよう発はつに顔に青筋を立てるグレシル。

　しかし、グレシルは息を吐はき、どうにか冷静さを取り戻もどそうとした。笑えみを浮うかべて、鳶雄に言う。

「だけどよ、おまえの刃、俺の体は覚えたぜ？　もう二度と効かねぇ！」

　グレシルの傷口が筋肉によって無理矢理塞ふさがっていき、血が止まる。

「ハッ！」

　グレシルが体からオーラを発散してから、その場より勢いよく飛び出してくる。

　鳶雄も下の闇よりもう一本の大鎌を取り出して、二刀流で迎え撃うった。

　グレシルが大振りのパンチを放つ。鳶雄は横に回避して、やり過ごすが、拳こぶしからオーラの余波が放たれ、闇と共に後方の風景の木々が盛大に吹っ飛んでいく。

　続けてグレシルが中段蹴りを打ってくるが、鳶雄は身を限界まで低く、地面すれすれまで屈かがんでそれを避けた。そこにグレシルは下へ殴なぐりつけるようにパンチを放ってきた。鳶雄は横に回転して、それすらも躱し、体勢を立て直しざまにグレシルに大鎌二本で斬りかかる。

　特性『耐たい性せい』にて、鳶雄の刃を覚えたであろうグレシルは余裕の表情でそれを真っ正面から受ける。──が、鳶雄の斬撃をくらったグレシルの体には大鎌二本による×印のダメージが生まれていた。

　胸部に深い×字の斬撃を受けたグレシルは、血を盛大に噴ふん出しゆつさせた。

「あ、がああああああああああああああッ！」

　激痛に声を上げるグレシル。

　その場で血が噴き出る胸を押さえながら、驚きよう愕がくに包まれた表情となっていた。

「な……っ!?　ど、どうして、刃が通るッ!?」

　鳶雄は大鎌の一本を地面に刺さし、もう一本の鎌の刃を手でなぞる。オーラの質が、最初に放っていたものとは違ちがっていた。

　鳶雄が言う。

『俺の刃はオーラの波長がそこそこ豊富でね。そちらが覚えたのはそのひとつに過ぎない。──さて』

　再び大鎌を二本構えながら、鳶雄はゆっくりと前に歩を進める。その背後には分身体の刃の群れが生じていく。

　鳶雄が眼光を鋭くしながら言う。

『キミに通る刃の具合はわかった』

　相手の攻撃や特性を覚えるのは何もグレシルだけではない。

　鳶雄も相手によって、刃の質をいくらでも変えることはできる。何せ、彼の刃は神すらも斬り伏ふせるとも、「あらゆるモノ、すべてを斬る」ともされる。

　鳶雄の大鎌に──赤黒い呪じゆ炎えんが発生した。『黒刃のケイニス・狗神リユカオン』は、狼おおかみ男おとこの起源、真祖とされるギリシャ神話に登場する楽園『アルカディア』の王リュカオンと、日本神話に登場する神剣『天あめ之の尾お羽は張ばり』が宿っており、そのふたつが複雑に、歪に合わさり、神器セイクリツド・ギアに、神滅具ロンギヌスとなっていた。

　歪ゆがみゆえに狼ではなく、狗に──。擬まがいの神に──。

　いま大鎌に宿った赤黒い呪炎は、『天あめ之の尾お羽は張ばり』が火の神たる火ヒ之ノ迦カ具グ土ツ神チを斬ったときに宿ったものだった。副産物とされる。

　鳶雄がグレシルに歩み寄るなかで、刃の群れが弾丸となって、前方に飛び出していき、グレシルに襲いかかる。

　グレシルは一体、また一体と拳打と蹴りで打ち崩くずしていくが、それもしだいに群れによる攻撃に押されていき、ついには複数の刃の斬撃をまともに受けていった。グレシルの体がくまなく斬り刻まれる。

　そして、濃のう密みつな呪炎に包まれた大鎌二本の斬撃がグレシルを完全に捕とらえようとした。

『キミの「特性」は非常に驚きよう異い的だ。──だけど』

　グレシルの体に見えない速度で、大鎌二本の斬撃が無数に打ち込まれた。

　さらに上空から黒い狗──刃じんが、高速で降りてくると同時に真上から一直線に斬る！

　一いつ拍ぱくおいてから、グレシルの体に数え切れないほどの切れ目が生じた。

『──俺たちの刃はすべてを断つ』

　グレシルは最さい期ごの言葉を吐く。

「……俺は……バルやヴェリネみたいに……なれないってのか……っ！」

　ボッ！　グレシルの体は呪炎によって燃え上がりつつ、無数の斬撃によりバラバラとなって、崩れていった──。

　グレシルの最期を見ながら、鳶雄は言う。

『力のみなら、なれただろうさ。けど、魔ま力りよくとパワーだけでは真の「超ちよう越えつ者」には届かない』

　戦いを終えたことで、鳶雄は一帯を支配していた闇の空間を解除して、元の風景──森のなかに戻す。

　──と思っていたら、風景に若干雪が舞まっていた。寒さも感じ取れる。

　どうやら、離はなれたところで仲間のラヴィニア・レーニが神器セイクリツド・ギアを解放して、氷の世界を展開したのだろう。となると、人工悪あく魔まの一団の全ぜん滅めつも必至となる。

　戦いが終わったことで、相棒の刃が傍かたわらに来る。すでに複数の刃も消えており、彼一体のみに戻っている。

　鳶雄が刃の頭をなでていると、遠くから白い息を吐きつつ、仲間の皆みな川がわ夏なつ梅めが駆かけてきた。

「鳶雄！　終わったの？」

『ああ。グレシルは倒たおしたよ。そっちは？』

　近くまで来た夏梅が報告をする。

「こっちももう終わるわ。ラヴィニアはもちろんのこと、詩求子シログロネロがエゲつない攻撃をかましまくったからね」

　どうやら、目標のひとつであったグレシルと、その周りにいた人工悪魔の一団は壊かい滅めつできたようだ。

　一息吐ついたあとで、他の『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーと合流しようと思し慮りよしていたときだった。

　鳶雄と夏梅の耳元に連れん絡らく用の魔ま方ほう陣じんが展開し、疑似空間の外にいるゲオルクから、連絡が入る。

『「──ッ！」』

　それを聞いて顔を険しくする二人。

　夏梅が叫さけぶ。

「鳶雄！　京都周辺にある妖よう怪かいの村にまで奴やつらの悪魔たちが侵しん入にゆうしたって！」

　そう、連絡は人間界で起きた危機であった。京都周辺にある妖怪の村が襲しゆう撃げきされたというものだった──。








Fan.









　京都周辺のとある山の間に妖怪の住む村があった。

　その村では、妖怪などの異形限定の特別販はん売ばいとして『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』関連のグッズを売るアンテナショップが設けられていた。

　そこで今回裏京都で行われるショーイベントの会場限定商品が売り出されていた。ショーのチケットをゲットできずともここに来れば会場の限定商品が入手できるのだ。

　そのアンテナショップは早くから長ちよう蛇だの列れつが生まれ、ファンの妖怪や異形の者たちが自分の順番を待って並んでいた。

　列には──「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームのバルベリス（おっぱいドラゴンの帽ぼう子しをきちんと被かぶっている）と、リーダーでありバルベリスの引率役である上級死神グリム・リツパーのゼノが姿があった。

　バルベリスがここにいる理由は限定商品である『おっぱいドラゴン　どろろん妖怪クリアバージョン』のアクションフィギュアをゲットするためである。ゼノはバルベリスを一人にするわけにもいかずに付いてきていた。

　長い列に並びながら、少しずつ進んでいく。そのたびにバルベリスの胸は高鳴った。

　──バルベリスは知っている。

『乳龍帝おっぱいドラゴン』の限定版アクションフィギュアがどれだけ入手しづらいものか、バルベリスは知っている。

　初めてショーイベントに行ったとき、バルベリスはその会場で売られた限定のフィギュアを入手できなかった。

　いや、自分が買えないということすら予想していなかったのだ。

　ショーが始まる前、物ぶつ販ぱんに行ったときだ。すでにそこには限定のフィギュアが売っていなかった。完売状態だったのだ。

　バルベリスは、並ばなければ限定のフィギュアが買えないということをそこで初めて知った。あまりの人気ゆえに「おっぱいドラゴン」の会場限定販売のフィギュアは争そう奪だつ戦になることをそこで知ったのである。

　二度目のショーに赴おもむいたとき、バルベリスは気持ち早めに会場に着いて、生まれて初めて物販の列に並んだ。

　しかし──。

「申し訳ございません。限定フィギュアはさっきので完売となりました」

「──ッッ!?」

　自分のふたつ前で、限定のフィギュアは売り切れた──。

　ギリギリでフィギュアを買い、笑顔の子供……。バルベリスは羨せん望ぼうの眼まな差ざしでその光景を見つめ、胸に去来したものに歯は嚙がみした。

　そう、そこで初めてバルベリスは敗北というものを経験したのである。

　レーティングゲーム国際大会の本戦で『バベル・ベリアル』のチームに敗北したときも、バルベリスはこのような感情を抱いだいたことすらなく、「負ける」というものを理解できなかった。

　だが、フィギュアを買えないという状じよう況きようが、彼に初めての敗北の感情を与あたえたのだ。

　三回目の今回──店が開く何時間も前に物販列に並び、ひたすら待機時間に耐たえた。

　そして、列がついに自分の番になり──。

「お、おっぱいドラゴンの……どろろん、よ、妖怪クリアバージョン……を、ください」

　レジ前で、緊きん張ちようのあまりに声がこもってしまったバルベリス。

「はい、わかりました」

　店員の烏からす天てん狗ぐはすぐに了りよう承しようし、商品を袋ふくろに入れてもらい、会計を済ましていく。

　商品を受け取り、レジを離れるバルベリス。

　しばし、呆ぼう然ぜんとなるバルベリスだったが、腕うでのなかにある実物と実感。袋を少しだけ開くと、そこには──憧あこがれ続けた、焦こがれ続けた限定のアクションフィギュアがある。

　夢ではない。現実なのだ。

　バルベリスはようやく『おっぱいドラゴン　どろろん妖怪クリアバージョン』を手に入れた。クリア仕様になっており、透すき通った鎧よろいの質感が美しいとさえ思えた。

　買えたときの何とも言えない高こう揚よう感かん、満足感は言葉に表せないものだった。

　──そこで初めてバルベリスは勝利という感情を心の底から学んだ。

《それでは、帰ろうか》

　最後まで付き合ったゼノがそう言う。

　バルベリスとゼノが用事を終えて、帰ろうかと転移型魔方陣を展開しようとしていたときだった。

　ドォォォォオオオオオオオオオンッッ！

　けたたましい爆ばく発はつ音が、村の入り口のほうから聞こえてくる。

　すぐに妖怪たちから悲鳴が上がった。

「うああああ、悪魔が攻こう撃げきしてきたっ！」

　妖怪たちが逃にげ惑まどうなか、騒さわぎを聞いてバルベリスは爆発が続く場所へ足を向ける。

《お、おい、バルベリス。あまり動いてくれるな！　我われらは冥めい府ふの者だ。目立つようなことをすると、あとで何が起こるかわからん！》

　ゼノが必死に止めようとするものの、バルベリスは意にも介かいさずに悪魔が攻撃しているというところに向かった。

　そこでは──悪魔のオーラをまとった一群が、村の家屋を攻撃し、破は壊かい活動を行っていた。

　オーラの質から、バルベリスはそれが自分と同じ生まれの者たちだと認識できた。

　おそらく、冥府……ハーデスか、協力者の命令でこのようなことをしでかしているのだろうと。

　……グレシルとソネイロンが、原初の神エレボスに勧かん誘ゆうされたというが、もしかしたら、これと関係しているのかもしれない。

　バルベリスにまでその情報は入ってきていないが、そう感じてならなかった。

　現にゼノも、

《……なんと、リリスのリリス・子供たちチルドレンか！　となるとハーデスさまの……いや、例のエレボス神の仕業か？》

　そう口にしていた。だが、そのゼノは困こん惑わくの顔色となっている。

　かといって、バルベリス自身はこの事態に関心は薄うすい。とりあえず、悪あく魔まを一体捕つかまえて、事情でも聴きくか、そう思慮していたときだった。

「うわぁぁぁぁぁんっ！　僕のおっぱいドラゴンがぁぁぁっ！」

　子供の鳴き声が聞こえてくる。

　そちらに視線を送れば──悪魔の一体が、子供が買ったばかりであろう『おっぱいドラゴン　どろろん妖怪クリアバージョン』を踏ふみつけ、ぐしゃぐしゃにしていたのだ。

　その瞬しゆん間かんだった。

　バルベリスのなかで、何かが爆発的に高まっていくのがわかった。堪たえきれないほどの感情が内側からふつふつと湧わき上がる。




　──バルベリスは知っている。

『乳龍帝おっぱいドラゴン』の限定版アクションフィギュアがどれだけ入手しづらいものか、バルベリスは知っている。




　それを買えたときの何とも言えない高揚感、満足感は言葉に表せないのをバルベリスは理解しているのだ。

　フィギュアを壊こわされた妖怪の子供の泣く姿に、悪魔たちはゲタゲタと嫌いやな笑いを漏もらす。

「こんなちっぽけな人形なんぞ壊れたぐらいで泣くなんてよ」

『ギャハハハハハッ！』

　気づけば、バルベリスは悪魔の一群の前に立っていた。

「おい」

　語気を荒あららげながら、バルベリスは悪魔に声をかけた。

「あ？　なんだよ？」

　悪魔は挑ちよう発はつするような顔つきだった。

　壊れたフィギュアに指を差しながら、バルベリスは悪魔たちに言う。

「あのフィギュア。あれがどれだけのものか、おまえらはわかっているのか？」

　その言葉に悪魔たちはきょとんしていたが──一いつ拍ぱくあけて、大笑いを漏らした。

『ギャハハハハハハハハハハハハッッ！』

「なんだ、こいつ。何を言ってんだ？」

「頭おかしいぞ、こいつ！」

　彼らはバルベリスの一言を嘲あざ笑わらい、バカにする。

　嘲ちよう笑しようしながらも悪魔の一体が手にオーラを集め、バルベリスに放とうとしていた。

「おかしな野や郎ろうだ。まあいい。ぶっ飛ばせ──」

　ゴンッ！　その悪魔の一体が言い切る前に、バルベリスの拳こぶしが届く。パンチを食らった悪魔は遥はるかに遠くに勢いよく吹ふっ飛んでいった。

　濃のう密みつなオーラを体から滲にじませながら、バルベリスが悪魔たちに問う。

「もう一度言う。あれがどれだけのものか、おまえらはわかっているのか？」

　とある悪魔の一体が、バルベリスの姿に何か思い出すものがあったようで──、

「なあ、こいつ。見たこと──」

　と言いかけるが、それもまたバルベリスの一いち撃げきによって屠ほふられていく。

　悪魔を一撃で二体も退けたバルベリスの姿に悪魔たちも戦せん慄りつし始める。

　しかし、バルベリスの怒いかりは収まらない。

「ちっぽけなどと言うな。これは……これを買うだけでどれだけのものを得られると思っている？」

「ク、クソ、な、何を言ってやが──」

　三度、悪魔はバルベリスの拳で殴なぐり飛ばされていった。

　そこからは一方的だった。バルベリスは抑おさえきれない感情──怒りというものを発はつ露ろするように悪魔の一群を蹂じゆう躙りんしていく。

　拳けん打だで、蹴けりで、オーラの砲ほう撃げきで悪魔たちを吹っ飛ばしていった。あまりのバルベリスの強さにその場から逃げようとした者にすら、遠くからオーラの一撃を撃うち放って、確実に落としていく。

　ものの一、二分ほどで悪魔の一群は──全ぜん滅めつしてしまう。

《なんてことだ……っ！　どう上に説明すればいいっ!?　ひっそりと人形を買いにきただけでも問題だというのにぃぃっ!?》

　引率役のゼノはこの状況に頭を抱かかえ、口を開いて当とう惑わくし続けた。

　──そのときだった。

　上空より飛来し、村の中央に降り立つ影かげがあった。

　猿さるの人型妖よう怪かい、豚ぶたの人型妖怪、仙せん人にん風の妖怪であった。

　バルベリスはそれらに覚えがあった。レーティングゲーム国際大会にも参加している『西遊記』チームの闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ（初代孫そん悟ご空くう）、浄じよう壇だん使し者しや（初代猪ちよ八はつ戒かい）、金こん身しん羅ら漢かん（初代沙さ悟ご浄じよう）である。ゼノからは要研究対象と言いつけられた者たちだった。

　猿の妖怪──初代孫悟空が、村を一望し、様子を窺うかがってから、煙管キセルを吹ふかして言う。

「カッカッカッ、どうやら、ようわからんうちに人工悪魔どもが全滅しとるようじゃい」

　でっぷりとした豚の妖怪──初代猪八戒が息を吐はく。

「なんじゃい。村が襲おそわれているというから、来たものの。この村の近くにいた悪魔どものもとに向かった[image: な]な吒た太たい子しの助勢にでもいくかいな？」

　仙人風の妖怪──初代沙悟浄が連れん絡らく用と思われる呪じゆ符ふを耳に当てながら言う。

「んにゃ、そっちもすぐに終わったそうだぞい。太子が相手じゃ人工悪魔程度では対応もできんわな」

　三名の妖怪は手持ち無ぶ沙さ汰た状態になっていたようだ。

　──と、生き残りらしき悪魔がそそくさと人知れずに逃げようとするが、そこに初代孫悟空が所作もなく棒──如によ意い棒ぼうを伸のばして、一撃のもとに屠り去る。

　バルベリスから見てもこの妖怪三体は隙すきという隙が見つからない強者なのだと理解できる。

　初代孫悟空が気配からか、バルベリスとゼノを視線に捉とらえる。見つかった瞬間、ゼノが震ふるえ上がったのが見て取れた。

　初代孫悟空が言う。

「おまえさんらは確か……長ったらしい名前のチームのもんじゃったな？　冥府のもんがなんでここにおるんかな？」

　ゼノが必死に答える。

《そ、そ、それは、ここにフィギュアを買いにきたわけで！》

「なんじゃ、そりゃ？」

　訝いぶかしげに首を傾かしげる初代猪八戒。

　悪魔たちに踏まれて壊れてしまった妖怪の子供のアクションフィギュアに初代沙悟浄は視線を向けていた。

「フィギュアって、これかいな？　なんで死神グリム・リツパーがこのようなものを？　本当はここを襲った悪魔どもと関係があるんじゃなかろうな？」

《い、いえいえいえいえいえいえっ！　ま、まったく知らないことでして！　ほ、本当です！　私とバルベリスはここに、本当にフィギュアを買いにきただけでしてっ！》

　西遊記の主役として有名な者たちに問い詰つめられ、パニック状態のゼノ。

　そんなゼノのことなどこれといって気にも留めずにバルベリスは勝手に動き出し、フィギュアを壊されて泣いていた妖怪の子供のところに歩み寄る。

　迫はく力りよくあるオーラをまとうバルベリスの姿に子供は怖こわがるが──。

　バルベリスは──先ほど購こう入にゆうしたばかりの自分のフィギュアを子供に差し出した。

「──これ。これを……」




　──バルベリスは知っている。
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「え？」

　きょとんとしている子供にバルベリスは言った。

「これを……やる。……だから、泣くな」

　自分のフィギュアを子供にあげようと思ったのだ。

　この子供は、同じ『おっぱいドラゴン』が好きな者であり、同じ列に並んだ……同志のような者だ。

　だから、あげようと思った。

　箱に入ったままのフィギュアを受け取り、子供は訊いてくる。

「……いいの？」

　頷うなずくバルベリス。

「ああ、この『おっぱいドラゴン』のフィギュアはとても大事なものだ。俺にはわかる。おまえは十分に頑がん張ばって列に並んだ。これを持っていて当然だ。だから、泣くな」

　そう言うバルベリスに子供はようやく笑顔を見せた。

「ありがとう、お兄ちゃん！」

　子供の親らしき妖怪が駆かけ寄ってくる。

「あ、あの、ありがとうございました」

　親は礼を述べるなり、子供を連れて村の奥に走っていく。

　子供が目の前からいなくなってから、バルベリスは胸に去来するものがどんどん大きくなってきていた。

　ポッカリと胸に開いた、何か──。

　バルベリスは確実にいま大切なものを失ったのだ。

「……………………」

　バルベリスは──。

　こみ上げてくるものを我が慢まんすることができなかった。

「…………うぅ、うぅぅぅぅ」

　とめどなく目から涙なみだが流れ出る。

　ようやく買えたフィギュアだ。生まれて初めて味わった敗北完売ゆえに、勝利購入のために努力をした。

[image: ]

　そして、手に入れた珠しゆ玉ぎよくのフィギュアを彼は手放した。

　だが、それでいいと思っている。それでいいと思いたい。

　──自分はあの子供よりも体が大きい。

　大きい自分は我慢しなければならない。何より、あの子供も『おっぱいドラゴン』が好きな同志なのだから。

　それでも──バルベリスは涙だけは我慢できなかった。

　バルベリスは生まれて初めて『悲しい』という感情を覚えたのである。

『乳龍帝おっぱいドラゴン』は、人工超ちよう越えつ者クラスの彼にあらゆる感情を与あたえていた──。

　この様子を見ていた初代孫悟空が言う。

「…………よくわからんのぅ。よくわからねぇけどよ。死しに神がみさん、あんたの言うこと、信じるぜ」

　バルベリスとゼノが、この場にて、それ以上この状じよう況きようについて問い詰められることはなく、村の窮きゆう地ちは救われたという報告のみが『Ｄ×Ｄデイーデイー』の関係者に告げられることになる──。








Life.4　世界の抑よく止し力りよくとして‐Ａ×Ａ‐









　俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、リアスやグレモリー眷けん属ぞく（＋俺の眷属！）、八や坂さかさん（＋腕自慢の妖怪たち）と共に疑似結界空間に転移し、すでに冥めい府ふ側の悪あく魔まの集団を相手に戦せん闘とうを開始していた！

　俺たちが転移した先は、疑似裏京都の北部にある古い祭さい儀ぎ場めいたところだ。石の祭さい壇だんや石柱があり、しめ縄なわで締しめられた巨きよ大だいな岩がゴロッと置かれていた。

　本物の裏京都を軽く探たん索さくしたときに訪れたから知っているが、そこは裏京都を取り仕切る頭目が代々吉きつ兆ちようと凶きよう兆ちようを占うらなったり、京都で奉たてまつられている神仏より啓けい示じを受けるところなのだそうだ。

　つまり、疑似空間とはいえ、裏京都にとってかなり重要なところに俺たちは転移したということだ。

　転移してすぐに敵の集団と出くわし、戦闘状態になり、俺たちは人工悪魔たちをぶっ飛ばしていた。

　聖剣けんデュランダルと聖剣エクスカリバーの二刀流のゼノヴィアと、同じく聖剣オートクレールを持つイリナの女子剣けん士しコンビが、見事な剣けん戟げきによるコンビネーションにて人工悪魔を屠ほふり去っていく。

「悪魔を狩かるのは得意だからな！」

「それ、いまだとすごい発言よね！」

「私たちの敵だから問題ない！」

　そう言いながら、刀身に聖なるオーラを莫ばく大だいに高まらせて、縦じゆう横おう無む尽じんに斬きりまくっていき、人工悪魔たちを塵ちりに変えていく。

　全身に電気をスパークさせながら、鬼おにの面を被かぶるのは朱あけ乃のさんだ。

「茨いばら木き童子さま、温う羅らさま、どうぞご存分に力をお示しくださいませ」

　朱乃さんと契けい約やくしている伝説の鬼──茨木童子と温羅が、その圧あつ倒とう的なまでの怪かい力りきで人工悪魔たちを吹ふき飛ばし、叩たたき潰つぶし、蹴けり飛ばしていく。そこに朱乃さんが放つ、光が増し増しにこもった雷かみなり──雷らい光こうが降り注ぐのだから、たまったものではないだろう。

「ファーブニルさん！　がんばってください！」

『アーシアたんの応おう援えん頂きました。俺様、超ちようがんばる』

　アーシアに呼び出された黄金の龍りゆう王おうファーブニルは、襲いかかってくる悪魔たちを尻尾しつぽでなぎ払はらい、口からのオーラ砲ほうで消し飛ばしていった。レーティングゲームの試合でファーブニルの使用は制限がある分、それがない実戦では大暴れだ。アーシアの応援（とパンツ）があればあいつは無限にがんばれそうだしな！

「消し飛びなさい！」

　滅びの魔力を圧縮した濃密なオーラの球体を敵の群れに放つのは我らがリアス！　滅びのオーラを身にまとい、言葉の通りに人工悪魔を消し飛ばしていく。

　今回は、ギャスパーが表京都にいるため、『禁夜とフオービトウン・イ真闇のンヴエイド・バロー滅殺獣姫ル・ザ・プリンセス』にはならず、『白龍皇デイバイデイングの妖・ワイバーン精達・フエアリー』の飛龍ワイバーンを全身にまとい、『深紅のクリムゾン・エ滅殺クステインクト龍姫・ドラグナー』の装甲をつけた状態となっていた（そのため、今回はゼノヴィアは飛龍ワイバーンの装甲をつけていない）。

　リアスは元々才能が高いのもあり、大会に参戦し、強敵との戦いを経験して、滅びのオーラの威力と出力が上昇傾向にある。そこに赤せき龍りゆう帝ていの力も加わっているわけだ。

　リアスは撃うち出した滅びの魔力を操作し、特大オーラの塊かたまりを敵の上空で弾はじけさせ、細かな弾たまとして悪魔の一群に降り注いでいく。雨のような滅びの魔力を浴びて、人工悪魔たちは為なす術すべもなく消しよう滅めつしていった。濃密に圧縮したものだから出来る芸当だ。

　仲間たちが悪魔たちを打だ倒とうしていく戦場で、超ちよう高こう速そくの何かが瞬しゆん時じに敵を塵に変えていく。目では捉えきれないほどの速度で戦場を駆けるのは木き場ばだ。『聖剣ブレード・創造ブラツクスミス』を発動させ、神器セイクリツド・ギアで創った聖なるオーラが漲みなぎる一ひと振ふりの聖剣を握にぎり、超高速で人工悪魔を斬り伏ふせていた。それに付き従うのは龍りゆうを思わせる甲かつ冑ちゆうを着たナイトたちだ。

　──木場の神器セイクリツド・ギアのひとつである『聖剣ブレード・創造ブラツクスミス』の禁バランス・手ブレイカー、『聖覇のグローリイ・龍騎士団ドラグ・トルーパー』だ。

　木場が使し役えきする龍の騎士団も聖剣を持ち、人工悪魔を切りつけていた。『聖剣ブレード・創造ブラツクスミス』の禁バランス・手ブレイカーを使っている間は、もうひとつの神器セイクリツド・ギア『魔剣創造ソード・バース』の禁バランス・手ブレイカー『双覇のソード・オブ聖魔剣・ビトレイヤー』こと聖魔剣は発動できない。

　……けど、最近、木場があり得ないはずのふたつの神器セイクリツド・ギアの融ゆう合ごうについて、模も索さくしていることに俺は気づいている。

　俺たちはあり得ないことを何度も覆くつがえしてきたし、神器セイクリツド・ギアは想おもいの力によって高まっていく。

　もし、それが実現したら、あいつはさらに強くなるだろうな……。

　俺も真しん紅くの鎧よろいとなって、ドラゴンショットで人工悪魔をぶっ飛ばしている最さ中なかだった。

　その俺や仲間たちが活かつ躍やくするなかで、人工悪魔を戦せん慄りつさせているのは──九つの尾おを持つ金色の獣けものだった。

　巨大な九きゆう尾びの狐きつねとして本来の姿となった八坂さんである。

『古都に闇やみを落とす者は誰だれであろうと許さぬっ！』

　口から大出力の火か炎えんを吐はき、人工悪魔を一気に焼き尽つくしてしまう。

　その八坂さんの頭の上でぴょんぴょん跳はねる者がいた。──九重くのうだった。

「さすがです！　母上！」

　なんと、九重は転移についてきてしまい、結局俺たちと共に戦場のなかにあった。

　とはいえ、九重も年少ながら体に力強い妖よう気きをまとい、金色の髪かみの毛が白色化していた。それは神しん獣じゆうとされた政まさ木き狐ぎつねの片へん鱗りんを見せるものだった。

　九重は自身のオーラを八坂さんに重ねて、お母さんの妖力を底上げさせているという。母娘おやこによるコンビネーションだった。

　腕自慢の妖怪たちも八坂さんに続いて戦う。

　──と、人工悪魔の一団と戦う俺たちだったが、リアスと八坂さんが俺に叫さけぶ。

「イッセー！　ドライグと共にエレボスの相手を！」

『その通りじゃ！　ここはわらわたちで十分！』

　これに九重も、

「行くのじゃ、イッセー！」

　という心強い一言をくれた。

　俺は「わかった！」と告げて、祭儀場の奥にある祭壇──巨きよ岩がんのもとに飛んでいく。

　……ああ、そうさ。リアスたちの言う通りだ。もう、エレボスがどこに潜ひそんでいるかなんてわかりきっていることだ。

　さっきから、祭壇のほうから、どデカいオーラを感じてならなかったからな。

　俺は空を飛びながら、力ある呪じゆ文もんを口にしていく。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでの籠こ手てにある宝玉から、真紅のまばゆい輝かがやきが生じていく。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼け』

　オーフィスの声が宝玉から発声され、左腕の籠手の宝玉からは漆しつ黒こくのオーラがあふれ出る。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅に染まった極大のオーラが、俺の全身を包み込んでいく。

『──赫かく赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を表す黒いオーラは俺をさらに覆おおっていった。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　真『女王クイーン』の鎧は漆黒の様相を帯びていき、龍りゆう神じんの『無限』を具象化させていく。

　そして、俺とオーフィスは最後の一節を共に謳うたった──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: いつ]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　全身の宝玉から、『D∞Dデイーディー!!』と盛大に鳴なり響ひびいていった。宝玉には無限を意味する∞の記号が浮うかび上がる。

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニティ Driveドライブ!!!!!!》』」

　音声と共に俺の龍神化は完かん了りようする。同時にドライグ顕けん現げんのカウントダウンも始める。

　俺は祭壇に到とう着ちやくして、大きな声で言った。

「いるんだろ？　原初の神さま！」

　俺がそう告げると──巨岩の上の空間が歪ゆがみ、スパーク現象と共に穴が穿うがたれる。

　穴からは、暗黒に満ちたドス黒いオーラが流れてきた。

『このエレボスの相手は──赤龍帝二体か』

　そう言いながら空間に開いた穴より出てきたのは、黒くろ髪かみに黒い軽鎧ライト・アーマー、黒いマントをつけた若い男性だった。二十代中なか頃ごろだろう。

　これが原初の神の一ひと柱はしら、暗黒神エレボス──。

　俺は肩かたをすくめる。

「俺たちじゃ相手にならないってか」

　エレボスは口くちの端はを吊つり上げる。

『いや、脅きよう威い的だ。試合の映像を見るたびに兢きよう々きようとさせてもらった』

　言うなり、エレボスは黒々としたオーラの塊を俺のほうに放ってくる。

　圧倒的なまでに圧縮された暗黒にして、神のオーラ。だが、俺はそれを拳こぶしで応対し、別の方向に弾はじき飛ばす。

　弾き飛ばされたオーラは、遥はるか別方向に飛んでいって、漆黒の膨ぼう張ちよう現象を起こしていた。弾いた暗黒のオーラが地面にぶつかって起きたものだろう。

　それを見てエレボスは舌打ちしていた。

『……神の一いち撃げきを弾く。並の悪魔なら、数十……あるいは百は吹き飛ぶ威力だ。どうなっているのだろうな、神滅具ロンギヌスというのは』

　俺は言う。

「最近、神さまを相手にすることが多くなってきたからな。日々の特訓は欠かさないってね」

『元人間が特訓で神を下す、か。冗じよう談だんも恐おそろしいレベルになってきているものだ』

　俺がエレボスに言う。

「閻えん魔まさまへの悪さを止やめて投降するなら、戦せん闘とうを止めてもいいって上からは言われてるけど、どうする？」

　俺の一言を聞いて、エレボスは目元を一度だけひくつかせた。

『ヤマ──閻魔は我らの誘さそいを断った。閻魔が強力していれば、今回の同盟も強固なものとなっていただろうに。だが、こうも考えた。それならば、閻魔の邪じや魔まをしつつ、この国と、貴様たちに大だい打だ撃げきを与あたえようとな』

「それでレイラインとお地蔵さんを使って、日本を乱すってか」

『神らしいであろう？　このエレボス、戦闘はさほど得意ではないが、手品のほうはなかなかでな』

「…………もう一度、訊きく。投降するかい？」

　俺の再度の質問にエレボスは目を細める。

『貴様は、我が妹ニュクスを穢けがした憎にくきドラゴンだ。暗黒に消えたほうがいいだろう』

「──わかった」

　通告は無視された。もう十分だろう。

　この手の奴やつは、早めに倒たおさないと必ず何か余計な手を残す。シャルバも、ユーグリットも、リゼヴィムも、伝説の邪じや龍りゆうたちも、皆みなそうだった。

　とにかく、速そつ攻こうでぶっ倒したほうが賢けん明めいだ。こいつらの牙きばは容易に俺の大切な者に届くからな。そんな余よ裕ゆうを残さず──。

　俺は真紅と漆黒のオーラを背中のブーストから盛大に噴ふき出させながら、前方に飛び出していく。

　その姿にエレボスが笑みを見せる。

『小細工なしの正面突とつ破ぱか！』

　エレボスの手に暗黒が集まり、それが障しよう壁へきのようなものになるが、俺は構わずにそれを力の限りぶん殴なぐる！

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　鎧の宝玉から、そのような音声が鳴り響き、俺の力が『倍加』で爆ばく発はつ的に高まっていく。

　すでに『透とう過か』も付ふ与よしているから、暗黒で作った障壁を──難なく貫つらぬき、エレボスに俺の右のストレートが飛んでいく。

　エレボスは左腕でガードをしていくが、俺の右パンチはそのガードを弾き飛ばす。俺は殴った勢いで体を回転させ、左のハイキックをエレボスに浴びせていった。

　エレボスは上半身の体たい捌さばきだけで俺のキックを躱かわし、隙すきを突つく格好で暗黒のオーラを手から放とうとするが──鎧の尾が伸のびていき、逆にエレボスの死角を狙ねらった。

　尾の先せん端たんから、三本めのアスカロンの刃やいばを出して貫こうとするが、エレボスは手に宿したオーラでそれを退け、後方に一度飛び退のいた。

　エレボスのオーラ攻こう撃げきが、俺に当たるとその部分の鎧にヒビが入り、内部にも重い衝しよう撃げきが伝わってくる……っ！　何発も同じ箇か所しよに受けていたら深刻なダメージを負いそうだ！

　そのままエレボスは場所を移動するかのように空を飛んでいく。俺もそれを追っていった。

　──と、エレボスが急に宙でこちらに振ふり返る。振り返り様に両手に神のオーラを極大にまで一度高まらせたあと、一気に俺のほうに放出してきた。

　俺は四つの翼つばさに収納されているキャノンのうち、下二翼のキャノンを脇わきの下から取り出した。砲ほう身しんを手で持ちながら、銃じゆう口こうにオーラを集めた！

　俺のほうもエレボスのオーラ砲に対たい抗こうして、キャノン二門から莫ばく大だいなオーラを放出させていく！

　ゴォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！

　原初の神と龍神化のオーラ砲撃合戦はぶつかった瞬しゆん間かんにこの一帯を一瞬で焦しよう土どに変えるほどの爆発と衝撃を起こした！　俺の内側にまで衝撃は伝わり、肉体に痛みが走る！

　エレボスは空中を飛び回りながら、俺のほうに暗黒のオーラを放ってくる。俺は脇の下から伸びるキャノンを続けて手で持ちながら、神のオーラに対処する。キャノンから、小規模かつ高速のオーラの弾たまを飛ばしていって、エレボスの一発一発を相そう殺さいしていった。

　時々、エレボスのオーラ攻撃が俺に当たり、今度は鎧よろいの一部が吹ふっ飛ぶこともあったが、すぐにオーラで再構築して鎧の修復を始めていく。当然のことながら、俺の内側にまでオーラ攻撃の衝撃は響くため、肉体へのダメージは蓄ちく積せきしていく一方だ。

　エレボスとオーラ砲合戦をしていくなかでエレボスが言う。

『それほどの実力がありながら、なぜ子供の……ヒーローの真ま似ね事ごとなぞやる！』

「ここまで来る過程でそれが必要になっただけのことだろ！」

　互たがいに決め手に欠くなかで、再び接近戦となった。

　俺は両手からアスカロンとアスカロンⅡを出現させ、尾おのアスカロンとともに両手両足、尾からなる肉にく弾だん戦をかましていく！

　俺のアスカロン付きのパンチとキック、尾のアスカロンの突きを躱し続けるエレボスは会話を続ける。

　エレボスは俺の攻撃を躱すたびに余裕のない表情となっていく。

『──くっ！　なんてオーラの濃こさだ！　まともに食らえばひとたまりもない！　ニュクスがやられるはずだ！』

「ああ！　妹さんと同じくやられてもらおうかっ！」

『だが、現赤龍帝よ！　これほどの実力を有しながら、なぜ覇は権けんを得ようとしない！』

「なんだ、そりゃ！」

『悪あく魔またちを牛ぎゆう耳じり、王として君臨し、他の神話体系を滅ほろぼすだけの勢力を得られるだろうと聞いているのだ！』

「そんなもんに興味はねぇよッ！」

『なぜだ!?　神をも屠ほふれるだけの力だぞ!?　選ばれし者だ！　王にも、神にもなれる！　貴様の好きな色しき欲よくも思う存分好きなままにできるのだぞ！』

　俺は──右の籠手からアスカロンⅡを射出する！　飛び出した剣けんをエレボスは容易に避よけるが、俺は立て続けに左の籠手からもアスカロンを射出した！

　これもエレボスは身をひねって避けた。だが、俺は構わずにドラゴンショットも何発かエレボスに撃うった。エレボスはそれすらも軽やかに躱した。

　エレボスがあざ笑うように言う。

『ふははっ！　貴様の攻撃ぐらい試合の記録映像とやらですでに見ている。その技はヴィーザルとの戦いなどで見ているぞ！』

　そう、そうだよな。

　──わかっていたよ、そんなことは。

　奴に避けられて飛んでいったドラゴンショットは先に飛んでいったアスカロンⅡに当たり、軌き道どうを変える。軌道を変えたアスカロンⅡが、もう一本の飛んでいったアスカロンに当たり、それも軌道が変わる。そこにまた別のドラゴンショットが当たって──。

　左の籠手から射出したアスカロンが、軌道を変えて斜ななめうしろからエレボスに向かって返ってきた！

　直前になってエレボスは聖なる波動から気配に気づき、アスカロンが戻もどってくる方向に振り返った。

　──ここだ！

　俺は尾のアスカロンを伸ばして、エレボスの隙を突こうとする。エレボスは後方から返ってきたアスカロンをどうにか身をひねってやり過ごすが──。躱されたアスカロンは俺の左ひだり腕うでにうまいこと再び収まった。

　エレボスは襲おそい来る尾のアスカロンをオーラのこもった手でなんとか弾いたものの──。

　ズンッ！

　再び刀身が収まった左籠手のアスカロンは、エレボスの腹部に深々と突き刺ささった。

『ぐぬっ！』

　苦く悶もんの声を漏もらすエレボス。

　アスカロンを引き抜ぬいたあとに俺は右拳こぶしでエレボスの顔面をぶん殴りながら言う。

「悪魔も堕だ天てん使しもドラゴンも──皆仲間だ。最高じゃねぇか！　そして俺は──悪魔でドラゴンな『おっぱいドラゴン』だッ！　子供たちを危険にさらす野や郎ろうは絶対にぶっ倒すッ！」

　叫さけぶと同時に超ちよう至近距きよ離りより、四枚の翼を展開させ、四門のキャノンを前方に向けた。四門のキャノンに無限のオーラが集つどい出す。

　ドゥゥゥゥン……。オーラが溜たまり、キャノンが鳴動する。

　そして俺は四門キャノンから一気に放出させた！

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　宝玉から鳴り響ひびく音声と共に俺は叫ぶ！

「∞インフイニティ・ブラスタァァァァアアッッ！」

　極大にまで高めたオーラがキャノンから『透過』つきで放たれていく。エレボスはそれをまともに浴びていった。∞インフイニティ・ブラスターのオーラは疑似空間の地面にぶち当たり、盛大な爆発と同時に真紅と漆しつ黒こくが入り交じった極大のオーラの柱を天高く巻き起こさせた。

　真紅と漆黒のオーラの残ざん滓しが辺り一面に散っていく。

　爆ばく煙えんが止やむと、眼下に大規模のクレーターが生まれていた。

　俺はクレーターの中央に降り立つ。

　降り立った瞬間、くらっときてよろめいてしまった……。

　……息の荒あらい俺。……何が、「戦せん闘とうはさほど得意ではない」だよ。当然のことだけど、龍りゆう神じん化の鎧じゃなければ、とっくにやられていた。

　エレボスのオーラ攻撃の衝撃だけで、俺の内側はどこもかしこも激痛だらけでたまらないってな……。

　とうのエレボスは倒れており、立つ気配は──感じられなかった。

　……エレボス退治はこれで終わり、かな？　グレシルとソネイロンのほうはどうなってんだろうか。曹操と『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームは──。

　そんなふうに思し慮りよしているときだった。

　バッ！　エレボスが上半身だけ起こして、俺に手を向けた！

　──俺の全身が闇やみのオーラに包まれる！

「くっ！」

　俺はすぐにドラゴンショットをエレボスに叩たたき込んだ！

『ぐはっ！』

　今度こそ、完全にオーラが消失して力なく横たわるエレボス。

　だが、最後の最後で笑いを漏らしながら言った。

『ふふふ……手品は得意だと言った』

　それだけ言い残すと、エレボスは意識を失った。

　…………どういうことだ？

　ただ、エレボスは完全に気を失っていそうなので、通信用の魔ま方ほう陣じんを耳元で展開して、俺は仲間にエレボス撃げき破はの報告をした。

　程ほどなくして、人工悪魔を全ぜん滅めつさせたリアスたちが合流する。

　どうやら、英えい雄ゆう派と『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームもそれぞれソネイロンとグレシルを無事倒たおせたようでこちらに向かっているとのこと。

　気絶したエレボスを専用の魔ま法ほうの縄なわで縛しばり上げ、逃のがれられないようにした。グレシルとソネイロンは遺体も残らず消しよう滅めつしたとのことだから、縛り上げたエレボスを元の空間に連れ出して今回のミッションは終しゆう了りようかな。

「さて、ゲオルクに連れん絡らくしてここから──」

　そこまで俺が言ったときだった。木場が訝いぶかしげな表情で俺に言う。

「……ねぇ、イッセーくん。鎧の宝玉の輝かがやき……おかしくないかい？」

　ん？　鎧の……宝玉の輝き？

　俺があらためて自身の鎧の宝玉を見ると──何やら、陰かげっているような!?　黒いもやが宝玉にかかっているようで、いつもの輝きが陰っている！

　なあ、ドライグ、これってどういう……って！　ドライグ、もうカウントは終わっているはずだろ？　なんで出てこないんだ？

　俺がそう内にいるドライグに話しかけると──。

『────────。──────。─────』

　ザーッザーッという雑音が入り交じり、ドライグの声がまともに聞こえてこない！

　ど、どうなってんだ!?　そういや、ドライグが顕けん現げんしてこない！　いつもなら届くドライグの声が雑音だらけで、ドライグも出てこない……この現象はいったい……？

　そのときだった──。

　地面が大きく揺ゆれていく！　地じ震しん!?　相当デカいけど……。ここは疑似空間だし、誰だれかの能力以外で地震が起こるはずもない！　って、元の裏京都だって、地震があるかわからないしな！

「あっ！」

「きゃっ！」

　仲間の悲鳴が上がる！

　そちらに目を向ければ──仲間たちの足あし下もとに闇のようなものが出現しており、そこに足を取られ、僅わずかずつに埋うまっていっている！

「こ、これは何事!?」

　リアスも足を闇に取られており、徐じよ々じよに地面に沈しずんでいっている！　深紅の装甲も解けてしまう。

　その間にも地面の揺れはさらに激しくなり、立っていられなくなる！

　そうはいっても、リアスもアーシアも皆みな、足が闇のなかに沈んでいっているからさ！

「くっ！」

　リアスが滅びの魔ま力りよくで足下の闇を払はらおうとするが──リアスの力がその闇に吸い込まれ、何の変化も訪れない！

　リアスの消滅の力も効かないのか!?

「このっ！」

　ゼノヴィアがデュランダルを闇に突つき立てると──聖剣自体が闇に取られ、沈みだした。聖剣を取り出すことが叶かなわなくなってしまう！

『くぅっ！』

　九尾本来の姿になっている大きな八坂さんや妖怪たちも足を闇に取られていた。

「は、母上！」

　八坂さんの頭の上にいる九重は無事のようだ。

『九重！　母の体から決して離はなれるでないぞ！』

　八坂さんが九重にそう告げていた。

　クソ！　地震でこんな調子なら、飛んで救助したほうがマシか！

　俺は幸いにもまだ闇に足を取られていなかったので、ドラゴンの翼つばさを生やして一いつ旦たん空中に浮うき、飛びながら仲間たちを闇から引っ張り上げようと考えた。

　ドラゴンの両りよう翼よくを展開して、空に飛び出そうと──。

「うわっ！」

　刹せつ那な、体にＧがかかったような感覚が襲い、俺は飛べずに転び、地面へ四よつん這ばいの格好となってしまう。

　……ダメだ！　飛べない！　この空間の地面がどうこうしているわけじゃない！　つまり、この空間自体がおかしく──。

　俺がそう思慮したときだ。

『残念だが、おまえたちはここまでとなる』

　聞き覚えのない声。

　次の瞬しゆん間かん、圧あつ倒とう的なまでのプレッシャーとオーラが、俺たちの上空から感じ取れた！

　そこに漆黒の闇のもやが発生し、それが空で広がり、徐々に巨きよ大だいになっていく。

　そして、空に現れたのは──百メートルはあるであろう超特大サイズの真っ黒な球体だ。

　あり得ないほどのオーラを放っており、神のオーラも感じられた。

　その球体にどデカい目玉がひとつ浮かぶ。──と思っていたら、目玉が次々に浮かびだし、球体が目玉だらけとなった！

　さらに球体のあらゆるところから、黒い触しよく手しゆのようなものが無数に生えだし、触手の先せん端たんには手がついていた。

　無数の長細い手が生えた、目玉だらけの球体──とでも言えばいいんだろうか。

　口のない球体は、目玉のすべてをこちらに向ける。

『私は奈な落らくの神タルタロスだ』

　──っ！　き、聞いたことのある名前だ！

　リアスが叫ぶ。

「タルタロス!?　原初の神の一角……『奈落』を体現するもの……。まさか、タルタロスまで今回の騒そう動どうに関係しているだなんて……っ！」

　タルタロスは、ハーデスの呼びかけに応じた地じ獄ごくの盟主の一ひと柱はしらだ。

　……ま、まさか、ここでタルタロスまで登場だなんてよ！

　タルタロスが言う。

『なに、私は途と中ちゆうから裏で見ていただけに過ぎない。エレボスの作戦が叶かなっても叶わなくても、私は私の狙ねらいを遂とげるだけ』

『……狙いじゃと？』

　八坂さんが訊きく。

　タルタロスが言う。

『この神滅具ロンギヌスで出来た空間ごと、おまえたちを奈落に沈める』

『──ッ!?』

　タルタロスの目的を知り、驚きよう愕がくするしかない俺たち！

　マジか！　この空間ごと奈落ってのに沈んでいるってことかよ、現在進行形で！　じゃ、じゃあ、この空間の他の場所で戦っている曹操や幾いく瀬せさんも今いま頃ごろ、俺たちと同じ状じよう況きように──。

　俺は結界を裏京都で操作しているはずのゲオルクに通信する。

「ゲオルク、聞こえるか!?　どうにかならないか!?」

　しかし、まったく返事はこない。

「……あちらと遮しや断だんされているようね」

　リアスがそう言った。

　タルタロスが続ける。

『この空間には神滅具ロンギヌス所有者が相当数入り込んでいる。まとめて始末するにはちょうどいい。おまえたちが転移した瞬間から、この空間自体を私の領域になるよう外部より調整させてもらった。あいにく、おまえたちはエレボスやリリスの新たな子供に夢中で私のことには気づかなかった。「絶デイメンシヨ霧ン・ロスト」の所有者もすでに制せい御ぎよが利きかなくなっているだろう』

　……エレボス一派の作戦に便乗して、俺たちを始末する気なのか！

　リアスが訊く。

「どうして、神滅具ロンギヌス所有者を狙うの！」

　タルタロスが答える。

『私は陰かげで神滅具ロンギヌス所有者が、リリスの新たな子供たち……才能に溢あふれたグレシルやソネイロン、そして原初の神たるエレボスを討つところを見た。やはり、神滅具ロンギヌスは危険だ。神すら容易に屠ほふる力……一いつ介かいの人間や他勢力の異形が持つべきものではない』

「ならば俺たちを殺すってのかよ！」

　俺がそう訊くとタルタロスは無数の目を細めた。

『否いな。奈落にて、おまえたちを封ふうじる。殺せば、神器セイクリツド・ギアシステムの都合上、次の所有者に代だい替がわりする。それでは意味がない。だからこそ、奈落に丸ごと封じるのだ』

　──っ！

　……なんてことだよ！　俺たちを「奈落」ってところに丸ごと放り投げるってことか！

　俺がリアスに訊く。

「リアス、奈落ってのは？」

　リアスが苦々しい表情で言う。

「……沈めば二度と上がってこられない領域だと聞くわ。光すら一いつ切さいない、暗黒そのものの世界だと……」

「……そ、そりゃ、絶対に沈みたくないな。絶対にそこにはおっぱいがないだろうし、リアスたちと沈んだとしても、光が一切ないなら、おっぱいを見ることもできなくなる！　──この世の終わりだぜ！」

　俺は内にいるドライグに叫さけぶ。

　ドライグ！　出てきてくれ！　このままじゃ、おっぱいのない世界に、おっぱいの見えない世界に連れていかれちまう！

『──────。─────！　────！』

　相変わらず相棒の声は雑音だらけでまともに聞こえやしねぇ！　顕現もできないようだし、どうなってんだ!?

　俺の心中を見み透すかすようにタルタロスが言う。

『エレボスはおまえに最後の力で暗黒の呪じゆ術じゆつを施ほどこした。赤龍帝ドライグはすぐには出てこられないだろう。出てこられないうちに、おまえたちは奈落に沈む』

　あのエレボスの動きは……ドライグを封じるため！

　おそらく、エレボスはタルタロスと連れん携けいを取っていて、最悪のケースが生じた場合、バトンを渡わたすときの憂うれいを断つ算段をつけていたんだろう！

　神の呪のろいじゃ、さすがのドライグもすぐには出てこられないか！

　そうこうしているうちに俺も足が闇やみに取られ、沈みだした！

　リアスたちもすでに腰こしの辺りまで闇に沈んでいる！

　こ、このままじゃ、ヤバい！　俺たち、疑似空間ごと「奈落」に封じられる！

「奈落の神よ！」

　皆がもがくなかで、八坂さんの体の上にいて無事な九重がタルタロスに物申す。

「なぜじゃ！　なぜ、神ともあろうお方が我らの世界に仇あだをなそうとするのじゃ！」

　タルタロスがギョロッとした目玉を全部九重に向ける。九重は少し怯おびえるが、勇気を持って叫ぶ。

「裏京都で行われるショーを楽しみにしておる者たちは多い！　いや、それだけではない！　京都に住む者、京都を訪れる者は、奈落の神に迷めい惑わくをかけておらぬではないか！」

『これもまた因果が絡からみ合ったゆえのことだ。私から見ておまえたちが害悪に見え、おまえたちからは私が邪じや神しんに見える。それだけのことだ』

　それを聞き、九重は困こん惑わくした表情となるが、すぐに勇ましい顔つきとなる。

「……神のお考えは私にはわからぬ。だが！　仲間や母上を奈落に沈めさせるわけにはいかぬぞ！」

　言うなり、九重はオーラを高め、戦いの意思をタルタロス相手に見せた！

　その健けな気げな姿に八坂さんも涙なみだを浮かべていた。

『よう言うたな、九重！　それでこそ、九尾の次代を担になう者！』

　……ったく、小学生にそこまでされたら、俺も立たなきゃ噓うそになるってな。

　俺は闇に足を取られながらも、身を起こして、タルタロスに構えようと──、

　そのときだった。

　九重のしていた首くび飾かざり──虹にじ色いろの蛇へびの形をしたそれが、発光現象を始めた。

　虹色の光を辺りに輝かがやかせると──次には漆しつ黒こくのオーラとなり、九重の近くの空間を歪ゆがめだした。

　歪んだ空間に穴が生じて、ヒトが潜もぐれるだけの大きさとなる。

　そして、そこから人ひと影かげがふたつ飛び出してきた。

　見れば──ロリっ娘こが二名！　オーフィスと──リリスだった！

　りゅ、龍りゆう神じん姉し妹まいが、なんでこんなところにぃぃぃっ!?

　驚愕するしかない俺たち！

　九重がしていた虹色の蛇の首飾りが光って……オーフィスとリリスがっ！

　あの首飾りはオーフィスに貰もらったもんだって、九重も言っていたな！

「オーフィス！」

　俺が呼びかけると、オーフィスは──俺にＶサインをくれた！

　いや、そうじゃなくて！　どうしておまえがここにいんだよ!?　あまり表に出ちゃ不味い存在なのに！　って、なぜタルタロスの前に！

　もう困惑だらけでどう訊けばいいかわかったもんじゃない！

　オーフィスは八坂さんの頭の上から、俺たちの現状を見る。

　それを確認してから、タルタロスを見上げた。

「原初の神。奈落のタルタロス。これ以上、九重とイッセーたちをいじめさせない。我の大事な友達」

　タルタロスは目を見開き言う。

『ほう、無限のウロボロス・龍神ドラゴンが相手とは……いいだろう。有限となったそなたがどれほどか──』

　しかし、オーフィスは首を振ふる。リリスも従う。

「タルタロスの相手、我らじゃない」

「われらじゃなーい」

『では何が私の相手となる？』

　すると、タルタロスの問いにオーフィスは空のとある一点を眺ながめて、こう述べた。

「──連れてきた」

「イッセーのところにつれてきた！」

　オーフィスとリリスがそう言うと、空に──ヒビが生じる！　ヒビはしだいに広がっていき、バリンという音と共に砕くだけ出す。これって、疑似空間の壁かべが砕けたってことだよな！

　その疑似空間の壁を無理矢理壊こわして現れたのは、巨きよ大だいな真しん紅くの飛行物体だった！

　覚えがある。あのときは繭まゆらしきものに包まれていたけど、この形と色合いは──。

「──りゅ、龍帝丸か！」

　俺がそう叫んだ！

　そう！　疑似空間の壁を砕いて現れた巨大な飛行物体は、例の謎なぞの変化を遂げている途中だった龍帝丸だ！

　な、なんで、龍帝丸がここに!?　これを……オーフィスたちが連れてきた!?　もう、わけがわからねぇぇぇぇぇぇッ！

　驚おどろいてばかりの俺の耳に聞き覚えのある声が聞こえてきた。

《──ますか、聞こえますか、どうぞ》

　──っ。こ、この声！　シーグヴァイラさんだっ！

「シーグヴァイラさん!?　こ、これはいったいどうなって……」

　俺が訊きくと、通じたのか返事が聞こえてくる。

《私も訊きたいぐらいですが、突とつ然ぜんあなたのスキーズブラズニルが起動しました。それをオーフィスと分身さんが連れていくといって……唐とう突とつに転移したのです》

　──起動！　オーフィスがこれを連れていく!?

　シーグヴァイラさんが続ける。

《幸いにもスキーズブラズニルに通信機を取り付けていたため、繫つながったようですね。……確か、作戦中ですよね？》

「いままさに原初の神であるタルタロスと戦ってます！　てか、奈な落らくに落とされそうになってます！」

　俺の言葉にシーグヴァイラさんも言葉を失っていた。

《──っ。……タルタロスが出てきたのですか。わかりました。簡単に説明しましょう。兵藤一誠くん。──スキーズブラズニル、龍帝丸と合体してください》

「──っ!?　が、合体ぃ!?」

　俺と龍帝丸が……合体って！　あの飛行物体になったのと!?

《調査の結果、それはあなたの──》

　シーグヴァイラさんの言葉を遮さえぎって、タルタロスの目玉が危険な色合いとなる！　攻こう撃げきのオーラをまとい出しやがった！

『何だかわからないが、先手を打たせてもらったほうが賢けん明めいだな』

　無数の長細い手に攻撃的なオーラが集まり出す！

「こ、攻撃されそうです！」

　俺がシーグヴァイラさんにそう言うと、あちらも急せかすように返す。

《例の穴！　龍帝丸の正面にヒト一人分が入れそうな穴があったはずです！　そこに入り込んでください！》

「入り込む!?」

《いいから、早く！》

「で、ですが、足が闇に捕とらわれて──」

　そう、俺の足はいままさにタルタロスの力で闇に──。

　って、俺の近くにオーフィスとリリスが近づいてきていた！　この空間の地じ震しんなんて気にもせずに歩いてきやがったぞ！

　オーフィスとリリスが俺の両りよう腕うでをガッチリとホールドするなり、

「「んしょ」」

　掛かけ声と共に無理矢理に引っこ抜ぬいていく！

　……あ、これ、力ちから尽ずくでも抜けるんだ。ま、まあ、龍神パワーなんだろうけど……。いや、俺もいま龍神化してるけど……本物は違ちがうってか！

　足が自由になったところで、飛ぶのもキツいんだよな！　凄すさまじいＧがかかって、上に飛び上がれない！

　ところが、オーフィスは──俺の体をひょいと持ち上げる！

　あら！　俺、こんなに小さい女の子に持ち上げられてるよ！

　持ち上げられたまま、オーフィスが──。

「よいしょー」

　龍帝丸のほうに投げやがったぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁ！

　空中高くに放り出された俺は、上空に来ていた龍帝丸の端はしにどうにか捕つかまることができた。そのまま、例のヒト一人分が入り込める穴のほうに移動する。

　シーグヴァイラさんが言っていた穴のなかに俺は入り込む。

「も、入り込みましたけど！」

《その中に接続できる……プラグのようなものを差し込めそうな穴があります。そこに鎧よろいの尾おを入れてください。その際、掛け声も共に》

　プラグのようなものを差し込める穴……あった！

　尾を伸のばしながら俺はシーグヴァイラさんに問う。

「どんな掛け声を？」

　シーグヴァイラさんが意い気き揚よう々ようと叫さけぶ。

《無・限・合・体ッ！　インフィニティ・ゴーッ！　ですッ！》

　──ッッ!?

　…………な、なんだ、それは!?　そ、そんな掛け声が必要なのか!?

　困惑するしかない俺！　当然だろう！　どう考えても頭おかしいよ！　ロボ好きにも程があるよ、このお姫ひめさま！

「そ、そんなことを叫ばないといけないんですか!?」

　俺がそう訊く。

《ええ、おそらくは》

　シーグヴァイラさんは真しん剣けんにそう答えた。

　おそらくって！　どういうことだよ!?

「趣しゆ味みじゃありませんよね!?」

《……………………。信じてください》

「いまの間は!?」

《……………………。信じてください》

「りょ、了りよう解かい！」

　こうなったら、一か八かだ！　鬼おにが出ようと蛇じやが出ようとこれを連れてきたオーフィスとリリス、ロボ好きのシーグヴァイラさんを信じるしかない！

　俺は息を整えたのち、恥はずかしさを押して──叫んだ！

「無・限・合・体ッ！　インフィニティ・ゴォォォォォオオオオオッ！」

　俺が叫ぶと同時に通信先のシーグヴァイラさんもなぜか叫ぶ！

《発・動・承・認ッッ！》

　──何か、承認すべきものがシーグヴァイラさんのところにあるのか!?

　いや、絶対にないだろ！　あなた、それを叫びたいだけで俺に恥ずかしいセリフを……ッッ！

　そして、穴に尾を差し込んだわけだが──。

　その瞬しゆん間かん──。

　俺の脳内に──色々なものが流れ込んでくるっ！

　こ、これは龍りゆう帝てい丸まるの……？　神器セイクリツド・ギアの……？　『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』……ドライグの……。

　シーグヴァイラさんが言う。

《兵藤一誠くん。それはおそらく赤龍帝の強化アームドベースです。そして、尾を通じて、龍帝丸の情報が流れてくるはず》

　……うん。情報が流れてくるよ。

　何より、この龍帝丸の正体がわかった。オーフィスが言っていたもの──。

　──グレートレッドの力、その答えの顕けん現げん。

　……俺の体を通じて龍帝丸がそれを酌くみ取り、俺の体では限界だった部分を代わりに具象化してくれたんだ。

　それと繫がることで、この形態──グレートレッドの力の顕現は完成する！

「これが俺の新形態──『Ａアポカリユプ×ス・アンサＡーアームズ』ッ！」

　と、俺が格好良く決めたときにシーグヴァイラさんの声が届く。

《龍帝丸は不完全状態ですから、あまり無茶はさせないように。帰ってきたら、もっと研究したいですしね》

　まだ完全じゃない！　繭から孵かえったばかりだというからな！

　つーか、シーグヴァイラさんの声がウキウキ気味なんだが！

　ま、まあいい！　とにかく、この状じよう況きよう、なんとかしないと皆みなが奈落に放り込まれる！

　俺は──前に出るよう念じる！　すると、巨大飛行物体である龍帝丸も前に進み出した。

　……いける！　俺が想おもえば、こいつは応える！

　俺は眼前の目玉の球体に目標を定めて、速度を上げる！

　龍帝丸についているブースターが盛大にオーラを噴ふき出し、前方に勢いよく飛び出していく！

　それを見て、タルタロスがすべての目を見開く。

『──っ！　面おも白しろい。では、奈落の力がどれほど通じるか試そうか！』

　長細い手がすべてこちらに向くと、そこから神のオーラを無数に撃うってきた！

　とんでもない数のオーラ砲ほうだ！　この巨きよ体たいじゃ旋せん回かいなんて時間がかかるだろうし、速度もそんなに出ていないから、このままじゃ当たっちまうぞ！

　防ぼう御ぎよ手段は──。そのとき、俺の脳内に防御の方法が流れてくる！

　俺はそれを発動するために頭のなかで念じる！　想う！

　龍帝丸のボディ各所から、装置が出現する。

　すると、俺の宝玉を通して、龍帝丸から音声が鳴り響ひびく。

『AnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』

『Revelationレベレーシヨン Barrierバリアー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』

　向かい来るタルタロスの無数のオーラ砲に対して、龍帝丸のボディ全面に強固なバリアーが出現した！

　バリアーはタルタロスの放ったオーラの攻撃をすべて受けきり──まったくダメージがなかった！

「シーグヴァイラさん、バリアーを発生して防ぎました」

　俺の声にシーグヴァイラさんは驚おどろいている声音を出す。

《バリアー発生装置まで実装されていたのは驚きです。もう最高……コホン。とにかく、武装及およびその出力が未知である以上、パワーを制限して放ってください。でないと、どのような状況になるかわかったものではありませんから》

　なんだか、楽しそうだけど……それはいまは置いておこう！　まずは目の前の目玉お化けをぶっ倒たおさないとな！

　──っ。神器セイクリツド・ギアを通して、龍帝丸の次の情報らしきものが伝わってくる！

　……次はこいつだっ！

　龍帝丸のボディ各所から、砲ほう口こうらしきものがいくつも姿を現す。

　パワーは制限して、とっ！

　そこに信じられないほどの出量のオーラが流れていく。

　砲口はすべてタルタロスのほうを向いていた。

　そして、力ある音声が鳴り響く！

『AnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』

『Revelationレベレーシヨン Allオール-Rangeレンジ Blasterブラスター!!!!!!!!!!!!!』

　ボディ各所の砲口から、極大なオーラ砲ほう撃げきが、数え切れないほどにタルタロスのほうに放たれる！

『──させるか』

　タルタロスの腕うでの先に防御の魔ま方ほう陣じんらしきものが展開する。その魔方陣に龍帝丸のオーラ砲撃──レベレーション・ブラスターが降りかかる！

　タルタロスの魔方陣はすべて紙のように脆もろく貫つらぬかれ、龍帝丸の放った砲撃は目玉の球体にほぼ全弾だん命中する！

　こぼれた砲撃が地面に当たるのだが、被ひ弾だんした瞬間──膨ぼう大だいな爆ばく発はつを生み出し、容易に地形を変えていった！　いや、それだけでは収まらず、この空間自体を揺ゆらした！

　レベレーション・ブラスターをまともに浴びたタルタロスは──球体がほぼ半分吹ふき飛んでおり、とてつもないダメージを与あたえたようだった！
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　──ッ！

　い、いや、ちょっと待て！　待てって！

　いまのでほぼ決定打になってないか!?

　まだ第一射目だぞ!?

　この結果に驚くしかない俺！

　…………な、なんてこった！

　総合的に∞インフイニティ・ブラスター何発分ぐらいあったんだ!?　これでもパワーは制限したのに！

　八坂さんが俺の砲撃の結果を見て、言う。

『く……っ！　なんて質量じゃっ！　この勢いでは疑似空間が保もたぬぞっ！』

　た、確かに！　このままだと、龍帝丸の攻こう撃げきでこの空間もすぐに限界になりそうだ！

　半分吹き飛んだタルタロスは、体を再生させ、こちらを睨ねめつける。

　その声は──一転して切せつ羽ぱ詰つまるものだった。

『…………あのような威い力りよくの砲撃をあれほどの数放てるのか……ッッ！　無限と……夢む幻げんの力を顕現……否、オーフィスとグレートレッドの力を有した悪あく魔まのドラゴンなどと……ッッ』

　戦意は揺るがず、か！

　あの砲撃をもう少し弱めて、あと一回撃つしかないか！　ボディの両サイドに長い砲ほう身しんがあって、それは──こいつの必殺技なんだか、この形態に慣れていない状態では、何が起こるかわかったもんじゃないから、容易に撃てやしない！

　だから、さっきのレベレーション・ブラスターを撃つほかないな！

　レベレーション・ブラスターをもう一回撃とうとして、砲口にオーラをチャージしようとしたときだった。

『ならば、近接戦せん闘とうならどうだ？　その巨体ではうまく動けまい』

　タルタロスがこちらに飛行してくる！　巨きよ大だいな目玉の神さまが、無数の手にオーラを滾たぎらせる！　その無数の手が伸のびてくる！

　オーラのこもった手でこの龍帝丸のボディを貫くつもりだろうか！

　近接戦！　こちらにも手段は──ある！

　頭に流れ込んできていた情報から、俺は念じる！

　すると、龍帝丸のボディ上部と下部がスライドして、そこからアームがそれぞれ二本ずつ現れる！

　腕が四本生えた！　アームが四本も収納されてやがった！

『Revelationレベレーシヨン Bladeブレード!!!!!!!!!!!!!!!』

　音声と共にアーム四本の先せん端たんから現れたのは、どデカい大きさのオーラの刃やいばだった！

　俺は襲おそい来るタルタロスの無数の手を、龍帝丸のアーム四本から伸びるオーラの刃で迎むかえ撃つ。

　アポカリュプス・アスカロンとでもいうのか、そのアームから生えたオーラの刃は俺の思考通りに動き、タルタロスの腕を次々に切り落としていく。

　タルタロスは一いつ旦たん距きよ離りを取ってから、すぐに落とされた腕を再生する。

『こんなバカげるほどに凶きよう悪あくな存在とまともに戦うことになるとはな』

　タルタロスは球体に浮うかぶたくさんの目からオーラの光線らしきものを撃ち始める！　しかも回転しながら撃つものだから、あらゆるところにタルタロスのオーラ攻撃が降り注いでいく！

　仲間たちは!?　俺は眼下に視線を送る。

　闇やみに足を取られて動けない仲間たちが気になったが……どうやら、オーフィスとリリスが弾はじいてくれたようだ。

　こちらのほうもタルタロスの攻撃は意にも介かいしていない。

　でも、逆に言えばこの状況、オーフィスとリリス、この『Ａアポカリユプ×ス・アンサＡーアームズ』がなかったらヤバかったってことだ。……原初の神、奈な落らくの化身タルタロス。まともな相手じゃない！

　俺はタルタロスに言う。

「神なら……弱い奴やつらを救えってんだっ！」

『ギリシャの神は慈じ愛あいと狂きよう気きを持ってこそだ。ギリシャ神話を学ぶといい。どの神もイカレたモノばかりだ。昨日慈愛を持てば、今日は狂気を持つ。ただそれだけのことだ』

「そうかよ！　なら、ぶっ倒すぜ！」

　そう俺が告げたときだった。

『その通りだっ！　襲いかかってくるのなら、倒すだけだ！』

　聞き覚えのある声がする！　見れば、龍りゆう帝てい丸まるの上にオーラが照射され、ドラゴンの形を構築させていく。

　そこに現れたのは、龍帝丸の上に立つドライグの姿！

　おおっ！　ようやくドライグが顕けん現げんした！　そうか、ここに接続したとき、龍帝丸が俺を通して、ドライグの顕現を行ってくれたのか！

『Ａ×Ａエーエー』と、その上に乗るドライグという図にタルタロスも警けい戒かいの色を一層強める。

『赤龍帝が二体……どんな伝説よりも恐おそろしい現実だ』

　……ここで決めてしまったほうがいい！

　俺はシーグヴァイラさんに言う。

「シーグヴァイラさん！　あなたを通して裏京都にいるゲオルクにどうにか連れん絡らくを取り付けてほしいんですが！」

《──ッ！　緊きん急きゆうなのですね、わかりました！　それで何と？》

　話が早くて助かる！　俺は言う。

「タルタロスと赤龍帝二体が戦闘中！　この空間ごとタルタロスを吹っ飛ばすから、結界の制せい御ぎよが戻もどった瞬しゆん間かん、俺たちを元の場所に戻してほしい──と！」

《伝えます！》

　シーグヴァイラさんからそう答えられて、俺はドライグに告げた。

「ドライグ！　──大出力でオーラをぶっ放す！　一丁、一いつ緒しよに付き合ってくれないか！」

『ハハハッ！　当然だ、相棒！　まったく、おまえといるととんでもないのばかりとぶつかって楽しい限りだぞッ！』

「俺は楽しかないけど、ドライグがいるから頼たのもしいよ！」

『そうかそうか！　よし！　やるぞ！』

「ああっ！」

　俺とドライグが応じ合う！　ドライグが龍帝丸の上からタルタロスのほうに飛び出すのを合図に俺も龍帝丸の速度を上げるよう念じる！

　タルタロスが、無数の手と目から、無差別にオーラの光線みたいなものを数え切れないほど撃うち放つ！

　ドライグが空中でそれらを軽やかに躱かわし、俺の操作する龍帝丸は回かい避ひできる光線もあればまともに食らうこともあった。ただ、光線をまともに浴びても、例のバリアーのおかげで無傷だ。

　一方の疑似空間の地上はというと──。奈落の神が無数に放つ光線のせいで、地上は壊かい滅めつ状態となり、空にも幾いく重えもの亀き裂れつが生じて、空間自体がどんどん崩ほう壊かいに向かってボロボロと化していた。

　こんな戦い、裏京都だけじゃなくて、人間界の京都で行われていたら……そう考えるとゾッとするぜ。

　けど、逆に言えば、だからこそ遠えん慮りよなく暴れられる！

　再びの近接戦になり、俺は四本のアームから巨大なオーラの刃を発生させて、タルタロスの腕の多くを両断する！

　そこにドライグが巨大な目玉だらけの球体にオーラのこもった拳こぶしを横よこ殴なぐりにぶっ放した！

　追つい撃げきとばかりに俺は四本のアームの刃を容よう赦しやなくタルタロスの体に突つき立てた！

　──逃にがすわけにはいかない！

「ドライグ！」

『ああっ！　やるぞ！』

　俺は龍帝丸のボディ各所から、例の砲口を出現させ、その照準をすべてタルタロスに向けた！

　莫ばく大だいな……あり得ないほどの規模のオーラが、砲口に集つどう。

　ドライグのほうも腹部を大きく膨ふくらませて、火か炎えんの準備に取りかかった！

　そのときだった。いつの間にか、龍帝丸のボディの上に移動していたオーフィスとリリス。

　タルタロスの目が一いつ斉せいにオーフィスとリリスに向いた。

　オーフィスとリリスはタルタロスに語りかけるように口を開く。

「イッセーは才能がない」

「ない」

「でも、誰だれとでも最高の友達に、最高の仲間になってくれる」

「ともだーちー」

「仲間の数だけ強くなれる。それが、『[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』。それが──」

「おっぱいドラゴンっ！」

　それを告げると、タルタロスが返す。

『そんな理由で戦うなど……強くなるなど……我われらが理解できると思っているのか？』

　理解できなくとも、すでにオーラを放つ準備は整った。

『AnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサー

AnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサーAnswerアンサー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』

『Revelationレベレーシヨン Allオール-Rangeレンジ Blasterブラスター!!!!!!!!!!!!!』

　音声も鳴り響ひびき、俺は一気にぶっ放すように念じる！

「吹ふっ飛びやがれェェェェェェッッ！」

　同時にドライグも極大の火炎を口から吐はき出した！

『Ａ×Ａエーエー』による原初の神をも容易に吹き飛ばすであろう超ちよう出力の砲ほう撃げきの雨と、天てん龍りゆうの吐く火炎によって、タルタロスは為なす術すべもなくオーラのなかに飲み込まれていった──。

　そして、この擬似空間も俺とドライグによる攻撃によって、崩壊した。







　次に目にしたのは──裏京都の風景だった！

　あっ！　空間が無事だ！　っていうか、元の場所に戻ってきた？

　俺はすぐに龍帝丸から接続を離はなして、宙に飛び出す。眼下を見れば──リアスやアーシア、八坂さんと九重、仲間たちの姿が！　曹操たち英えい雄ゆう派も、幾瀬さんたちのチームも健在だ！

　シーグヴァイラさんを通してゲオルクに無事連絡が行ったようだ……。

　よく見れば気を失い、捕ほ縛ばくされたままのエレボスもおり、ちょっと離れたところには──五メートルほどにサイズダウンした黒い球体もある。あの球体は目を閉じているようだが……タルタロスだろう。ボロボロ状態だ。

　あれだけの攻こう撃げきを受けても消しよう滅めつはしなかったか。さすが神さまというか……。

　俺とドライグが皆みなのもとに降り立っていく。

　あら、いつの間にか、ドライグの頭部にオーフィスとリリスが乗っていた。

　皆のもとに降り立つ俺たち。

　リアスが言う。

「イッセー、勝ったのね」

「うん。龍帝丸──『Ａ×Ａエーエー』のおかげでなんとかね」

　リアスが空に浮かぶ真しん紅くの飛行物体──龍帝丸を見上げる。

「……あれが、あなたの使い魔まの成長した姿であり、グレートレッドの力の答え……ってことなのかしらね」

「……これからどう使えばいいかわからないけど、その『答え』ってのに相応ふさわしいものであればいいなって思う」

　皆も龍帝丸を珍めずらしげに見上げていた。

　そんななかで九重が驚おどろきの声をあげていた。

「フィス殿どのとリース殿は……無む限げんの龍りゆう神じんさまじゃったのか！」

　あっ！　そっか、正体を告げるときが来てしまったんだな……。九重にはオーフィスとリリスの正体を偽いつわっていたものだから。

「九重。我は──」

　オーフィスが何かを言おうとするが、九重は笑顔で返すだけだ。

「いいのじゃ！　イッセーたちのもとにいるということは、複雑な事情はあれど、仲良くなれたということだと思う。それに私とフィス殿とリース殿は友達だということにも変わりはない！　……と、思うのじゃが？」

　最後に控ひかえ目めにそう訊きく九重。

　オーフィスは珍しく気持ちのいい笑顔となり、九重と抱だき合った。

「我、九重と友達。ありがとう」

　そこにリリスも抱きつく。

「ともだち！　ともだち！」

　九重もオーフィスとリリスと抱ほう擁ようを交わす。

「うむ。友達なのじゃぞ」

　良かった！　唐とう突とつにオーフィスたちの正体が九重に知られてしまったけど……無事三人は友達のままでいられた！

　これを見守っていた八坂さん。すでに人型の姿に戻っていた。

「どうやら、一件落着のようじゃな。よし、皆みな々みな。無事に済んだこと、各方面に伝えようぞ」

『はい』

　八坂さんの言葉に俺たちは頷うなずいた。

　俺も皆に言った。

「さて、疲つかれてるけど、ショーイベントの準備に取りかかろうぜ。皆、楽しみにしてるだろうからさ！」

『当然！』

　皆も疲れているだろうに応じてくれた。

　こうして、俺たちは今回の事件を無事に終わらせることができたのだった──。

　ちょうど、事件が終わった頃ころ、京都は突とつ然ぜんの天気雨サンシヤワーが降ったと二年生たちが報告してくれた。天気雨──狐きつねの嫁よめ入いりってやつだ。

　二年目の京都も──激動でした。








New Life.









　京都でのショーイベントを無事に終え、二年生たちの修学旅行もその後難なく終しゆう了りようし、俺たちは家に戻もどった。

　それから数日後──。

　皆とリビングで京都での出来事を話し合っていた。

「あら、よく撮とれているじゃない」

　リアスが小こ猫ねこちゃんたちの修学旅行風景を収めた写真を笑顔で見ていた。

　二年生組が金閣寺の前でポーズを決めた写真だ。皆、楽しそうだった。

「イベントの様子もバッチリですわ」

　レイヴェルが裏京都で行われたショーイベントの様子を収めた写真を見せてくれる。

　火薬による大演出があったなかで、沸わき立つ観客と、舞ぶ台たいの上でポーズを決める俺たちの姿。よく撮れた写真だぜ。

　──と、俺の横に座る美女こと八や坂さかさんが言う。

「ショーイベントは大成功じゃ。次の講演の希望もほぼ内定したと言ってよい」

　そう告げる八坂さん。

　八坂さん、あれからというもの転移型魔ま方ほう陣じんを通して、たまに遊びに来るようになってしまった！　仕事の合間に来ているというが……！

　熱っぽい視線を俺に注いでくれるおかげで、興奮する一方、女性陣じんからの視線も痛い……。

　とはいえ、次の裏京都でのイベントはスケジュールの調整しだいだな。案外、京都には定期的に訪れることになるのかも。

　そういや、イベントの間を護衛してくれた曹そう操そうから品が届いていたんだったな。見れば、柴しば又また名物（現在、英雄派の活動拠きよ点てんのひとつが柴しば又また帝たい釈しやく天てんの近く）の草団子だった。一いつ緒しよにメモが入っていた。

　メモには、「裏京都では世話になった。礼を言う」という文字が添そえられてあった。

　……曹操が八坂さんに謝ったときの件かな。ったく、割と律りち儀ぎだよな、あいつ。

　そんな京都での報告があった一方で話題が龍りゆう帝てい丸──『Ａ×Ａエーエー』について移る。

「ところでイッセー。龍帝丸はどうなんだ？」

　ゼノヴィアがそう訊いてくる。

「ああ、あの大きさじゃ表に出すわけにもいかないから、専用の亜あ空間に収納することになった」

　俺はそう答えた。

　イリナが首を捻ひねる。

「それはよしとしても……リスクとか怖こわそう。あれだけの規模と破は壊かい力だし」

「そっちは……実はあんまないというか」

　俺はそう漏もらす。反動で何かが起きたってことはなかった。

　レイヴェルがこう言う。

「グリゴリとアジュカ・ベルゼブブさまの調査では、非常にエネルギー──オーラの消しよう耗もうが激しすぎるため、稼か働どうできる時間が短いのと、そのあと数日経たっても龍帝丸が動けないというのがリスクといえばリスクですわね」

「一応、使用後は俺もめっちゃ疲れてる」

　俺はそう続けた。数日経ったいまでも疲ひ労ろう感かんは残っていた。

「…………そんなものなのか？　あれほどのもので」

　ゼノヴィアは「意外だ」という反応だった。

　龍神化になった頃、俺の体が保もたずに「疑似」形態にせざるを得なかった事情もあったからね。

　そう、龍神化もまだ強化の余地が十分にある。いつか、あの「疑似」形態から本当の龍神化にならないとね。

　木き場ばが言う。

「それだと、真『女王クイーン』になった頃と同じ現象だと言えるね」

　レイヴェルはこう返す。

「ただし、注意も受けました。──本気を出すな、と。いえ、釘くぎを刺さされたと言ったほうが正しいかもしれませんわ」

「本気を出すなって……どういうことですか？」

　アーシアが不安げにそう訊く。

　これについて、リアスが言う。

「私もあの龍帝丸について説明を受けたわ。あれは──星を滅ほろぼせるだけのパワーを秘めているようなの」

『──ッ!?　ほ、星ぃぃぃっ!?』

　リアスの言葉に俺とレイヴェル以外の全員が驚きよう愕がくの声を出した。

　そりゃ、当然だよな。星がどうこうって話を聞けばさ。

　俺が言う。

「タルタロスを倒たおしたときもシーグヴァイラさんから出力を抑おさえるよう言われてさ。実際に制限したパワーであの威い力りよくだったろう？　……俺もヤバいって思ったし、星を壊こわせるってのは突とつ拍ぴよう子しもないけど、わかる気もするんだよな」

　龍帝丸のなかであのパワーを使っていて、わかった。真の龍神化とは別の意味で怖いものがあると。

　真の龍神化は肉体がついてこないってリスクが怖いけど、龍帝丸との『Ａ×Ａエーエー』はリスクが少ないから逆に怖すぎるんだ。

「──いまの龍帝丸、『Ａ×Ａエー・エー』はヤバすぎる」

　俺はそう述べた。

「ついにおっぱいへの想おもいが星を砕くだくレベルまで行ったのか……」

　などとゼノヴィアは唸うなるように言っていたが……。

　ロスヴァイセさんが険しい表情で訊いてくる。

「……出そうと思えばその威力は出せる上での制限なんですよね？」

　俺が言う。

「いまは完全体のちょっと前だから、どこまで本気を出せるかわからないけど……大出力で撃うてと言われれば撃てると思います。だから、ヤバいんです」

　もし星を壊せるだけの威力の一いち撃げきを放てるとするのなら……そんなもの、容易に撃てるわけがない。すべて終わるのだから──。

　オーフィスが言う。

「龍帝丸、今後の脅威を想定して成長した。そう見える。あの力、何かに備えてのもの」

　これを受けてイリナが訝いぶかしげにしていた。

「……今後の脅威って。地じ獄ごくの神さまたちがそれだけヤバいってことかしら？」

「帝たい釈しやく天てんや破壊神シヴァとの戦いを想定してのことかもしれないぞ」

　ゼノヴィアはそう口にする。

「…………」

「…………」

　リアスとレイヴェルはオーフィスの言葉に何か思うところはあるようだった。

　なあ、ドライグ。いまの俺って、龍帝丸込みだとヴァーリ超こえたのか？

『単純なパワーでは一気に追い抜ぬいただろうな。だが、オーラの消耗が激しすぎるとも言われただろう？　あの威力、当たらなければ意味がない。避よけられた上でスタミナが尽つき、「Ａ×Ａエー・エー」が解けたところで詰つまされるのがオチだ』

　ドライグはそう冷静に言った。

　……確かにな。パワーはすげえことになったけど、超ちよう絶ぜつ素早いヴァーリにあれが全部当たるとは限らない。龍帝丸との合体が解けたところでぶっ飛ばされて終わりか。

　……ヴァーリ相手にはただのデカブツの移動砲ほう台だいぐらいにしかならないかもな。

　……改良や訓練の余地はあるってことか。

　ドライグが笑いながらこうも言う。

『だが、星ごと壊せばおまえの勝ちだ』

　地球がなくなって俺も死ぬじゃねぇか！

　というなかで俺はこうも思った。

　……このパワー、隔かく離り結界領域にいるアザゼル先生やサーゼクスさま方の力になれるのではないかとベルゼブブさまに進言してきたんだけど……。

『効果は見込めるだろう。おそらく、６６６トライヘキサに大だい打だ撃げきを与あたえられる。だが、相手の再生力は桁けた違ちがいだ。サーゼクスが超長期間戦い続けるのを考こう慮りよしての計画だったからな。なので、一撃で倒しきれるとは思えない。それに一度あちらに入れば倒すまでは帰ってこられない。そのため、キミに対してのリスクがあまりに多いといえる。……現状でキミを送り出すのは反対だ』

　そう諭さとされた。

　……ぐうの音も出ない説明だったよ。まあ、中に行くのも相当大変らしいので現実的ではないようだ。

　話題は地獄の盟主たちに移る。

「……原初の神を二柱も倒した。冥めい府ふの協力者の話じゃ、今回の一件で地獄の盟主の集まりも崩ほう壊かい寸前にまでなってるとも聞いた」

　俺が上から説明された報告をそう口にした。

　相手の主立った神で残るは、ハーデスとゾロアスター最大の悪神アンラ・マンユのみだ。

　立て続けに原初の神を三柱倒したことで、各勢力でも大きな話題となったそうだ。

　レイヴェルが言う。

「私たち……『Ｄ×Ｄデイーデイー』の抑よく止し力りよくとしてのパワーは全勢力のなかでも最大戦力になりつつあるということですわね」

「……ハーデス神を倒したら、もう表立って敵対する者たちはいなくなるかもしれませんね」

　小猫ちゃんがそう漏らす。

　……けど、ベルゼブブさまは未来に向けて、もっと戦力が必要だっておっしゃっている。『Ｄ×Ｄデイーデイー』のいまの戦力でも足りないと。

　……未来に向けての『ＥＸＥエグゼ』か。

　アザゼル先生とベルゼブブさまは、将来訪れるであろう脅威に対して、世界を裏から支えられる、超ちよう越えつした者たちを探してほしいと願い、秘密情報局を内密に設立すると言っていた。それが『ＥＸＥエグゼ』。将来的に、俺にそこの諜ちよう報ほう員をしてほしいと言われた。

　いずれ、本格的に動き出すというけど……。

　と俺が思し慮りよしていると、ルフェイが言う。

「じ、実はうちの……ペンドラゴン家から『Ｄ×Ｄ皆さん』にお願いがあるようでして……」

　──っ。

　お願い？　ルフェイからの？

　リアスは先に聞いていたようで、こう話す。

「私も事前に説明を受けているから、ざっくり伝えると──イギリスの王家で不ふ穏おんな動きがあったようなの。そのせいで、現在英国の内側は大分混乱状態なのよ」

　イギリス王家？　しかもイギリスが内側から混乱中って！　いきなり、話が飛んだというか、予想だにしないことを聞かされたな。

「ニュースとかじゃそんなのは流れてこないから……本当に内部の出来事ってことか。それで、何があったんだ？」

　俺がそう訊きくと、ルフェイがこう答える。

「──神滅具ロンギヌス。しかも新規五枠わくのひとつ『深潭のアルフエツト蓋世王冠・タイラント』が、イギリス王家の一族で発現しました」

『──っ！』

　皆がその報告に驚おどろいた！

　なんてことだよ！　イギリス王家に新規神滅具ロンギヌスが…‥。それが混乱のもとってか！

　これにイリナも驚いた様子だった。

「そ、そんな！　イギリスにはパパもママもいるのに大だい丈じよう夫ぶかしら……」

　イリナのご両親──というか、家はイギリスにあるもんな。

　リアスは驚きの情報をさらに追加してくれる。

「もう一点、とんでもないニュースは飛び込んできているわ。──そのイギリスで、『赤い龍』と『白い龍』、二に天てん龍りゆうが確認されたのよ」

『──ッ!?』

　これには俺を含ふくめて皆が仰ぎよう天てんするしかなかった！

　イ、イギリスに『赤い龍』と『白い龍』が出現ってことかよ!?

「『赤い龍』と『白い龍』っ!?　って、ドライグはここに……いるよな？」

　俺がそう訊くと、

『ああ、俺はここにいるぞ、相棒』

　ドライグは皆に聞こえる声でそう答えた。

『どういう経けい緯いでそんなことが起きているかまったくわからんが、話を聞く限りでは俺とアルビオンの偽にせ者ものってところか』

　……偽にせ者ものか。それは新規神滅具ロンギヌスと関連しているのか？　それとも地獄の盟主による何かの前まえ触ぶれか……。不安は尽きない。

　リアスが言う。

「一応、この任務にはイッセー眷属含むグレモリー眷属とサイラオーグたちバアル眷けん属ぞく、そして──」

　ルフェイが挙手する。

「私たちヴァーリチームも参加します。元々、ペンドラゴン家からのお願いでもありますので」

「今度は私も一いつ緒しよにゃん」

　黒くろ歌かが京都のお土産である和わ菓が子しを食べながら、そう答えた。

　次はヴァーリやサイラオーグさんたちと共に任務ってことかな。

　──と、ここに驚くべき男が現れる。

　黒いコートを着た、クロウ・クルワッハだった！

「──クロウ・クルワッハ！　いままでどこにいたの？」

　リアスがそう訊くが、邪じや龍りゆうの返事は一方的だった。

「その件、俺も行かせてもらおうか。二天龍の偽者というのが非常に気になるからな」

　ドライグが笑う。

『ふっ。おまえらしいな』

　そこにちょうど、ヴァーリも登場してくる。

「どうやら、偽者退治のための役者は揃そろいそうだ。ま、俺とアルビオンの偽者は俺たち自身でケリをつけるつもりだが」

　そう不敵に漏もらしてくれる。

　ヴァーリは俺のほうにも視線を向けた。

「兵ひよう藤どう一いつ誠せい。話は聞いた。また、強くなったようだな」

「威い力りよくが桁違いでそう扱あつかえないけどな」

「なに、俺たちに敵対する者に対してはそれぐらいがちょうどいい。それに俺にとっても楽しみな限りだ、宿命の相手が強くなるということはな」

　宿主の俺たちがそんなやり取りをするなかで、アルビオンがドライグに言う。

『赤いの。偽者退治のついでにこちらの新たな力も見せてやろう』

『ほう、白いの。それは気になるじゃないか』

　などという気になる会話をしていたが……。

「フィス殿どの！　リース殿！　庭で蹴け鞠まりをするのじゃぞ！」

「我われ、蹴ける蹴る」

「けるけるける」

　九重くのう、オーフィス、リリスの微笑ほほえましい姿も目に飛び込んでくる。

　あれ以来、仲がいっそう深まった三人。それはとても温かなものだ。

　けど、今回の事件は他の危険な側面も露あらわにした。

　……オーフィスとリリスが来なくてはいけないほどの戦場、か。

　二人が来なかったら、俺たちはタルタロスによって、奈な落らくに封ふうじられていたと思う。それだけの一戦だった。それだけのピンチだった。

　各勢力がハーデスたちを危険視して、打だ倒とうを掲かかげた以上、もうすぐ地じ獄ごくの盟主たちとも決戦を迎むかえそうだけど、もしこれ以上、戦いの規模が大きくなれば……また龍りゆう神じん姉し妹まいが戦場に現れることになり、本格的に彼女たちが戦うこともあるのか？

　いや、それだけは避けたい。あってはならない。

　オーフィスとリリスは……平和に暮らすべきだ。「二人の力が最強だから」という理由ではなく、家族だからこそ平和を満まん喫きつしてほしいと願う。

　もう二度と悪い奴やつらに二人の力を利用されてほしくない。

『禍の団カオス・ブリゲード』、『クリフォト』と立て続けにオーフィス及およびリリスの力を悪用したからな。

　そんなことが再び起こらぬように、龍神化──『Ｄ×デイアボロス・Ｄドラゴン』と、今回の『Ａアポカリユプ×ス・アンサＡーアームズ』をどうにかして使いこなせたらと強く考える俺だった。








End Game.









　暗黒神エレボス、そして奈落の神タルタロス敗北の一報は地獄の最下層氷の地獄コキユートスにある地獄の盟主たちの基地にも届いた。

　人工悪あく魔まであったグレシルとソネイロンを伴ともなったエレボスの強引な行動は、それに呼応したタルタロスともども『Ｄ×Ｄデイーデイー』によって撃うち倒たおされてしまった。

　ハーデスの眼前にある巨きよ大だいモニターから、声が発せられる。

『手痛い被ひ害がいを受けたようですな』

　加工の入った音声。モニターに姿は映らず、声のみだった。

　声の主は──前魔ま王おうルシファーの元側近六家の『ネビロス』だ。とはいえ、ネビロスの血けつ縁えん者か、所属している研究者かどうかまではハーデスすら知らなかった。

　事後の報告を互たがいに行っていた。

《『Ｄ×Ｄデイーデイー』の牙きばはいずれお主らのところにも届くやもしれぬな》

　ふとハーデスがそう述べたときだった。

『……ははは』

　モニターの先から乾かわいた笑いが漏れた。

　ネビロスは続ける。

『これは失敬。似た言葉を、サタナエル殿どのとシャルバさまとリゼヴィムさまからも頂いたものですので。これに関しまして私たちは同じ返答をするのみ。彼らに狙ねらわれたとしても、必死で逃にげるだけです。目の前に現れたとしても、彼らの望む情報を渡わたし、できるだけ戦いを回かい避ひします。まあ、そもそも我らを捕とらえられるかどうか──という話もありますが』

《余よ裕ゆうのある含みだ》

『元々、我らは彼らと敵対しておりません。己おのれらの研究を突つき進めただけであり、彼らを敵視する者たちからの依い頼らいに応えていただけのこと』

　ハッキリとそう返すネビロス。

《研究者らしい見解だ。彼奴きやつらはそう思わんだろう》

『だとしても我らはあなた方のように正面からやり合おうなんて思いません。「Ｄ×Ｄデイーデイー」はこの世界で生きるには怖こわい存在ですのでね』

《…………》

　あなた方とは、ハーデスたち『地獄の盟主』をはじめ、『禍の団カオス・ブリゲード』の創設に関わったサタナエルと、旧魔王派の中心シャルバ、後こう継けい組織『クリフォト』のトップだったリゼヴィムを含めた物言いだろうことは明白だ。

『──ご武運を』

　それだけ言い残しネビロスとの通信は切れた。

　ハーデスは今回の──京都での一戦をあらためて思し慮りよする。

　ハーデスとの同盟、連れん携けいを無視した動きだったとしても、原初の神が二柱もいた。にもかかわらず神々を打倒する『Ｄ×Ｄデイーデイー』にもはや言葉もない。

　しかもオーフィスが前に出てきたというではないか。いままで陰かげに隠かくれていた無限の体現者が、ついに表に出てくる──。それも『Ｄ×Ｄデイーデイー』側として──。

　さらに付け加えるならば、この期ごに及んで赤せき龍りゆう帝ていがさらなるパワーアップを遂とげたという。タルタロスはそれによって撃ち倒された。

　──世界が欲ほつするのは我らではなく、彼奴らだというのか。

　そのような想おもいがハーデスの心中に生まれてきてしまった。

　いや、そのような思慮は以前にも抱いだいたことがある。それでも志を共にする神が複数いたことで、十分に、十二分に彼奴らより世界の守護者として機能できると思っていた。

〔あらゆる神話の神々とオーフィスの助力があるとはいえ、神滅具ロンギヌス所有者の成長は我らの想像を遥はるかに超ちよう越えつしているようだ〕

　円えん卓たくの幻げん影えい──漆しつ黒こく、混こん沌とんの色合いのオーラを放つ存在、ゾロアスターの悪神アンラ・マンユはそう声を発した。

　すでに冥めい府ふは『Ｄ×Ｄデイーデイー』及び各勢力のエージェントが入り、ほぼ制圧されたと聞いた。

　あの者たちがここにたどり着くのも時間の問題だ。

　ならば──とハーデスは思慮する。

《──次は私も出よう》

　そう口にすると、これにアンラ・マンユも同意する。

〔よかろう。私も最後まで付き合おうではないか〕

　共に意思を固めたところに、間に入る誰だれかの声。

『あ、私も付き合います』

　そう漏らすのは報告用のモニターから顔を覗のぞかせるヴェリネだった。悪魔の母リリスを用いた実験によって産み出された超越者クラスの一角。

　ハーデスは告げる。

《ヴェリネよ。おまえは残っても構わん》

　そう告げるものの、ヴェリネは苦笑する。

『付き合いますって。どうせ、大会にはもう出られないし。それにバルベリスが夢中な二に天てん龍りゆう……赤龍帝と戦ってみたいから。女に超ちよう絶ぜつ強いっていうなら、私がどこまでやれるかってね』

《……ならば、好きにするがいい。それと、例の物体を引き続き追ってもらう》

『もち』

　そのやり取りをしたあとで、ヴェリネとの通信が切れる。

　地獄の盟主たち──ハーデスと、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の戦いは最終局面を迎えようとしていた。

　後に地獄の盟主連合と『Ｄ×Ｄデイーデイー』の戦いは「地獄事変」と呼ばれることになり、「魔ま獣じゆう騒そう動どう」、「邪龍戦せん役えき」と共に並ぶ事件として語られることになる。








VIP Meeting.









　裏京都での原初の神──エレボス、タルタロスとの戦いを終え、アジュカ・ベルゼブブは隔かく離り結界領域で伝説の生物──「黙示録アポカリプテイの皇獣ツク・ビースト」６６６トライヘキサとの永い戦いを続けている前グリゴリ総そう督とくのアザゼルに報告をしていた。

『そうか。「Ｄ×Ｄデイーデイー」はエレボスとタルタロスを倒したか』

　通信魔ま方ほう陣じん越ごしにアザゼルはそう言った。

　６６６トライヘキサとの戦いは、交代制となっており、ちょうどアザゼルは他の主神クラスに任せて休きゆう憩けいをしていた。

　アザゼルが給水しながら言う。

『骸がい骨こつジジイの一派との最終決戦も近いだろうな』

　アジュカは頷うなずいた。

「ええ、ニュクスに続き、エレボスとタルタロスが倒れた以上、そろそろハーデスが出てきてもおかしくないでしょう」

　ハーデスをはじめとした地獄の盟主たちは、同盟を組んでいた神々の大半を失った。

　思おも惑わくは一いつ致ちして同調したとしても、神々は自分勝手でわがままな者も多い。結局、独自路線を用いて、「Ｄ×Ｄデイーデイー」に襲おそいかかり、撃げき破はされてしまったのだが……。

　いや、オリュンポスに属するハーデスは、そのようなことは織り込み済みだったのだろう。神々を丸め込めるなどと最初から思っておらず……。ただ単に彼が危険視している「Ｄ×Ｄデイーデイー」と神滅具ロンギヌス所有者に打撃を与あたえられれば良いと──。

　そんなふうに思慮していたアジュカだった。

　アザゼルは話題を変える。

『龍帝丸のその成長……何を想定したものか』

　アザゼルは自分のもとに送られた兵ひよう藤どう一いつ誠せいのスキーズブラズニル──龍帝丸の形態変化の情報に強い興味を引かれているようだった。

　アジュカが言う。

「ひとつだけハッキリしてます。というよりも盲もう点てんでした。彼のスキーズブラズニルに意思のようなものがあるのなら、クリフォトとの決戦前に経験したあの事件を覚えているということです」

　アジュカの言葉に「はっ」とするアザゼル。

『──っ。……全員の記き憶おくと口は封じたつもりだったが……そうか、その可能性までは拾い上げてなかったな』

「……ええ、いま裏で起ころうとしているものとの因果関係はあるのでしょうね」

　アジュカの手元のタブレットにはある資料が映されていた。

　そこには『ＵＬウル』と表示された謎なぞの銀色の生物らしきものが表示されていた。

　アザゼルが目を細め、渋しぶい表情となっていた。

『……バタフライ効果。どんなに修正しようとしても、ちょっとした蝶ちようの羽ばたき程度の出来事で歴史は狂くるう、か……』

　アザゼルは息を吐はいてから、こう述べる。

『……龍帝丸の制せい御ぎよ法について、俺なりの考えをそちらに送ったが、どうだ？』

　アザゼルから送られたデータをタブレットに表示させているアジュカがこう返す。

「はい。面おも白しろい発想です。──原初の神の力を借りるとは」

　頷くアザゼル。

『ああ、オリュンポスの原初の神の一ひと柱はしら──性と愛を司るエロスの力を借りて、動どう力りよく炉ろを生み出す。名付けて──「エロス・エンジン」だ』

　兵藤一誠に何ともピッタリな発想だと、アジュカ・ベルゼブブは感心したのであった。

　やはり、アザゼル前総督は──誰よりも赤せき龍りゆう帝ていの指導者なのである。

　成長した龍帝丸を制御する動力炉「エロス・エンジン」の開発が決定された。

　アジュカは言う。

「実はめでたい報告があります。兵藤一誠くんのことですが。──最上級悪あく魔まクラスへの昇しよう格かくの話が出てきました」

『──っ。……そうか、ついにか』

　アジュカの言葉にアザゼルは驚おどろきながらも納得した表情だった。

　アジュカは説明を続ける。

「上級悪魔に昇格後、試合での功績もそうですが、特に北ほく欧おうの新たな主神ヴィーザル、原初の神ニュクス、同じくエレボス、そして奈な落らくの神タルタロスも倒たおしました。神クラスを複数も倒すというこの戦果は、悪魔のなかで過去に例がありません。正直、最上級悪魔クラスでさえ、報ほう奨しようとしては足りないという意見も出てきてます」

『他の連中も昇格の話は出ているんだろう？』

「はい。グレモリー眷けん属ぞく及および兵藤一誠眷属の者たち、他にも『Ｄ×Ｄデイーデイー』に所属している悪魔と天使はそのほとんどが昇格するでしょう」

　アザゼルはそれを受けてぼそりとこぼす。

『新しい勲くん章しようでも作らないとダメってか。「おっぱいドラゴン勲章」とかな』

「……いまの活かつ躍やくぶりでは冗じよう談だんではなくなるかもしれません」

　アジュカはそう言い、微笑んだのだった──。








あとがき









　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。本編としましては前回の真Ｄ×Ｄ２巻からちょっと空いての刊行となりました。

　ＤＸ５巻のあとがきで私の現状をお伝えしたのですが、本編のみ読むという読者さんもいるでしょうから、あらためて最初に書きます。ご存じの方はここからの説明を読み飛ばしてくださっても大だい丈じよう夫ぶです。




　実は２０１８年の過密な仕事量が祟たたって、真Ｄ×Ｄ２巻執しつ筆ぴつ中に体調を崩くずしました。その後、出張先で体調が悪化して、病院に直行しました。過労からくる体調不良です。

　現在、高血圧と頸けい椎つい（首）ヘルニアの治ち療りようをしております。

　一時期、血圧が二百近くにまで上がり、頭痛、動どう悸き、不ふ眠みん等に苦しみ、さらに首と肩かたの痛みと腕の痺しびれにもかなり参っておりました。

　いまは治療＋静養中です。定期的に病院で検査を受けている最中です。一番苦しい時期は脱だつしたのですが、それでも体調が良くなったり、悪くなったりをまだ繰くり返してます。

　体力も大分落ちたため、執筆のペースを落とし、今後のスケジュールを調整中です。

　という、本編のみ追っている方にとっては驚おどろきの内容だったかもしれません。




　今回、その体力面での不調もあり、本編で大会の試合をやらずに日常で起きた事件のみに注力しました。アクションシーンを書ける体力が体調を崩す前に比べて落ちたためです。

　試合編は試合編でイッセーの戦い以外をあらためて別でやろうと思います。英えい雄ゆう派、刃狗スラツシユ・ドツグチーム等の試合は、おそらくＤＸのほうでやろうかなと。彼らの試合を楽しみにしていた方はもう少しお待ちください。ヴァーリの試合もできる限り本編でやりたいなと思っておりますが……体の具合を見つつになるかなと思います。

　さてさて、３巻の解説をします。




○ドライグVSクロウ・クルワッハ

　まず冒ぼう頭とうでドライグとクロウ・クルワッハの戦いがあったのは、前回体調不良で体力が尽つきたために書き切れなかった分の補完です。２巻の試合と合わせて読んで頂けますと幸いです。




○龍りゆう帝てい丸まることＡアポカリユプ×ス・アンサＡーアームズ！

　次に龍帝丸との合体であるＡ×Ａエーエーは、わかる人はすぐにわかってしまったと思いますが、参考にしたのはガン○ム試作３号機ことデンド○ビウムです。ガン○ム系のアームドベースと呼ばれるものが大体の元ネタです。

　私の世代ですと、最終的なパワーアップは巨きよ大だいな武装兵器との合体かなと。てか、イッセーのパワーアップは大体ガン○ムか仮面ラ○ダーのネタですね。

　このＡ×Ａエーエーも、本来２巻でやろうかなと思っていたものですが……これも体調不良で体力が保もたずに叶かなわずじまいでしたので、あらためて出すことができたしだいです。でも、このインパクトと強さならば、結果的に今回出して正解だったのかもしれませんね。

　この龍帝丸はまだ武装を隠かくしてます。今後、どんどん出てくると思いますのでご期待ください。正直、すでに火力と防ぼう御ぎよ力だけなら作中でも最強クラスで、イッセーが真の龍りゆう神じん化か（＋Ａ×Ａエーエーへのエロス・エンジンも）を果たしたら……えらいことになるでしょうね。

　奈な落らくの神タルタロスはかなりの強者で今回イッセーたち（曹そう操そうや鳶とび雄おまで）を全員まとめて始末できる勢いでしたが……龍神姉妹の加勢＋Ａ×Ａエーエーのパワーには勝てなかったと。




○九きゆう尾び母娘おやこについて

　八や坂さかさん、書いていて最高に楽しかったです。年上の美女って、やっぱりいいなって思います。作者が年上キャラ好きなものですから。これで人気が出てくれたら幸いですね。

　九重くのうは健気さに振ふりました。九重っぽさって何だろうと思ったとき、元気なところと、健気なところだと思ったのでそっち方面から攻せめました。オーフィスとリリスと真に打ち解け合って、本当に良かったです。九重回というより、九尾母娘回だったかなって。




○英雄派と曹操と刃狗スラツシユ・ドツグ

　今回は無印版９巻を思わせる内容（英雄派初登場の巻）のため、曹操たちも活かつ躍やくさせました。皆みな、いい味出してるかなと。

　あと、曹操の禁バランス・手ブレイカーは彼の才能も相まって、マジで強いって作者も書いていて思います。本来、無印版12巻当時の真『女王クイーン』状態だったイッセーでは勝てない相手だったように思えます。これでまだ曹操の真の力（劇中で語っていた新技）は今後に公開予定です。

　鳶雄についても禁バランス・手ブレイカーの「深淵面アビス・サイド」としての深度はまだあったりしますが、それは今後の真Ｄ×ＤやＳＬＡＳＨＤØＧなどでご紹しよう介かいできればと思います。




○悪魔の母リリスの産んだ悪あく魔またち

　前回と今回でバルベリス、グレシル、ソネイロンを対比するように書いてます。バルベリスの成長（？）は案外書いていて楽しかったりします。当初の思おも惑わくとは違ちがう方向でキャラが立ってしまって、私も驚いてます。でも、初登場時の威い厳げんは消えましたね。

　グレシルとソネイロンの結果を受けて、次回バルベリスとヴェリネがどうなっていくのか。二人の行く先にもご注目ください。




○諸もろ々もろについて

　現二年生組（小こ猫ねこ、レイヴェルたち）は書いていて、とても楽しかったです。イッセーたちにはない側面を出せたかなと。イッセーやゼノヴィアはちょっと成長しちゃいましたからね。その分を仁に村むら留る流る子こが暴れてくれたかなと。

　無印の９巻で共に戦った匙さじは、今回出す余よ裕ゆうがありませんでした。今回は修学旅行組でもないし、『おっぱいドラゴン』のイベントにも絡からみませんからね。彼やソーナの活躍はまた機会があればということで。




　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、担当Ｔさま、今回も大変お世話になりました。本当、体調の件でご迷めい惑わくをおかけ致いたしております。




　次回、真Ｄ×Ｄ４巻は、ルフェイ編であり、イリナもちょっと取り上げようかなと。次で地じ獄ごくの盟主連合との戦いを決着させるつもりです。もう２、３年ぐらい戦ってるので、そろそろ決着させます。ヴァーリ、サイラオーグ、クロウ・クルワッハも駆かけつけます。

　前回のラストでにおわせた謎なぞの存在については、次回をお待ちください。

　世界の抑よく止し力りよくとして最強とも思える力を持つチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』。ハーデスと戦う先に何が待ち構えているのか──。４巻は衝しよう撃げきの展開ですので、ぜひともご期待していただければと思います。

　体の具合があるため、またちょっとだけ刊行まで空くかもしれませんが、真Ｄ×Ｄ４巻とＳＬＡＳＨＤØＧ４巻を必ずお届け致しますので、今後もどうぞ応おう援えんのほど、よろしくお願い致します。

　さて、体力を少しでも戻もどせるように体の調子がいいときは、体力作りをしようと思います。執筆のペースをきちんと戻していきたいです。
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